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「足あ立だち先生、ちょっと」

　朝一番からの長引いた会議を終えてようやく研究室へ戻ろうとしたところだった。

　背後から聞こえた甲高い女性の声に、Ｔ大学工学研究科、鹿か島しま研究室の助教である足立一かず海みは呼び止められた。

　一海が足を止め振り返ると、すぐ後ろに教授の秘書をしている原はら島しまがいくつもの書類を抱えて立っている。原島は眉間に皺しわを寄せて、随分と不機嫌そうにしていた。

　彼女のその顔を見て一海の気分は一気に重くなった。彼女がこういう顔をするときは、大抵ろくなことがない。人からは時折、繊細なつくりだと言われる顔を伏せ気味にして、一海は気付かれないように小さく溜ため息いきを吐ついた。

「なんですか」

　自分でも無愛想だと思うが、敢あえてつっけんどんに返事をした。

　一海はこの原島に嫌われているらしく、彼女からときどき嫌がらせのようなことをされていた。先日も会議室の変更を伝えてくれなかったということがあったばかりだ。さすがに重大なミスを誘うようなことはないが、些さ末まつなことでも度重なると気分のいいものではない。嫌っていることについてはっきりとした理由を彼女本人に聞いたことはないが、一海を疎んでいることはその態度が物語っていた。

　なので原島に愛想よくするのは、無駄なことだった。どうせこれから言われることは嫌みか、でなければ厄介なことには変わりないのだから。

「この間の、表……なんでしたっけ、九月に修理した測定の器械」

「比ひ表ひよう面めん積せき計けいですか」

　答えながら、一海は修理した測定器の請求書を先日事務へ提出したことを思い出した。比表面積計は物質の単位重量あたりの表面積を求める計器で、材料工学の研究室である鹿島研には必要なものだ。あの機器がどうしたのだろうか。

「ああ、それそれ。事務方から、あの予算枠からではお金が出せない、って言ってきてるんですけど」

　険悪さを露あらわにした目で睨にらまれる。明らかに煩わしいとわかる口調だった。

「まさか。修理費だって、提出した予算枠で処理できるはずですが」

「そんなこと言われても。私だってそうやって言いましたよ？　でも、向こうは修理からひと月も経たってるのでダメだって言うんです。いくら予算が余ってても、最近はそういうところが厳しくなってるんですからね」

　原島はキンキンとがなり立ててくる。いつからか、一海はこの声を聞くと頭痛がするようになっていた。

　件くだんの測定器は、元はこの研究室のものではなく、他大学の研究室から譲り受けたものだった。しかし、諸事情あって備品登録はまだ譲渡元でされていた。

　修理依頼が元々の持ち主であった大学を経由したことで、請求について七面倒な手続きをしなければならず、結局請求書が届いたのは修理からひと月も経ってからだったのだ。

　ただそれを原島に言っても、今ここで理解してもらうのは無理だろう。一海は「そうですか」と逆らわずに当たり障りのない返事をした。

「とにかくそう言われたので、後は先生の方でなんとかしてください。それから落とせないんでしたら、この修理費どこの予算から出すのか、ちゃんと鹿島先生と相談してください」

「はあ……」

　一海の曖昧な返事は原島の気持ちを逆さか撫なでしたらしく、じろりと睨ねめつけられた。

「だいたいこの修理費、額大き過ぎですよ。本当に修理費に八十万もかかるんですか？　聞けばこの機器使ってる人は誰もいないらしいですし、別に今修理しなくてもよかったじゃないですか。無駄なお金を出す余裕なんかないんですからね」

　目を吊つり上げ、きつい口調で原島は一気にまくしたてた。

「……っ、つ……ぅ……」

　ズキン、と突如訪れた頭の痛みに一海は眉を顰ひそめた。

「聞いてるんですかッ？　先生、話くらいちゃんと聞いてくださいッ！　私のことたかが雑用だと思ってバカにしてるんじゃないでしょうね」

　頭痛から気もそぞろになったことが、原島には話を聞いていないと映ったのだろう。更に彼女の声が大きくなり、一海は慌てて言い訳をした。

「いえ、そんなわけじゃ……すみません。頭痛がして」

「頭痛なんかでごまかさないで！」

「ごまかしてなんか……気を悪くさせてしまったのなら申し訳ありません」

　これ以上、ことを荒立てたくなくて、謝りながら解決策を一海は考えた。

　彼女の言う通り、機器の修理に八十万は大金だ。が、実験で使用するもののメンテナンスは大事である。現時点で使わずとも、いつ必要になるかわからない。いつでも使えるようにしておかなければならず、修理しないというわけにはいかなかった。

　今の一海にかろうじてできることは、事務方へ問い合わせてみることくらいだ。問い合わせて原島の気がすむならおとなしく従った方が賢明だ。

　助教である自分が、秘書の言いなりになっているという図は端から見ればおかしいかもしれない。

　だが所詮、この大学の助教になってようやく二年目、二十九歳の一海とは、非常勤のパート職員とはいいながらも、研究室に十年近くと長く勤務している原島は、全く役者が違う。年齢も一海よりひと回り以上年上であるし、また研究室でのキャリアも先輩である彼女は経験も豊富だ。研究室の一切を取り仕切っているのよ、と大きな顔をされているのは気分のいいものではないが、長くこの研究室にいる彼女しか知らないことも確かにあって、逆らうことができないというのが実情だ。

　自分の仕事をうまく回してゆくためには、原島の機嫌は損ねない方がいいことは明らかであり、彼女に逆らうことはこの研究室にいる限り無意味だった。

　ただ、それが彼女の態度を増長させていることはわかっている。

　また線の細い一海の容姿とおとなしい性格は、与くみしやすい相手と見られがちだ。原島も、一海なら何を言ってもいいと思っているのかもしれなかった。

　時折「そんなことはあなたの仕事じゃない」とはっきり言ってしまいそうになることもあるが、もし彼女がいなくなった場合、次の秘書を見つけるまで全て自分に仕事が回ってくるのもそれはそれで辛つらい。ましてや彼女の仕事振りには文句のつけようもなく、私情を交えさえしなければ何の問題もないのだ。一海個人の事情だけで研究室を混乱に陥れるわけにはいかなかった。

「……わかりました。事務方に問い合わせて後で連絡します」

　彼女の言葉の途切れるタイミングを見計らってそれだけを言い、まだ何か言いたげな原島を無視して踵きびすを返した。

　鹿島研含め殆ほとんどの研究室は、教授室、准教授室、学生室と複数の実験室で構成されている。学生室には学生の他、助教やその他研究員の机も置かれているのが、ここでは普通だ。

　学生室の窓際にある自分の席にようやく座ると、疲労の波が一挙に押し寄せ、自然と大きな溜息がこぼれる。

「なんか疲れてんじゃない？　一海センセ」

　一海の溜息を聞きつけたのか、すぐ側そばの席にいた修士課程の西にしという男子学生が窺うかがうように訊きいてきた。学生は年が近いせいか皆、一海のことを苗みよう字じではなく、名前で呼ぶ。かろうじて「先生」と呼んでくれるので、一海もその呼び方を受け止めていた。

「うん、ちょっとね」

「あー、またなんか言われたんじゃないの？」

　西の当て推量に、一海は「そんなことないよ」と笑ってごまかした。

「噓うそうそ。わかってるって。原島さんのキンキン声ここまで聞こえてきてたし。うるさいんだよねー、あの人の声」

「こら、そんなこと言わない」

　めっ、と睨むように西を見るが、彼は「別にいいじゃん」と嫌そうな顔をしてみせる。そのとき講義が終わったのか、数人の学生が一斉に学生室へ戻ってきた。

　すると西はその中の一人を見つけて「おい、伊い東とう、一海先生帰ってきたぞ。用事あったんじゃないのか」と手招きをし、呼ばれた伊東は駆けるようにして一海のところまでやってきた。

「ん？　何か用だった？」

「はい。これ届いてました。さっき預かっていて」

　伊東は宅配便の小さな荷物を一海に手渡した。

「ああ、ありがとう」

　一海は礼を言いながら、包みを開ける。中からは紙の束が出てきた。

「それってこの間の論文ですか？」

　伊東が興味深げに一海の手元を見つめてくる。

「そう。この間の別刷り」

　荷物は少し前に海外の学術雑誌に一海の論文が掲載されたときの別刷りだった。

　投稿した論文が掲載された際に、自分の論文のページだけが印刷されたものを出版社から購入できる別刷りは、今はＰＤＦファイルで入手可能な場合が多いため利用する者は少なくなった。しかし、一海は紙媒体として残るこの別刷りが好きで、これまでも自分の論文が掲載されたときにはずっと購入していたし、またこれからも可能な限り購入しようと思っている。

「先生、これ、もらってもいいですか？」

　伊東の頼みに、一海はにっこり笑って紙の束から一部を取り出した。

「もちろん、いいに決まってる。はい、どうぞ」

　それを手渡すと、伊東はじっと別刷りを見つめていた。そして一海へ向き直る。

「今、あんまり別刷りって作らないって聞きましたけど」

「そうだね。やっぱりそれなりにお金かかるし、ＰＤＦで間に合うし」

　伊東の問いに一海が答えると、西が「この間もそれで一ひと悶もん着ちやくあったしな」と思い出したように口を挟んできた。

「え、何なに」

「ほら、原島さんがさ、先生にグチグチここで文句言ってたじゃん。別刷りなんか無駄だとかなんだとか」

「ああ、そういえば。あの人、なんでガミガミうるさいのかな。一海先生の論文がこうやって評価されて載ってるのってすごいことだと思うんだけど。それにこの雑誌、日本人の研究者を載せてもらえること自体あんまりないって言うし。だったら別刷りくらい」

　なあ、と二人が口々に言う。

「いい加減にしなさい」

　一海は西と伊東の二人の顔を交互に見、はっきりとした低い声で叱った。

　珍しい一海の厳しい口調に二人はしまったというようなバツの悪い顔をする。

「原島さんはきみらの面倒も見てくれているんだから、悪口は言うものじゃない。きみらももう大人なんだから、そのくらいの分別はつけなさい」

　窘たしなめると「すみません」と二人は殊勝に謝った。

「いや、怒ったりして悪かった。私のせいで関係ないきみらにまで余計な心配かけて。恥ずかしいったら。本当にごめん」

　一海が言うと、学生達は肩を竦すくめた。

「別に先生は悪くないじゃん。あの人が勝手に嚙かみついてくるだけで」

「でもそれは研究室のこと考えてくれているからだし。私が頼りないから」

「そうやって優しいから、あの人好き勝手なこと言うんだって。あんまり甘い顔見せない方がいいよ」

　心底心配している口調で西が言った。学生にすら気遣われていることに、一海は情けなくさえ思う。

「心配してくれてありがとう。でもあまりそういうことは言わないでほしい。悪口はきみらの評価を下げるだけだよ」

　自分はともかく学生にまで迷惑をかけたくない。一海がそう言うと西も伊東も呆あきれたように大きな息を吐いた。

「ほんと甘いよね。そんなこと言ってるから、ダメだっての。一海先生が遅くまで残って仕事してんのは、学生皆知ってるんだからさ。家に帰ってないんじゃないの、ってくらいここにいるじゃん。全部仕事引き受けてんでしょ」

　西の言葉に一海は曖昧に笑った。

　全く以もつてその通りだった。頼まれると嫌とは言えない性格もあるし、自分さえ我慢すればすむことだからと、無理を言われてもついつい引き受けてしまう。

　一度は断るが、どうしても、と言われると断る気持ちが萎えてしまうのだ。

「だって、そこにある請求書の束だって、事務処理はもともと原島さんの仕事でしょ？　前の先生のときは全部原島さんが処理してたんだよ」

「う……ん。でも、原島さんは鹿島先生の方で忙しいから」

　庇かばい立てするつもりはなかったが、原島は秘書とはいうものの、正職員ではない。忙しい教授の鹿島に代わって事務作業をするだけのパート職員だ。それゆえその給料に見合う仕事以上のことを要求できなかった。言葉を濁していると、西が溜息を吐きながら口を開いた。

「お人ひと好よしもいいけど、いいかげん身体からだ壊すし。自分の顔見た方がいいよ、先生。すっごい顔してる。目の下クマで真っ黒だし、怖いって。マジ」

「そうかな」

「ほんとほんと。鏡見なよ。先生になんかあったら、困るの俺達だからさ。修論前に倒れられでもしたら誰が俺らの論文見てくれんの。先生だけが頼りなんだって」

　修士論文が控えている彼らにとってそれはまさしく死活問題だ。一海としても責任がある。

「そうだよね。それこそ目も当てられないな」

「だからさぁ、無理して倒れる前にピシッと言った方がいいって」

　そう言い放ち、西は時計を見て「やべ、データ取ってこないと」と言って慌てて席を立った。

「そうだ、西くん。昨日のあれ、ちょっとまだステンレスの汚れが取れてないみたいだから、洗浄しなおして」

　一海が部屋を出ようとした西へ声をかける。

「ええー、あれでもまだダメなんですか」

「んー、ダメだよ。まだ油膜がついていて、ステンレス粒子への付着にムラがあるから。きみのデータのばらつきはそのせい。だから、慣れても手抜きするなって言っただろ。水酸化ナトリウムで七十五度三十分、超音波洗浄三十分。いつも言うけどちゃんと三回やってる？」

　結果が思わしくなかった西の実験について言及すると「すいません、やってませんでした。二回でいいかなって……」と、バツの悪そうな顔をした。

「ほらね。手抜きすると後で泣くのは自分だから。そろそろ追い込みかけていかないとそれこそ修論やばいよ？　ってことで、もう一度やり直しね。あと、伊東くんも。カルボキシル基の定量でちょっと試してみたい方法あるから、一緒に実験室行こう」

　二人を連れて、一海は実験室へと向かった。







「うっわ、ヤバッ！　……先生、これ洗っても取れないんですけど」

　染料にも使用する試薬を扱いながら、伊東が大声をあげる。

　実験室へ移動した後、一海は西にステンレスの洗浄を指示し、また伊東へカルボキシル基の定量法を説明していた。

「染料だからね。取れないからっていちいち大きな声あげない。多分これでいけるはずだから、やってみて。うまくいったら系統増やしてみよう」

　はーい、という間延びした返事に反して、真剣な眼まな差ざしで伊東は実験を始めた。

　ややあぶなっかしい伊東の手つきにはらはらしながら、一海はしばらく様子を見守っていた。

　研究というのは、失敗の積み重ねでもある。偶然奇跡のような成功を収めることもあるが、多くは失敗となってしまうことが殆どだ。けれど、どれだけ失敗しようと、それは無駄にせず、データとして積み上げていく。なぜならその得られた失敗のデータが成功に繫つながることも少なくないからだ。一海自身も、実験は実に地味な作業だと思っている。だが、端から見れば毎日同じことをしているようでも、結果は少しずつ変化しているのだ。そしてその変化に成功の兆きざしを見たとき、これ以上ない高揚感を覚える。一海は、そのワクワクした気持ちをずっと感じたくて、実験を続けていると言っても過言ではなかった。だからこうやって、実験室にいるときが一海は一番落ち着く。

　試薬や溶媒の独特の匂いと、機器が稼働している低く小さなモーター音。

　周りでは、何人もの学生がそれぞれ自分の研究に没頭している。自分もこの中にいて、一日中実験に浸っていたいくらいだ。助教という役職についた以上は、それはなかなか困難なことだけれども。

　ふと、どこからか視線を感じ、一海は振り返る。

　振り返った視線の先には、この研究室に在籍しているポスドクの池いけ田だがいた。ポスドクというのは、ポストドクターの略で、任期付きの博士研究員のことである。

　そのポスドクの彼に一瞬睨まれた気がしたが、池田はすぐに視線を逸そらす。

　正直言って、一海はこの池田という男がとても苦手だった。最近では苦手を通り越してできるだけ敬遠したい人間の一人だ。

　というのも、一海は先ほどの原島だけではなく、池田からもしつこいほどに嫌がらせを受けているのだ。

　池田は一海に対し、並々ならぬライバル心を持っているらしい。

　そのためか、一海がここに着任したときから、いつでも彼のじっとりした視線がまとわりついていた。一海の一挙手一投足を見逃すまいとして、常に池田は一海を見ている。時折視線が煩わしいが、やめろと言って素直に聞く相手ではなかった。

　何しろ、一海がいなければ、自分がこの研究室の助教になることができた、彼はそう思い込んでいて、誰彼かまわずそれを触れ回っていた。それだけ一海の存在自体が彼にとっては面白くないのだろう。じっと見られているのも、おそらく一海のミスを見つけたいがためだ。

　一海は池田よりひとつ年上で、学位を取ったのも一海の方が一年早い。

　ただ、池田はこの大学の生え抜きだが、一海は違う。一海の出身校は世間的に見て、ここよりも格下の扱いだ。要するに一海は池田より格下だと思われているのだ。無論、研究業績に遜そん色しよくはないのだが、何事にも優劣をつけたがる池田は一海よりも自分の方が優秀であると思い込んでいる。だから、助教のポストも自分が学位を取るまで鹿島は空けておいてくれると信じきっていたようだった。

　確かに池田から見れば格下の地方大学出だが、一海の恩師である中なか沢ざわという教授は業界でも有名な人であったし、また一海自身も学会で何度か受賞の経験がある。華やかなタイプではないものの、こつこつと確実なデータを積み上げることについては自信がある。だから研究内容についても池田には何らひけを取らないと自負していた。

　正々堂々、鹿島研の助教採用の公募に応募した一海には後ろめたいことなど何もなかったが、池田は一海が汚い手で入り込んだと本気で思っている節がある。

　一海についての事実ではない悪意に満ちた噂うわさを流してみたり、いちいち仕事に対して重箱の隅をつつくようにあげつらってみたり……。気にはしないようにしているがしかし、精神的には堪こたえるものがあった。

「先生、ピペットのチップもうありませーん。注文しといていいですかー」

　遠くの実験台から声がし、一海ははっと顔を上げた。

「いいよ。ホワイトボードと注文ノートに書いておいて」

　返事をしながら、池田のことは気にすまい、と気分を切り替えることにした。

「先生、どうかした？」

　洗浄準備を終えた西が怪け訝げんそうに声をかけてくる。

「いや、別に。なんでもないよ」

　すると西は先ほど一海が振り返った方向へ目を遣やって「ああ」とひとつ納得したような声を出した。

　池田がおおっぴらに一海を罵倒していることは学生は皆知っている。それが的外れ過ぎて誰も信用していない、と学生は皆一海に対して同情の目を向けてくれていた。一海を学生達が好意的に受け止めてくれているから、かろうじてまだ一海はここで仕事ができているのだと思っている。

「気にしない方がいいですよ。噂とか誰も信じてないから」

　西の言う、その「噂」というのはセクハラじみた下げ卑びたものだ。

　一海が助教のポストに就くにあたり、コネも何もないと知ると、今度はこのポストを一海が身体を提供して得たと言いふらしてまわる始末だった。

　どこをどうしたらそういう発想になるのか一海には理解ができなかったが、どうやら本気で彼は一海が鹿島に色仕掛けで取り入って、助教という役職を手に入れたと思っている節がある。現に池田は一海に「どんな手で入り込んできた」と詰め寄ってきたことがあった。

　心当たりといえば、着任して間もなく、本来池田と鹿島が行くはずだった地方の学会へ、急きゆう遽きよ池田ではなく一海がお供をして二人きりで出席したことがあったくらいだ。確かにそれ以来、池田の態度があからさまになった気がする。ただそれは開催地が一海の地元だったので鹿島が配慮してくれたのだが、池田の目には別の理由に映ったようだ。

　そして秘書の原島が一海に冷たいのも、この池田の言うことを真に受けているためらしい。

　原島からすれば、新参の一海よりもずっと長くこの研究室にいる池田を信用するのは当然だとは思う。

　どちらかというと、男性よりも女性のほうが性的なものに嫌悪を抱く傾向がある。それに原島には今年高校に入ったばかりの娘がいるのだ。特に母親というのは、モラルに反することには過剰な反応をすることが多い。だからなのか余計に汚いものを見るような目で一海を見る。原島にしてみれば「うちの教授を誑たぶらかしたオカマ」とでも思っているのかもしれない。

　一度信じ込まれてしまえば、それを覆すのはとても困難なことだった。何度か一海も誤解を解こうとしたけれど、先入観にとらわれているためか聞く耳を持ってくれなかった。口を開けば開くだけ言い訳がましく聞こえると思い、無視を決め込んでいる。そんなこともあって、できるだけ彼らに接したくなかった。

「そうだね」

「そうですよ。馬鹿馬鹿しい。確かに先生はどっちかっつと、そこそこイケメンの部類かもしんないけど。でも別になよなよしてるわけじゃないし、言っちゃ悪いけど地味系だし、それにそんなに世渡り上手ならこんなとこにいるわけないじゃん」

　褒めているのか、けなしているのか、判別しがたい西の言葉に一海は複雑に笑った。

　あまり器用なことができない普段の一海を知っている学生達は皆、こんな風に言ってくれる。毎日誰よりも遅くまで残って仕事をしている一海を知っているからこその言葉だった。

「しっかし、もっとましな妄想できないもんですかね。アホかっての。あの人、皆が一海先生の味方するのが気に入らないんですよ。っていうか、池田さんみたいに威張るばっかりの人に誰が頼ると思ってんのかな。いけすかないったら」

「西くん」

　一海に名前を呼ばれ、そこで余計なことを言い過ぎたと思ったらしい西はそのまま黙って作業を再開した。

「また結果出たら持ってきて。今日は遅くまでいるつもりだから」

「今日も、でしょ？　先生」

　西に言われて苦笑する。

　本当はもっとこの場所にいたいけれど時間がなかった。一海は名残惜しそうに実験台の上に載っている空のビーカーに目を遣り、実験室を後にした。







　実験室から戻った後、一海は気け怠だるげに机の横の窓に寄りかかった。空には鰯いわし雲ぐもが重なりあって流れている。木々の葉も色づいていて、夏がとうに遠く過ぎ去っていたことにようやく気付いた。いつから季節の移り変わりに鈍感になってしまったのだろうかと、一海はまた溜息を落とす。そんな外の風景を見せる窓ガラスに映り込んでいる、自分の顔をぼんやりと見た。

　学生も言っていた通り、随分疲れた顔をしていると苦く笑う。

　華きや奢しやなつくりの顔だちはただでさえ神経質に見られがちだというのに、今日は更に表情もない。食欲もなくろくなものを食べていないせいか、手入れもしていない髪の毛は更に栄養を失ってパサつき、とても真っ当な社会人には見えない貧相な有様だ。

　これでは誰も怖がって一海に声などかけないだろう。廊下ですれ違った学生達が一海に同情的な目を向けていたが、それはおそらくこの顔色のせいだ。

　疲れた、と机の上に突っ伏したい衝動に駆られた。

　この疲労は体力的なものというより九割方精神的なものだ。さっきの原島とのやり取りひとつ取っても、ささいなことで時間を取られる。もう少し押しの強い性格だったら、と思うこともあるが、諍いさかいごとはやはり好きではない。ああして、相手に好き放題に言われることにももう慣れた。

「ああ、もう」

　何もかも投げ出したくなったが、それでも愚ぐ痴ちを言う暇はなかった。思い直して、一海はメーラーを立ち上げ、メールをチェックした。

　まるでスパムのような夥おびただしいメールの数にうんざりとしながら、要るもの要らないもの、急を要するものそうでないものを振り分けていく。カチカチと機械的にマウスをクリックしていくと、その途端、胃のあたりにキリキリとした痛みを覚えた。

　夏休みを終えた先月あたりから、ずっとこんな痛みが続いている。休日はできるだけ身体を休めるようにはしているが、大学に出ているとこの痛みが胃のあたりを襲ってくる。週の半ばにもなると、痛みは薬がなければ抑えられないほどだ。

　顔を顰しかめ、机の引き出しからＰＴＰ包装が施されたいくつかの錠剤を取り出した。医者に無理を言って処方してもらった薬は本来頓用で、一日三回までの服用と決められているのだが、そんなことよりも放っておけばひどくなるばかりのこの痛みを止めたかった。

　前回の服用から四時間空いているからいいだろう。六時間は空けろと医者に言われているが、四時間も六時間も同じことだと勝手な自己判断を下し、机の隅に置かれているミネラルウォーターのペットボトルを手に取った。

　キャップを回して、一口水を含み、そのまま飲み込まずに薬を口内へ放り込んだ。顎を上げ気味にして水と薬を一緒に飲み下す。

　人からはいちいち顔を上げて飲み込まなくてもいいじゃないかと笑われるのだが、幼い頃からの癖でどうしても何か液体を飲み込むときには顎が上がるのだ。さすがに大人になってからは滅多にその癖が出ることはないが、リラックスしているときや、また薬を飲むときだけは別だった。

「さて、と」

　薬を飲んで一息入れ、先ほど原島に言われた用事をさっさとすませてしまおうと事務方に内線を入れる。

「すみません。鹿島研の足立ですが」

　よくよく話をしてみると、原島と事務方での言葉の行き違いであったことが判明し、無事に修理費は処理できることになった。ひとつ懸案事項が片付いたことにほっとしたところで、ドアの向こうから再び原島が姿を見せる。

　今度は何の用事だと思ったが、もはや立ち上がるのも億おつ劫くうで知らぬふりを決め込んだ。

「足立先生、お忘れかもしれませんが今日新しいアシスタントの方が来られますからね。午後から外出は控えてください」

　原島は用件だけ言うと、忙しそうに立ち去っていった。

　そうだった、と顔を顰めた。

　そういえば教授の鹿島がアシスタントを雇うことに決めた、と言っていたのだった。忙しさに取り紛れ、うっかり忘れていた。

　何しろこの研究室には現在准教授が不在という大きな問題があった。

　決定的な人手不足なのだ。

　この大学では、教授、准教授、助教、という体制をとっている研究室が多い。正職員としてはそうだが、他に研究室によって非常勤の講師を置いたり、またポスドクを置くこともある。教授秘書は研究室でいたりいなかったりするが、こちらは非常勤のパート職員だ。

　現在この鹿島研のスタッフは教授の鹿島、そして助教の一海、ポスドクの池田、そして秘書の原島となっている。

　本来この鹿島研も准教授がいるべきところだが、一昨年までいた准教授は海外へ行ってしまい、従ってそのポストは空いている。研究室の教員が教授と助教だけという二人だけの体制では、下っ端の一海に大部分の負担が強いられるのは当然だった。

　しかも、教授は年がら年中出張でここには殆どいない。共同研究先や学会、講演などに忙しく、ここにいるのはひと月に数えるほどだ。

　教授の不在をカバーしながら、日常業務も一海は一人でこなさなければならなかった。

　──せめて、実験だけでも誰かに手伝ってもらえたら。

　一海の仕事は学生指導もあるが、本来はそもそも研究だ。

　しかし年度が変わってからは、雑務に追われて自分の研究どころではなく、実験の時間すらとれない有様だった。

　成果を出せなければ予算はすぐに打ち切られてしまい、それこそ研究もままならないという状況に追い込まれてしまう。

　だが必死で仕事をしても時間は足りない。事務作業も滞とどこおり、うまく回っていかないことで、原島や、また池田の不満が生じていた。

　不満を直接一海にぶつけるのはいい。だが、最近では徐々にエスカレートして、一海のあらゆるミスを見つけ出しては詰なじる毎日だ。

　彼らに嫌われているのは承知しているものの辟へき易えきする。相手にするのも時間の無駄なので気にしないようにはしているが、それが胃の痛みの一因であることは否めなかった。

　教授も見るに見かねたのだろうか、それとも別の意図があってなのか、いきなりアシスタントを入れる、と言い出したのだ。──それがひと月ほど前のことだった。

「午後からって……」

　午後から外出を控えろと言われても、午後という範囲があまりにも広過ぎて、きちんと具体的な時間を訊いておかなかったことを後悔した。昼休みの後すぐなのか、それとももう少し遅い時間でもよいのか。

　敢えて原島に訊きに行く気力はもう残されていなかった。

「あ……昼……どうしよ」

　一海はまだ昼食を摂とっていなかった。

　外に食べに行ってもよいが、新しい職員が来たときに自分がいないとなれば、また後でうるさい原島の小言を聞かねばならず、それもまた鬱うつ陶とうしい。

「面倒臭いな……あと十五分か」

　残された時間は僅わずかだ。となれば、何がなんでも昼休みの間にすませるのが吉だ。悠長に外食する暇はなさそうだった。

　大して食欲もないから食べずともよいことはよいが、何かエネルギーになるようなものを入れておかないと、体力が保たない。

「おにぎりくらいなら入るかな……コンビニでも行くか」

　仕方なく、隣の棟に併設されているコンビニで何か見繕うことにした。

　学内にコンビニがあるというのは意外に便利なものだ。生協は夕方過ぎには閉まってしまうが、そこは夏休み冬休みなどの長期休み以外は、基本的に夜十一時までは開いている。実験で夜遅くなっても、何か必要なものがあればそこが開いているからとりあえずは困らなかった。

「あれ、足立くん、今からお昼？」

　エレベーターから降りると、隣の関せき川かわ研究室の助教である佐さ久く間まが声をかけてきた。

「ええ。ちょっと食べそびれてて。そこに」

　一海がガラス壁の向こうに見えるコンビニを指さした。

「あー、もうそろそろお弁当ないかも。おにぎりも種類少なくなってたよ。早く行って行って」

「え、そうなんですか。了解です。さっさと行ってきます」

「な、足立くん。根を詰めてるみたいだけど大丈夫？　きみ、細いからさ、ちゃんと休まないと」

「平気ですよ。こう見えて意外と体力ありますから。ありがとうございます」

　一海が礼を言うと、彼に「そう？　でも、あんまり無理すんなよ。いつでもうちにコーヒーでも飲みにおいで、ってうちのボスも言ってる」とポンとひとつ肩を叩たたかれた。

「すみません。大丈夫です。先生にもお気遣いいただいてしまって」

「いや、きみんとこはさ、何かと大変だからね。なんせ手て強ごわい連中がいるし。この前も池田くんが、うちのボスに食ってかかってた」

　呆れた口調の佐久間に一海は知らぬ振りはできなかった。在籍しているポスドクが自分のところではない教授に失礼な態度を取ったとあっては、一海は気が気ではなかった。

「え、池田くんが？　関川先生に？　一体何を……」

「いや、ほら、彼の論文の下読みをうちのボスが引き受けてたんだけど、そこでかなりダメ出ししたらしいんだ。そしたら『どこが悪い』って、ものすごい剣幕で怒鳴り込んできてね」

　おそらくそのときの様子を思い出したのだろう、佐久間が苦々しい顔をした。

　そんなことがあったとは知らなかった。論文の下読みはいつも学科内の教授が持ち回りで引き受けてくれている。

　忙しい中、論文を読んでくれた教授に喧けん嘩かを売るなんてどういうつもりだったのか。こんな大変なことを知らなかったではすまされない。一海は項うな垂だれた。

「そうだったんですか。そんなことがあったなんて知らなくて……すみません。関川先生にどうお詫わびしていいか」

「いやいや、きみが謝ることじゃないって。池田くんのああいう生意気な態度は、学部にいた頃からだから。学科内では有名な話だから気にすることはないよ。ただ、彼は余程自分に自信があるんだろうね。まあ、そこそこには優秀ではあるんだけど……」

　でもねぇ、と続けて、その後の語尾を佐久間は濁した。

「とにかく、ああいう人達とまともにやり合っても疲れるだけだから、適当にね。事務だって、何もいっぺんに全部やらなくてもいいんだから。何かあったらいつでもおいで」

　一海に同情的な佐久間の言葉に、はい、と小さく一礼して一海は研究棟を出た。

　どうやら研究室のゴタゴタが隣の研究室にまで届いているらしい。自分はよほど頼りなく見えているのだろう。一海は落胆の息を漏らす。

　隣の研究室にはいつも世話になっている。さりげなく気を遣ってもらっているのに、これ以上は迷惑をかけられなかった。

　もっとしっかりしなければ。

　一海はきゅっと唇を引き結んだ。







　昼休みのコンビニは学生達で溢あふれかえっていた。

　取り急ぎ、おにぎりとパックのゼリー状食品、そしてスポーツ飲料を手にして、案の定長蛇の列になっているレジに並ぶ。並んでいる間、することもないのでぼんやりとあたりに視線を彷徨さまよわせた。

　ふと見ると、自分の前に並んでいる男性が振り返る。一海は自分が何かしただろうかと思ったが、彼はどうやら横にある陳列棚の菓子類に目を奪われたらしい。視線が棚へ釘くぎづけになっている。

　仕立てのよいスーツに身を包んだ彼は、この学内ではなんとなく異質に見えた。なんというか洗練されているのだ。学内でもお洒しや落れな先生達はいるが、それとはまた雰囲気が違っていた。おそらくどこかの企業の人なのだろうと一海はぼんやり考える。

　普段、白衣やラフな服装しか目にしていない一海にはとても新鮮に映る。

　一見エリート風の男性が、その洒落たメガネの奥から視線を釘づけにしてじっと菓子を見つめているのは、なんとなしに微笑ほほえましかった。

　コンビニの菓子類は、種類が多くて見た目がとても可愛かわいらしい。あまり甘いものを買わない一海ですら見ているだけで楽しくなるので、目の前の彼の気持ちがなんとなくわかる気がした。

　落ち着いた雰囲気が一海より少し年上だと思わせた。すらりとした長身の彼が少しかがむくらいで一海と同じくらいの目線になる。

　あまりじろじろ見るのも失礼だと思ったが、目尻が少し下がった優しげな顔だちが印象的で、つい見入ってしまった。

　彼は目を細め、小さく笑みを浮かべながら陳列棚に手を伸ばす。棚の中段に置かれている、個包装の一口チョコをいくつか手に取るとすぐに、かがんでいた姿勢を元に戻す。そうして何ごともなかったかのように一海に背を向けてレジの方へ向き直った。

　ふうん……。

　思わず一海の口元が綻ほころんだ。見知らぬ男性だが、スーツを着込んだいかにも大人の男といった具合の人物がチョコを手にして笑顔を見せていたことに心が和む。ささくれだっていたさっきまでの気持ちが噓のように晴れていた。そうして一海もそっと陳列棚に手を伸ばし、彼と同じチョコをひとつ手にとった。








２






　買ってきたものを机の上に置くと同時に「足立さん、帰ってきてる？」と、大きな声が聞こえた。このじっとりした湿り気のある声は池田のものだろう。さきほど、隣の佐久間から聞いた話のこともあり、あまり聞きたくはない声に一海は眉を顰めた。

　今日は厄日か。

　原島に池田──次から次へと気の休まる間もない。せめて昼食を食べるくらいの時間がほしかった。

　せっかく少し晴れた気持ちがまた重く沈み出した。

「あ、帰ってきてたんだ」

　ノックもせずに無遠慮に部屋へ入ってきたのは、思った通り池田だった。のっぺりとした、は虫類のような顔を見るたび一海の気分は憂鬱になる。

　一海の方が目上にもかかわらず、池田はこうして小馬鹿にするというか人を見下すような物言いをする。

　癇かんに障る言い方はいつものことだ。それにいちいち取り合ってもいられない。

「何か用かな？」

　一海が訊くと池田は、ふん、と鼻を鳴らした。

「あのさ、この間頼んだあれ──研究所のさ、機器の利用許可、あれまだなの？　早くしてくんないと困るんだけど。それともまだ申請してないとか？　まさかそれはないよねぇ？」

　池田は一海の机の隅をコツコツと指で鳴らす。神経を逆撫でするような池田の物言いと、嫌がらせのようにわざとコツコツ鳴らされる音に半ばイライラしながら一海は答えた。

「申請はちゃんとしたよ。急ぐのはわかるけど、手続きには時間がかかるんだ。なんだったら、向こうに問い合わせてみてくれないかな」

　池田からは、この大学にはない機器を他の研究機関へ使用させてもらうための申請を頼まれていた。

　公式に申請するものなので、時間はかかると初めに念を押しておいたのだが、待ちきれなかったようだ。

「いや、申請したんだったらいいんだけど。忘れてるかと思って。この間みたいにさんざん待たされたら、実験進まないんで。ま、あんまり時間かかるようなら、ぼくも個人的にツテがあるから、そっちから手を回して勝手に使いに行っちゃうけど」

　嫌みたらしい、と一海は胸の裡うちで嘆息した。

　勝手にツテでもなんでも使ってくれてかまわないが、公式のものの手続きというのは面倒だと相場が決まっている。非公式に個人が依頼するのとはわけが違うのだ。

「だから、申請したから連絡を待っててくれないだろうか」

　イライラを表に出さないように、できるだけ平静な声を出すように努める。

　腹立たしいことこの上ないが、かろうじて堪えた。ここで池田と喧嘩をしても始まらない。彼は自分を苛いら立だたせて面白がっているだけだ。

　昨日も池田に「足立さんの代わりに学生実験見てやったから。ぼくも手が塞がってたんだけど、わざわざ時間空けたんだよね。本当はぼくの仕事じゃないんだけどな」とあてつけとばかりに嫌みを言われたばかりだし、一海のことを困らせたいというのがありありとわかった。

「ねえ、ひょっとして足立さん、向こうの人に軽く見られてんじゃない？　だから後回しにされてるとか」

　黙っていると池田は続けた。

「あんたそういうのしか取り柄ないんだから。担当者たらし込んで頼んでくるとかさぁ。得意でしょ？　そういうの枕営業っていうんだっけ」

　にやりと池田が唇の端を引き上げ下卑た笑いを浮かべた。質たちの悪い下品な物言いに一海が黙っていると、池田は続けた。

「仕事遅いんだからさぁ、鹿島先生も隣の佐久間さんもたらし込んだ手管でなんとかしてこいよ。名前だけ助教で大して役に立たないんだから」

　あはは、と嘲あざけるように池田は笑う。

「たらし込んだ……って、ふざけたことを。いつ私が」

　ここで喧嘩をしても始まらないと、頭ではわかっていたが堪えきれず口に出た。

「やってんだろ。じゃなかったら、なんで皆あんたばっかり贔ひい屓きすんだよ。ちょっと小ぎれいな顔してるからって、誰彼なしに色目使ってんだろ、どうせ」

　池田の言葉があまりにもくだらないと、一海は反論する気にもなれずにいた。どこをどうしたらそういう考えになるのか、やはりとても理解ができない。

「この間も、あんたの論文は採用されたのに、ぼくのは採用されなかった。おかしいだろ」

　くそっ、という微かすかな罵倒の声が聞こえた。

　そうか、と一海は思った。彼の口ぶりから察するに、今日別刷りが届いた一海の論文が掲載されたあの雑誌には、池田も投稿していたのだろう。そして一海は採用され、池田は採用が叶かなわなかったということだ。佐久間が言っていた論文の下読みで隣の教授に食ってかかったのも、おそらくその八つ当たりだったのに違いない。

　不採用のショックの上に、別の論文ではあったがダメ出しを食らっての二重の悔しさが、関川教授に食ってかかるという行動に走らせたのだろう。

「悪いけど、仕事があるから」

　くるりと身体を反転し、池田に背を向ける。池田はまた鼻を鳴らして、部屋から出ていった。

　もう買ってきたおにぎりを食べる気など失うせてしまい、そしてひとつだけ買ったあのチョコレートもポケットにしまい込んだ。

　そのすぐ後だった。学生室に戻ってきた学生が「先生、鹿島先生が呼んでます」と一海に声をかけてきた。

「ありがとう」

　学生に礼を言って、すぐさま席を立つ。どうやら例のアシスタントが来たらしい。ぐずぐずしているとまた面倒だ。

　一海は足早に教授室へと向かう。

　ノックをして教授室に入ると意外な人物がそこにいた。一海は驚いて目をぱちくりとさせる。

「あ……」

　鹿島と向き合って座っていたのは、先ほどコンビニでチョコを手にしていたあの男性だった。

　とはいえ、こちらが一方的に見ていただけだったし、彼は後ろに並んでいた一海のことには気付いてはいまい。しかし驚いた。まさか偶然とはいえ、彼がこの部屋にいるとは。……とすると、彼が新しく来るというアシスタントなのだろうか。

「どうした？　足立くん」

　鹿島の声で、放心していた一海ははっと我に返る。

「すみません」

　取り繕うような表情で、失礼を謝った。

　鹿島は一海の態度を取り立てて気にするでもなく「こっちに来なさい」と鹿島の隣の席に座るように指図した。

　言われた通りに鹿島の隣の席に着くと、その男性が小さく頭を下げる。

「足立くん、こちら嘉か瀬せくん。明日から正式に来てもらうことになったから。きみの実験を手伝ってもらいなさい」
















　鹿島が嘉瀬と呼んだその男性は、一海の顔を見て笑顔を作り「嘉瀬です。よろしくお願いします」と頭を下げた。

「助教の足立です。よろしくお願いします」

　簡単に名前を告げぺこりと頭を下げた。

「彼ね、この春までＧマテリアルにいたんだよ」

「Ｇマテリアルですか。すごいですね」

　一海は目を丸くした。

　驚いている一海を見て、笑いながら鹿島が嘉瀬の履歴書を手渡した。嘉瀬侑ゆう一いち郎ろう、三十四歳、とそこには書かれている。さっき思った通り一海より五歳ほど年上だった。だが、なぜこんなところのアシスタントに、と一海は首を傾かしげた。

　Ｇマテリアルといえば一流の化学メーカーだ。

　この大学でも産学連携でよく共同研究をしている企業のひとつだった。最近は生体材料も手がけているらしく、材料工学が専攻のこの鹿島研とも縁がないわけではない。実際過去には、一海の着任前ではあったが何度か一緒に研究をしていたと聞いたこともある。なので彼が鹿島と知り合いでも何ら不思議はなかった。だが、それはともかくアシスタントは単なるアルバイトである。一流企業にいた人がアルバイトという待遇でよいのだろうか。

　大手企業に勤めていたという嘉瀬の姿を改めて見る。

　どうりでいいスーツを着ているわけだ、と一海は彼の垢あか抜ぬけた服装や立ち居振る舞いが腑ふに落ちた。

　かといって、柔らかく微笑んでいる彼には、一流企業にいたという奢おごりや傲ごう慢まんさは見受けられない。先ほど見かけた印象そのままで、一海もまずはほっとした。

　それにしてもやはり不思議だった。

　大手企業にいたのなら、働き盛りの年齢であるし、たとえ中途退職したとしても再就職先には困らないだろうに。しかも履歴書を見る限り彼は主任研究員、更に特許関連の仕事もしていた優秀な人物のようだ。

　ならば尚なお更さら──そんなことを思ったのが顔に出たのだろうか、嘉瀬は苦笑しながら鹿島の言葉を引き継いだ。

「前のところはぼくの個人的な事情で辞めたんですが、さすがにそろそろ次の仕事を、と思っていて。ですが次の仕事はじっくり探したかったんですよ。そんなところに鹿島先生に声をかけていただいたんです」

　嘉瀬の言葉の後を鹿島が続ける。

「要するに、次の仕事までの繫ぎ、ってことでね。嘉瀬くんは優秀な人だから足立くんも助かるんじゃない？　ねえ」

　そういうことか、と一海は頷うなずいた。それならば納得がいく。

　確かにここの非常勤ならば、給料は安いが決まった時間内での仕事だから転職活動もしやすいだろう。一海としても自分の代わりに実験をしてくれる人間がいるのはありがたい。

　一流企業で研究していた人に、自分の仕事を手伝わせるのはいささか気がひけるが、少しの間というのならそういうこともありかもしれない。

「そうですね。私も助かります」

　一海は鹿島の言葉に同調した。

「それで原島さんとも相談したんだが、嘉瀬くんの給料はきみの予算から出すってことでどうかな。その方がきみもぼくに気がねなく彼に手伝ってもらえると思うんだけど」

　一海は鹿島の提案を受け入れた。一海自身が雇い入れる形であれば、最優先でこちらの手伝いをしてもらえるだろう。鹿島の配慮に感謝した。

「まあ、後は足立くんに任せるから。いろいろ教えてあげて。そうだ、まずは実験室でも見てもらったら」

　鹿島に言われ、嘉瀬を実験室に案内することにした。

　教授室を出て、斜はす向むかいにある実験室へと足を向けた。

「こちらです。どうぞ」

　実験室のドアを開けて、嘉瀬を通す。

　一海は実験室内に置かれている各種機器類についてざっと説明し、また現在の自分の実験テーマ、そして学生達の取り組んでいるテーマについて話した。

「嘉瀬さんには、主に私のテーマを手伝っていただくことになりますけど、できたら学生達のフォローもお願いしたいと思うんですが」

　嘉瀬の方へと顔を振り向ける。改めて思うのは、やはり彼は背が高い。

　つい今し方も、少し低めの位置に取りつけられていた排気ダクトに、頭をぶつけそうになっていた。

「大丈夫ですか？」

「ええ。大丈夫です。すみません。いつもこうなんです。粗そ忽こつ者もので」

　ダクトを避けようと思った際にずれたのか、メガネのフレームの位置を直しながら、ぺろっと舌を見せて茶目っ気たっぷりに嘉瀬が笑顔を見せた。

「いえ、そのダクトは皆ぶつかりそうになってて、あぶないんです。私は背が低いから平気なんですけど、嘉瀬さんのように背が高いとあぶないですから、気をつけてくださいね」

「そうですねぇ。本当に気をつけないと、タンコブだらけになりそうだ。来て早々先生の足あし手で纏まといにならないといいんですが」

　にこやかに嘉瀬が言った。少しだけ下がった目尻に笑い皺が刻まれている。笑顔がいいな、と一海は思った。話し方も穏やかで優しそうな人柄が滲にじみ出ている。

　彼とならばうまくやっていけそうだ、と安心した。

「足手纏いだなんてとんでもない。私の方こそ嘉瀬さんに教えていただかないと。それにお手伝いいただけることになって本当にありがたいんです。正直、今雑用で手一杯になっていて、自分のことなんか二の次だったので」

「ええ、鹿島先生にちらっと伺いました。随分大変だって」

「いえ……嘉瀬さんのように大企業にいらした方から見たら、私の忙しさなんて大したことないのでしょうけど、何ぶんここもやっと一年過ぎただけで、まだまだ仕事に追いつけていなくて。逆に私が嘉瀬さんにご迷惑をおかけするかもしれません」

「まさか。鹿島先生も足立先生のこと有望な研究者だと褒めていらしたし」

「買いかぶり過ぎですよ。それよりがっかりさせてしまうかも」

　つい自信のない言葉が飛び出てしまう。

　しまった。

　初対面の嘉瀬に向かって自分のこんなナーバスな面を見せてどうする。いくら疲れているとはいえ、社会人としてすべきことではなかった。だが嘉瀬は目を細め首を振った。

「そんなことありませんよ。先ほど、鹿島先生に先生の論文を見せていただきました。着眼点ももちろんなんですが緻ち密みつにデータを取っていらしてて、よい論文だと思いました。それで俄が然ぜんやる気がでたんですよ」

　また嘉瀬が明るい笑顔を見せる。やっぱりこの人の笑顔はいい。

「どうぞよろしくお願いいたします」

　一海はぺこりと頭を下げる。

　本当に助かった、と一海はほっとしていた。実験ができることもだが、何より嘉瀬の雰囲気に癒いやされる。一海の気持ちも随分と上向いていた。
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「嘉瀬さん」

　一海は実験室にいた嘉瀬を呼び止めた。振り返って「はい」と彼は返事をする。一週間も経つと、白衣を着た彼が実験室にいることにも違和感がなくなっていた。

　嘉瀬は背が高くて、しっかりした身体つきのせいか、白衣がよく似合っている。

　自分など、白衣を着れば未いまだ学生実習のスタイルにしか見えないというのに、と自嘲気味に笑って、しばし嘉瀬の姿に見み惚ほれた。

「先生？」

　怪訝そうな嘉瀬の声に、はっと我に返る。

「あ……すみません。昨日のサンプルなんですが、二十個、四系統での定量でお願いします」

　慌てて用件を言い、一海は定量法を記したペーパーを手渡した。

「はい。サンプルの浸しん漬せきは──二十四時間、ですね」

　嘉瀬が定量法を確認する。

「ええ。二十四時間でお願いします」

「それにしてもこれは面白いですね。この組み合わせで負のポアソン比を有するものができるなんて。引っ張る方向に力を加えると逆に膨らんで強度を増す──複合ならではですよね。意外でした」

　感心したように嘉瀬が言う。

「たまたまです」

　そうは謙けん遜そんしたが、本当はこの組み合わせに辿たどり着くまで相当の苦労があった。

　ただそんな一海の本心もわかっているのか嘉瀬は「そんな風に言っちゃいけませんよ。もっと自分はすごいんだ、ってアピールしないと」と冗談めかして言う。

　そう嘉瀬に言われて一海の気持ちも明るくなった。学生以外から自分を否定しない言葉を聞くのは久しぶりだ。最近は、周りにずっとダメの烙らく印いんを押されてばかりで気が滅め入いっていたから、殊更嬉うれしい。

「ありがとうございます。そうですね、今度からそうします──あ、それと今日午後から私会議でいないのでよろしくお願いします。悪いんですが、この実験結果、できるだけ急いで出すようにしてください。来週末にＴ医大との打ち合わせに持って行くので、この前の結果と含めて詰めておきたいと思って」

「わかりました。大丈夫ですよ」

「あ、それからこれ研究室のマスターキーなんですが。嘉瀬さんにもお渡ししておきますね。一応、この研究室内でしたら、どこでも開くので。お渡しするのが遅くなってすみません」

　これがないと結構不便なんですよ、と一海は笑いながら嘉瀬に鍵を手渡した。一海から鍵を受け取るために嘉瀬の手のひらが開かれる。その薬指には指輪がはめられていた。

　そこで一海は嘉瀬が既婚者だと気付く。嘉瀬ほどの男性が結婚していないわけはないと思っていたので、一海は何の感情も抱かず特に嘉瀬に問うこともなかった。嘉瀬は鍵を受け取り、それをポケットにしまう。

「ありがとうございます。──最近は試薬や機器の管理も厳しくなってますし。鍵、お預かりしますね。それより先生、顔色あんまりよくないですよ。随分お忙しそうですけど大丈夫ですか？」

　嘉瀬が心配そうに一海の顔を覗のぞき込んだ。

「ありがとうございます。……大丈夫です。ちょっと寝不足なくらいで。だけどさすがに眠いですね」

　あはは、と笑ってごまかした。

「あまり根を詰めない方がいいんじゃないですか」

「はい。でも……」

　嘉瀬が気遣ってくれるのはありがたく、そして癒される。また、ここに嘉瀬が来てから一海は他の仕事に集中できる分、随分と状況はましになった。だが、まだまだ完全に消化するには至らず、休めばその分また仕事が溜まっていくのは目に見えている。結局休みたくても休めないというのが実情だった。

　言葉を濁していると、嘉瀬がふうと小さく息を吐いた。まるで一海の代わりに溜息でも吐いたかのように聞こえた。

「すみません、軽率な言い方でした。そうですよね。見ているとお休みする暇なんかなさそうですし、それに──面倒なこともありそうですしね」

　言いながら嘉瀬は実験室の奥をちらりと見遣って苦笑した。奥にあるＸ線回析機のところに池田がいる。なるほど、と一海は眉根を寄せた。

　一気に気が重くなった。もう池田は嘉瀬に愚痴をこぼしたのか。いや、池田なら既に話しているに違いない。

「ああ……」

　今度は一海が溜息を吐いた。遅かれ早かれ嘉瀬の耳にも入ることだとは思ったが、嘉瀬がここに来てからいくらも経っていない。こうも早いとは思わなかった。

「何かお聞きになりましたか」

「ええ、まあ。いろいろ教えてくれましたよ。聞いていないことまで」

「そうですか……」

　池田の一海に対するネガティブキャンペーンを嘉瀬はどう受け止めただろうか。

「身体で取り入った」と池田が吹ふい聴ちようして回っている言葉を嘉瀬は真に受けているかもしれない。

　一海は「池田の言うことなんかでまかせです」とこの場で叫んでしまいたい衝動に駆られた。嘉瀬にはそんな人間だと思われたくなかったのだ。

　先ほどまでの浮上した気分とは打って変わって思考が後ろ向きになり、思わず目を伏せた。すると嘉瀬に「先生、ちゃんと顔上げて」と叱りつけられた。

　いきなりのことに驚いて一海が顔を上げると、そこには彼が上げた声音と全く異なり、にっこりと笑っている嘉瀬の顔がある。

「ハイ。そうそう。ちゃんと顔上げて。……うん──足立先生はきちんと仕事してるんですから、もっと胸張っていればいいんです」

「胸張って……？」

「そうです。先生は先生の思う通りにお仕事なさっていればいいんですよ。見る人はちゃんと見てくれているし、どうでもいい外野なんて放っておけばいい」

　向けられる視線も声も静かではあったが、真まっ直すぐに一海に届く。そうして乾いた場所に水が染み込むように一海の気持ちにもすうっと入り込んできた。

「放っておいて、いいと思いますか」

「いいと思いますよ。先生が一所懸命なのは、学生を見ているとわかります。何より雰囲気がいいですからね。この研究室は」

　ごく一部を除いて、ですけど。と嘉瀬は付け加え、ニッと笑う。一海も思わず吹き出してしまった。

　嬉しかった。

　思わず一海の目に涙が滲みそうになる。

　彼は噂に左右されず、一海のことを公平に見ようとしてくれている。それがとても嬉しい。

「……はい。そう、ですよね」

　知らず自分の顔が笑顔になっていた。

「うん、それがいいです」

　満足気に嘉瀬は言って、実験の準備に取りかかる。器具を用意しようとしたところで「あ、そうだ」と嘉瀬は何か思い出したように言った。ついつられて嘉瀬の方を見ると、彼は手を止めて、白衣のポケットをごそごそとしている。訝いぶかしげに一海が首を傾げていると「はい、これ。どうぞ」と嘉瀬は何か小さなものを手渡してきた。

「チョコ、ですか？」

　つるりとした感触の角ばったそれは、彼が以前にコンビニで買っていた個包装のチョコレートと同じものだ。

「ええ。お嫌いですか？」

　訊かれて、いいえ、と一海は答えた。

「嫌いじゃないです」

「なら、よかった」

　嘉瀬はにっこりと笑い、そして続けた。

「甘いものは疲れを癒すだけじゃなくて、ストレスにも効くんですよ」

「ストレスにも？」

　一海は聞き返した。チョコレートには直接エネルギーになるだけではなく、そんな効果もあるのか。

「ええ。どうしてか聞きたいですか？」

　にやりと嘉瀬が悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　互いに研究者だ。そういうことにはむくむくと好奇心が頭を擡もたげる。殊に、勿もつ体たいを付けられると。

「聞きたいです。どうして？　作用機序は？」

　一海の矢継ぎ早の質問に嘉瀬はクスクスと笑った。

「えー、ではお教えしますね。まず、脳内セロトニンの増加はストレスの軽減に繫がるのですが、その前駆物質のトリプトファンを血液脳関門に通過させやすくするためには、高炭水化物の摂取がよいらしくて」

　嘉瀬が言うことを一海はじっと聞く。嘉瀬は一海を見ながら続けた。

「それで、血液脳関門で他のアミノ酸がトリプトファンと競合するのを、インスリンを分泌させてトリプトファン以外のアミノ酸の筋肉取り込みを刺激することで防ぐんです。そうなると、結果的にトリプトファンが血液脳関門を通過しやすくなる──ってことらしいですけど」

「へえ、面白いですね」

　生化学は自分の専門ではないが、とても興味深い。

「でしょ。小難しいことをぐだぐだ言いましたけど、まあ、要するに甘いもの食べると幸せな気分になりますよ、ってことです。受け売りなんですが」

　だからね、と嘉瀬はもうひとつポケットからチョコを取り出し、彼自身の口に入れて頰張る。つられたように一海も、嘉瀬から受け取ったチョコレートを口にした。チョコレートの効果ではないだろうけれども、心なしか気分が解ほぐれたような気になる。

「ああ……。確かに、ほっとしますね」

　今の気持ちそのままを嘉瀬に伝えると、彼はそうでしょうとばかりに得意げな顔をした。

　その顔がまるきり子供みたいに見える。少年のように無邪気な顔を見せる嘉瀬に一海は見入った。

「嘉瀬さんは、チョコ、お好きなんですか」

　訊くと、嘉瀬は照れたように笑い、頷いた。

「男のくせに、って思われるかもしれないんですが、結構好きなので、いつも持ってるんです」

「だから……あのときも」

　一海は納得したように頷いた。だからあのときもコンビニでチョコを買っていたのだ。しかし、一海の言葉の意味がわからないと嘉瀬はきょとんとした顔をした。

「あ、ああ、すみません。あの……実は」

　一海は、嘉瀬が初めてここに来た日のことを話して聞かせた。レジで自分の前に並んでいたハンサムな人が、いきなり研究室にいて驚いた、と。

「そんなことがあったんですか！　全然気付いてなかったな。……じゃあ、そのとき何を買っていたのかバレバレですね」

　恥ずかしいな。と嘉瀬がきまり悪そうに頭をガシガシと搔かきむしった。

「あ、でも、先生にハンサムって言ってもらえたのはちょっと嬉しいです。お世辞でも、ね」

　ふふ、と嘉瀬が嬉しげに笑みをこぼす。

「お世辞じゃありませんよ。嘉瀬さんはかっこいいから。私が女性じゃなくて申し訳ないんですけれども」

「いえいえ。先生の方が顔だちはきれいですよ。繊細で整っている」

「まさか。嘉瀬さんはメガネの度をちょっと調べてきた方がいいんじゃないですか」

　一海も笑って返すと、「そんなことないのに」と小さく肩を竦めて嘉瀬が言う。

「もう、勘弁してください。なんだか照れくさいです」

　きっと女性ならば、嘉瀬のような男にこんな風に言われたら舞い上がるのに違いない。男である自分が言われてもくすぐったい気分になっていた。気恥ずかしさを隠すように、一海は話を元に戻した。

「それでね、嘉瀬さんがこのチョコ買っているのを見て、それで私もついほしくなって同じものを買ってしまったんです」

「え？　そうなんですか？」

　はい、と一海は頷いた。

「へえ、そうだったんですねえ。それにしても出会いって不思議ですね。面白い。差し詰め、先生とぼくは運命の出会いってとこかな」

　さっきの褒め方にも思ったことだが、嘉瀬の意図的なのかそうでないのか、幾分気き障ざとも思える物言いに一海は面食らう。しかし次に、にっ、と笑ったその顔は悪戯っ子そのものだ。なるほど、こういう言い回しは彼独特の冗談で、彼なりのコミュニケーションの取り方なのか、と一海は判断し思惑に乗ることにした。

　しかし、こういうのも嘉瀬がやるから似合うのであって、普通の男がやっても逆効果だよな、と一海は内心で笑う。

「嘉瀬さん、その言い方おかしくないですか。運命の出会いって」

「いや、だって。運命でしょう。ね？」

「もう！　大げさですって」

「大げさじゃないと思いますよ。人との縁ってどこか運命づけられてる気がしませんか。ぼくは先生みたいな方とご縁ができて嬉しいと思ってるんですが」

　笑い合い、じゃれ合うような会話がとても楽しくて、一海はしばし疲れを忘れた。やはりそれはチョコレートの効果なのか。──それとも別の効果なのか。

　ここしばらくこんなに笑ったことはない。とても楽しかった。

　そうして再び実験に戻った嘉瀬の、その背を見つめながら一海は声に出さず「ありがとうございます」と呟つぶやいた。
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　電車に揺られていると、容赦なく眠気が襲ってくる。

　一海は片道一時間強かかる共同研究先の大学に向かっているところだった。

　このところの帰宅時に感じる夜風は、凍しみるような寒気をはらんでいる。冬も近い。しかし昼間はまだ、冬は遠いとばかりに、うらうらとした日差しを投げ掛けている。

　おそらく一度目を閉じてしまえば、そのまま眠り込んでしまう自信が一海にはあった。特にこんな天気のよい昼日中の電車の中では。慢性的に寝不足の一海には窓から入り込むこの穏やかな日差しがとても恨めしかった。

　目的の駅まであといくらもない。欠伸あくびをかみ殺して、瞼まぶたを閉じてしまわないように必死で目を開けた。

　ここで寝過ごして遅刻となれば、また池田や原島に何を言われるかわからない。これ以上のストレスを抱え込みたくはなかった。

　寝る間を惜しんで仕事をしても、それは評価に値しない。寝不足は思考力も判断力も鈍くしてしまうのは承知しているが、睡眠時間を削ってやっと日々の仕事をこなすことができるほどなのだ。削れる時間は全て削って仕事に費やしてはいるが、それでもまだ足りなかった。

　今日の昼食も電車の時間に間に合わないからと、ろくに摂らないまま大学を出たのだ。

　鹿島は向こうでゆっくりしてくればいいと言っていたが、そんな悠長な暇もないのが実情で、夕方までには学生の実験を見るために研究室に戻らなければならなかった。時間のロスを避けるためにも乗り過ごしてはいけないと、軽く自分の頰を叩いた。

　もうすぐ降りる駅に到着する。ジャケットのポケットを探ってＩＣカードを取り出そうとした。そのとき、ポケットの奥にある何かが指に触れた。

「あ、忘れてた」

　初めて嘉瀬に会った日に買ったチョコレートだった。忙しくてジャケットのポケットに入れっぱなしにしていたまま、放置していた。あの日以来このジャケットを着ていなかったこともあったが、幸いチョコは融とけることなくポケットの中にあり、よく融け出さなかったと、苦笑した。

　包装を外しそれを口の中へ放り込んだ。甘い味が口の中に広がる。同時に嘉瀬の笑顔が頭の中に現れる。この前の実験室でのやり取りを思い出し、自然に笑みが浮かんだ。

「嘉瀬さん、っていい人だよな」

　口の中のチョコを味わいながら小さく呟く。

　嘉瀬が来てから、一海の胃の症状も頭痛も少し落ち着いていて、むやみやたらに薬を飲むことがなくなった。それはきっとストレスが多少は減っているからなのだろう。

　さすがに大企業にいた嘉瀬は仕事を覚えるのも早く、そして的確だった。

　かといって出しゃばる風でもなく、文句も言わず淡々と与えられた仕事をしている。また、効率的に実験を進めてくれるおかげで、見違えるほど仕事が進んでいた。

　それだけではない。研究室に来てまだひと月にも満たないのに、研究室にもうまく馴な染じんでいる。

　殊に彼はどんな魔法を使ったのかと思うほど学生とうち解けるのが早かった。あっという間に学生が彼に懐なつくのを見て、ひどく驚いたくらいだ。

　それに一海を目の仇かたきにしている池田も、嘉瀬には一目置いているように見えた。

　自分のアシスタントとはいえ、一海はあまり実験室に足を向けられず、嘉瀬とは一日のうちのごく僅かな時間しか接することができなかった。それでもつかの間、嘉瀬と話をすることが一海にとっては唯一の楽しみになっていた。

　ふと、先日嘉瀬に言われたセリフを思い出した。

　──先生の方が顔だちはきれいですよ。繊細で整っている。

　冗談だとわかっているが、これまで女顔と言われたことはあってもそんな言い方をされたことはなかった。けっして人目をひくようなつくりの顔ではないことは自分がよく知っている。

「それにしても……きれいってなんだ。……男に言うセリフじゃない」

　全くふざけたことを言う、と一海は嘉瀬が自分に向けた言葉に呆れ果てていた。きれいという形容詞は普通男には用いない。それをさらりと嘉瀬は言う。

　きれい、か。

　彼流の言い回しだとは思うが、きれいだと嘉瀬に言われると悪い気はしなかった。

　そんなことをつらつら考えていると、目的の駅に到着する。

　一海は改札口までの途中にあるトイレに立ち寄り、その鏡で自分の顔をまじまじと見た。

　鏡の中にはとても男らしいとは言い難がたい顔が映っているだけだ。

　この前西に言われたそこそこだけど地味系、という表現は言い得て妙だと思った。つくりは悪くないと言われるものの、男としての魅力にはほど遠い、目立たない地味めの顔。

　顔の中のどのパーツも華奢にできていて、頼りなげな印象を見る人に与えてしまう。薄い唇も、奥二重の地味な目も、そして肌も白くてか弱そうに見えるだけなのに、と溜息をついた。とてもじきに三十になるとは思えない。

　この前などは髪を切りに行った美容室で「絶対似合うから大丈夫」とそそのかされてカラーリングをしたら、無駄にシャギーを入れられたヘアスタイルと相あい俟まって、できあがった自分の姿はまるきりそこらの学生だった。文句を言って髪の色こそ暗い色に変えはしたもののヘアスタイルは変えようもなく、不本意なまましぶしぶ美容室を出るはめになった。

　こういうとき自分の仕事が身なりに比較的寛容な研究職でよかったとは思うのだが、おそらくこの自分の頼りない姿形が周りに軽視されている部分もあるのだろうな、とは思う。

　仕方がない。

　外見については生まれつきでどうにもならないものだし、他人が何と言おうが自分は自分でしかない。

　──足立先生はきちんと仕事してるんですから、もっと胸張っていればいいんです。

　嘉瀬に言われたことを思い出す。嘉瀬の言葉は優しく、いつも一海に勇気をくれる。

　もっと強くなりたい。

　あの人に、頑張っていますよ、と褒められたい。と嘉瀬の笑顔を思い浮かべる。するとなんだか元気が出てくるような気がした。

　さっき口に入れたチョコの効果か、それとも。

　すっと背筋を伸ばし、胸を張って一海は歩き出した。







　出先から戻ってくると、実験室が騒がしかった。

「どうしたの」

　慌てて走り回っている学生の一人を捕まえて、一海が訊いた。

「あ、先生！　いいとこに帰ってきてくれた」

「ん？　何かあった？」

「実験室で水漏れなんです」

　水漏れ、という言葉を聞いて、一海の顔がさっと青ざめた。

　まずは現状を見なければならないが、果たしてどの程度の水漏れなのか。実験室には水が禁忌なものが結構な量置いてある。事故にならないことを祈るだけだ。

　一海は荷物を置き、上着を脱ぎ捨てて、取るものも取りあえず実験室に駆け込んだ。

　実験室の床は水浸しで、つるつると滑り、歩くのも一苦労だった。

「先生、こっち」

　この研究室の実験室は、メインの大きな部屋の他、実験用途に合わせていくつかの部屋に分かれている。学生に呼ばれて、一海は一番大きな部屋に設置されている器具洗浄などをするための流し台の方へ向かった。

　どうやら剝むき出しだった部分の水道管に傷が付いていて、そこから水が漏れ出しているらしい。雑巾でとりあえず塞いではいるが、水圧が高いためか、僅かな隙間から水が噴き出していて何の解決にもなっていない。

「ひどいな」

　最悪の事態ではなさそうだが、早急になんとかしないといけないのは明らかだった。

「あっ」

　合成サンプルの入ったトレイ置き場にまで水みず飛沫しぶきがかかっているのを視線が捉えた。それを見て一海は飛び出す。

「先生！　濡ぬれるって！」

　なりふりかまわず噴き出している水の前に飛び出した一海へ、周りの学生から声がかかった。

「私の服なんかどうでもいいから。それより、サンプルを避難させて。きみらが毎日頑張って実験している成果だろ、それは。ダメにしたら元も子もない」

　言いながら、濡れないように自分の身体で庇かばったトレイを学生に手渡す。

「は、はい！」

　一海からトレイを受け取り、学生らは水のかかっていない場所までそれを移動させる。全てを移動させた後、一海は水道栓を探した。漏れている管を止めるには研究室全体の水道をまず止めなければならない。

　流し台の側に元栓はあるが、漏れはその元栓が支配しているところの水道管ではなかった。

　研究室全体への元栓など滅めつ多たに触る機会もないから、どこにあったかも定かではない。

「何やってんの。うっわ、水浸しじゃん」

　池田の声がした。

　一海はその声を聞いて気が重くなった。次に池田が言うセリフが今にも耳に響いてくるようだ。

「点検とか怠おこたってたんじゃないの」

　想像通りの池田の言い様に一海は溜息を吐くしかなかった。そんなことを言う暇があるならば手伝えばいいのにとも思う。

「池田くん、水道栓の位置知ってたら教えてほしいんだけど。私よりもきみの方がこの研究室長いんだから、知ってるよね」

　一海は強気の発言をした。こんな風に強く言うことは滅多にないことだ。池田に何を言われてもいいが、この水だけは早く止めなければ階下の研究室にも迷惑がかかってしまう。

　すると池田のチッという舌打ちの音が聞こえた。いくらかやり込められたのかと思うと、一海の気持ちが少しだけスッとした。

「先生、水道栓あった！」

　別の学生が一海を呼んだ。

「ありがとう。今行く」

　返事をして、一海は水道栓の場所へ向かった。急ぎ、元栓を止めて実験室の水道そのものを止めてしまう。なんとかこれで一安心だ。

　一海も風邪をひくからと、濡れた服を学生から借りたパーカに着替えた。

「わー、先生、そんな格好してると新鮮」

　側にいた女子学生にそんな風に言われ一海の顔は真っ赤になる。

「ほらほら、いいから手を動かして。悪いけど、手の空いてる人は後始末手伝って。本もと山やまさん、お隣行って、モップ借りられたら借りてきてくれないかな」

　照れ隠しのようにその女子学生に指示をして一海は他の学生と一緒に水浸しになった床を拭き取り始めた。

「ひー、これマジやばいって。ちょ、そっち六ろつ価かクロム入ってるやつだから！　触るなよ」

　方々でそんな声が上がっている。相当広い範囲に水が流れ出しているらしい。それをモップや雑巾で吸い取っていった。

　だが、拭っても拭っても広範囲に広がった水はなかなか拭き取りきれない。

「一海先生、これ。ないよりましだと思いますよ」

　いつの間にやってきたのか、嘉瀬が横から新聞紙の束を持ってきた。

「ああ、嘉瀬さん。ありがとうございます」

　一海が時計を見ると、もう嘉瀬の勤務時間をとうに過ぎている。どうしてまだいるのか、と思って彼を見ると「図書館で調べ物していたんですよ」とにっこり笑った。

「なんだか、嘉瀬さんには私の気持ちが全部読まれてる気がします」

　聞こうとしたことの答えが返ってきて、一海はとても不思議な気になる。そういえば初めて会った日、鹿島に紹介されたときもそうだった。

「ふふ。本当に読んでるのかもしれませんよ」

「え？　本当に？」

　目を丸くしながらそう答えた。嘉瀬なら本当に読んでしまいそうだと思った。

「まさか。一海先生は、言おうと思ってること全部顔に出ちゃってますからね。わかるんですよ」

　くすくす笑いながら、嘉瀬が言う。いつからか、嘉瀬が一海のことを呼ぶのが「足立先生」から「一海先生」へと変わっていた。

「そうなんですか？」

　そんなことを言われたのは初めてだった。いつも何を考えているかわからないと言われるばかりで、わかりやすいと言われたことはない。

「ええ。ぼくは先生の考えてること結構当てられる自信がありますね」

「ええー、やだなぁ。じゃあ、私は嘉瀬さんと話をするときはお面かなんか被かぶって話さなくちゃいけなくなります」

　あはは、と笑いながら嘉瀬と話をしていると「うわ、一海センセの笑い声聞いたのって久し振りかも」と、モップを借りてきた本山に驚かれた。

「そうかな」

「そうですよぉ。ここんとこずっとしかめっ面しか見てなかったですもん」

　本山の言葉に苦笑するしかなく、曖昧に返事を濁していると「一海先生は笑った顔の方がいいですよね」と横から嘉瀬が口を出す。

「ですです。ギスギスした顔は、誰かさんで見飽きてますし」

　ねえ、と本山の言う人物が暗に池田のことを指しているということが嘉瀬にもわかったのか、彼は可お笑かしそうに笑っていた。

「そういえば。どうしたんですか、今日は随分と珍しい格好ですね」

　普段ここでは着ないような格好をしているからだろう、嘉瀬にじろじろと見られた。

「先生、さっき水に濡れそうになってたサンプルを身を挺ていして守ったんですよ。めっちゃかっこよかったんです」

　一海が答えるより先に、本山が返事をする。

「へえ。言葉通り、水もしたたるいい男、だったんですね。なるほどそれで。──そういう格好も似合いますね。学生って言っても通じますよ」

「この年で学生に見えるって言われてもあんまり嬉しくありません……」

「いいじゃないですか。うん、本当に似合いますよ」

　それ以上揶揄からかわないで、と一海が非難めいた目で嘉瀬を睨むと視線が合う。嘉瀬の目が優しく細められていて、それ以上の言葉を繫げられなかった。

「へえ、もうひっかけたんだ」

　気がつくと、池田が一海達の背後にいた。

　本山は、そそくさとその場から離れていった。池田に絡まれるのは必至だから、早々に逃げた方がいいと踏んだのだろう。

「随分、仲いいじゃん。あんた達デキてんの？」

　下品な言葉を投げつけられて、一海は「いい加減にしてくれ」と立ち上がった。

　その迫力に池田は一歩後ずさる。が、すぐに嘲るように鼻で笑った。

「怒んなくてもいいじゃん。あ、そんなにムキになるってことは図星なんだ？」

　粘つく視線が一海に絡みついてくる。嫌悪感でぞわりと鳥肌が立った。なぜ池田はこうまで執しつ拗ように一海に難癖をつけてくるのだろう。一体自分が彼に何をしたというのか。

　すると隣の嘉瀬が、一海の盾になるようにすっと立ち上がった。

「池田くん。それ以上はさすがにぼくも容認できませんよ。まだ何か言うつもりなら、鹿島先生に報告しますが」

　いいですか、とそう言った嘉瀬の口調は静かだったが、目は冷ややかだった。

「冗談だよ、冗談。全く、真に受けないでほしいな」

　嘉瀬の厳しい言葉に、池田は慌てて取り繕いながら逃げるように立ち去った。

　気分は確かに悪かったが、嘉瀬が庇ってくれて一海の気持ちはそれほどへこんではいない。新聞紙が嫌な気持ちを水と一緒に全部吸い取ってくれたようにも思えた。

「困ったもんですね。彼も。あのエネルギーを他に向ければいいのに」

「実験がうまくいかないので、八つ当たりしに来たんだと思います」

　水をたっぷり吸った新聞紙を丸めて一海はゴミ袋に入れる。濡れた新聞紙は重く、袋に入れるとぐしゃりと鈍い湿った音を立てた。

「せんせー！　ドラフト（強制排気装置）やばい！」

　水漏れの次はドラフトか。一海と嘉瀬は顔を見合わせて苦笑する。

「行きましょうか」

「ええ。でも、嘉瀬さんもう時間過ぎてるのに」

「別にいいですよ。家に帰っても誰が待ってるわけじゃない」

「え？」

「早く行きましょう」

　急せかされて、一海は立ち上がる。

　家に誰も待っていないとはどういうことなんだろう、と些いささかの疑問がふと湧き起こった。

　確か嘉瀬は、と一海は彼の左手へ視線を遣った。ちょうど死角になっていて一海からは見えないが、彼のその手には指輪がはめられているはずである。だとしたら少なくとも家には妻がいるだろう。なのにどうしてそんな言い方をするのか。

　だが、そんな一海の小さな疑問も学生達の騒がしい話し声で搔き消えた。

「どこのドラフトが調子悪いの？」

　一海は学生に訊たずねる。ドラフトは実験室の部屋それぞれに設置されているが、果たしてどの部屋のものにトラブルがあるのか。

「乾燥機のところです」

　ああ、と一海は納得した。故障が疑われるドラフトは一番奥まった部屋にあり、不便なため、使う人間がごく少数に限られていた。なので故障もつい見逃しがちになる。

「わかった。じゃあ、きみは向こうで、皆の手伝いして。嘉瀬さん、向こうです」

「はい」

　嘉瀬と二人きりでトラブルを起こしたというドラフトのある部屋へ行き、検分したところ排気ダクトに漏れが生じていた。

「修理ですねぇ、これはもう」

「そうですね。明日業者呼びます。ああ、また原島さんに文句言われるな。予算使い過ぎって」

「しょうがないんですけどね。まあ、業者呼ぶのは一度にしたいでしょうから、他にも故障箇所ないか探しましょう。ぼくは中見ますね。先生は外側お願いします」

「了解です」

　それぞれ、内側外側と点検を始める。外側については経年のサビくらいしか、特に瑕か疵しはない。

「あ、やっちゃったな」

　あーあ、という嘉瀬の声が聞こえた。

「どうかしました？」

「手袋が破けちゃって」

　見ると着用しているラテックスの手袋が破けていた。

「取り替えた方がいいですよ」

　一海が替えの手袋を差し出し、嘉瀬はそれを受け取って着用していた手袋を外そうとした。

　手袋はくるりと裏返り、彼の手からするりと抜けた。そのとき、金属音がして何かがドラフトの中に転がり落ちた。一海がそれを拾い上げると、それはプラチナの指輪だった。

「指輪、落ちましたよ」言って嘉瀬に差し出すと、受け取りながらしかし嘉瀬は複雑な顔をした。

　不意に先ほどの疑問を思い出し、なぜそんな顔をするのだろうと怪訝に思った。

「もういらないんですけどね」

「え？」

　驚いて一海は嘉瀬を見遣った。

「離婚したんです」

「離婚……？」

「ええ。三ヶ月ほど前にですけど。ですから指輪も……実質もう必要ないものなので、捨ててしまってもかまわないんですが」
















　しまった忘れてたな、と苦笑して嘉瀬はさらりと言ったが、思いがけない深刻な話に一海は言葉をなくした。

「ああ、すみません。つい喋しやべり過ぎました。先生にお聞かせすることじゃなかったですね」

「いえ……。その、なんて言っていいか……」

　しどろもどろに一海は返した。こんなときに何か気の利いた返事でもできればいいのだが、どう嘉瀬に言っていいのかわからなかった。だが嘉瀬は明るく笑ってみせる。

「あんまり湿っぽい顔しないでくださいって。そんな大したことじゃないんです。喧嘩別れという訳ではないので」

「でも……大したことじゃないなんて。離婚って大変じゃないですか」

「そうなんですけど。まあ、大変というか考えさせられました。けど、こればっかりは仕方がないですし。彼女が別れたいと言っているのに、ぼくばかりがいつまでも駄々を捏こねているわけにもいかないかな、と。彼女と続けていくことがちょっと困難になりましてね……ぼくが至らなかったんですが」

　全面的にぼくの責任なんです、と嘉瀬が言う。口調はあくまで明るいが、言っていることは実にシビアな内容だ。つと見えた表情にも翳かげりが見えた。

　彼の妻はなぜ彼と別れたがったのだろうかと一海は思った。離婚しなければならないほどの事情とはなんなのか。

　嘉瀬は喧嘩別れではないと言っていたし、では彼が仕事を辞めてしまったから、ということが原因なのだろうか──よその家の事情に立ち入るつもりはなかったが、なぜかそのとき一海は嘉瀬の気持ちを勝手に想像して悲しくなってしまった。

　彼の顔の中に、懊おう悩のうしているような暗い影が落ちているのを見たせいなのかもしれない。しかし他人である自分が感傷的になることではなかった。多分彼だって自分の中では気持ちに折り合いをつけているのだろう。

「ダメですよ。先生の方が泣きそうな顔してどうするんですか。そんな顔しないでくださいって。きれいな顔が台なしです」

「……こんなときまで茶化さないでください」

「茶化してませんよ。それより先生はもっと笑った方がいいです。アンニュイな顔もいいですけど、先生はもっと明るい顔が似合うと思いますよ。それにね、いつも眉間に皺寄せてると、ここにね本物の皺できちゃいますから」

　指で自分の眉間をさすり、嘉瀬は戯おどけた顔をしてみせた。

「それにね、これつけてると案外いいこともあるんですよ」

「……いいこと？」

「先生にもきっと覚えがあるでしょう？　周りから『いい人いないの？』って聞かれること。これしてるだけで、その煩わしさから逃れられるんですよ。まあ、でも実験するときには邪魔かな」

　はは、と笑いながら嘉瀬は指輪を白衣のポケットにぞんざいに突っ込み、次の作業に移る。

　シリアスな話だったはずがいつの間にか話題は一海の顔に置き換えられてしまっていた。うまくはぐらかされた気もしたが、それ以上は嘉瀬に何か言うつもりは一海にもなかった。







「まだお仕事されているんですか」

　水浸しになった実験室の後片付けを終えたところで、一海を残して、学生達と残っていた嘉瀬は夕飯を食べに行った。

　一緒に、と言われたが、水道管の修理の依頼を事務方に出したり、また大きな被害ではなかったものの、地べたに段ボールごと置いていた紙製のワイパーなど使えなくなったものもあり、早急に手配をしなければならず辞退した。

　てっきり夕飯の後嘉瀬は直帰したのだろうと思っていたが、研究室に戻ってきた彼は、まだ残っていた一海を見て驚いたようにそう言ったのだ。

「ええ……仕事が遅くて、いつもだいたいこんな時間になっちゃうんです」

　遅くまで残っていることが、仕事ができないと証明しているようで恥ずかしかったが、これが自分の精一杯だから仕方がない。開き直って、はは、と笑ってごまかした。

　嘉瀬は一海の机の上をじっと見ている。

「どうかしましたか？」

「先生、それ、学生達の実験ノートですか？」

　一海の手元にあるノートを指して、嘉瀬が訊く。

「あ、はい。今日のあの子達の流れを把握しておこうと思って」

　実験者は誰でも必ず実験ノートをつけるものだ。実験手順、データ、考察、全てをそこに記載、記録する。実験を行う上で一番重要なものでもある。取り方は個人によって様々だが、それを見れば進捗は一目瞭然だった。

　一海は毎日学生の帰宅後、そうして学生の実験内容を把握していた。

「もしかして、毎日、そうやって学生一人ひとりの進捗のチェックを？」

「ええ、チェックだけ……。極力口を出さない分、あの子達が行き詰まったとき、いち早く対処法を見つけてあげるためにも必要かなって。自己満足なんですけど」

　嘉瀬のように立派な仕事をしているわけではないから、言うのも照れくさい。

「ここの学生は幸せですね。あなたが熱心で。ぼくも会社にいたときは部下の進捗をときどきは確認していましたけど、毎日なんて……そこまでする人はなかなかいない」

　感嘆したように嘉瀬にしみじみと言われて、一海は小さく笑顔を作った。

「不器用なんですよね。こんなことに時間割いて他の仕事が疎おろそかになるなら、やめればいいってわかっているんです。……でも、できるだけのことを……私ができることをしてあげたくて」

　はにかみながら小さな声でそう言うと、嘉瀬は、それでこんなに遅くまで、と呟くように言った。目元が少し笑っている。

　けっして仕事が遅い一海に呆れたり、嘲あざ笑わらっている類いの笑みではなく、優しく見守ってくれているような、温かい眼差しの柔らかい表情だった。

　他愛もない、誰にでも向ける顔だったが、なぜかふわふわとした幸福感にも似た感情がこみ上げる。急に落ち着かなくなって、視線を動かした。

　するとパソコンの横に置いていた時計の文字盤が目に入る。時刻はかなり遅い時間になっていた。

「ああ、もうこんな時間ですよ。今日は本当にありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げる。

「いえ。先生も適当なところで切り上げてください。今日は疲れたでしょうからゆっくり休んで」

　お先に失礼します、と穏やかで落ち着いた声で嘉瀬がそう言い残して、研究室を後にしていった。
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　仕事が順調に回ってゆくのを一海は実感していた。

　忙しいことには変わりないが、机の脇で山積みだった資料の数が格段に減っているのがその証拠だ。おかげでここしばらく原島にうるさく急かされることもなかった。

　そう思っていると原島が部屋へ入ってきた。

「足立先生、昨日メールでお知らせした旅費の申請ですけど」

「あ、それでしたらさっき原島さんへ書類をメール添付で送信しているので、後でチェックしていただけますか？　確か、事前申請の〆しめ切きりは今週末でしたよね」

　一海がにこやかな顔をして答える。すると原島の顔が少し驚いたような顔になった。

「え、ええ。でしたらいいんです。後で拝見します」

　珍しく嫌みも何も言わず、そそくさと原島が部屋を出ていく。

　その様子を見ながら一海はそうか、と独りごちた。

　自分の接し方ひとつで、彼女の態度も変わるのだ。そういえば、いつでも彼女に対しては卑屈になりがちだったり、あるいは彼女の攻撃的な口調に合わせて、素っ気ないものだった気がする。

　もっと原島とコミュニケーションを取るようにすれば、きっといつか一海への誤解も解け、少しは認めてもらえるかもしれない。

「うん、そうしよう」

　やはり自分から働きかけないと、と一海は思った。苦手意識だけを持っていたら、いつまでもわかり合えることはない。原島が頑かたくなな態度を取るからといって、一海まで同じことをしていたらいつになってもこのままだ。打ち解ける努力を自分からすべきだった。

「あ、そうだ。図書館」

　つい今し方、図書館から頼んでいた文献が入ったと連絡があったのだ。今なら少し時間がある。さっさと取りに行ってこようと一海は席を立った。

　こうして、合間合間の時間がうまく使えるようにもなってくると、次の仕事がやりやすくなるし、気持ちにもゆとりが出てくる。

　一海は机の上に席を外す旨のメモ書きを置いて、図書館へ向かった。







　ポーンとエレベーターが到着を音で知らせると同時に、扉が開く。

　図書館から戻り、エレベーター前にある据え置きのシューズボックスの前で靴を上履きに履き替えていると、脇にある非常階段のところで「キャッ」と短い悲鳴が上がり、どさりと鈍い物音がした。

　慌てて一海が駆け寄ると、原島が階段を踏み外したのか、踊り場で尻餅をついており、その周りには大量の書類が散らばっていた。

「大丈夫ですかっ」

　原島に声をかけ、書類をかき集める。

　かなり痛いとみえ、顔を顰めてすぐには立ち上がれないでいた。一海は原島へ手を差しのべる。

「だ、大丈夫ですっ」

　そう言って、原島は差し出した一海の手を一度は振り払ったが、足でも痛めたのかやはり一人では立ち上がれなかった。

「……原島さん、私じゃ嫌かもしれませんけど、肩に摑つかまってください。そのままじゃ辛いでしょうし、タクシー呼びますから、病院に行ってください。お願いします」

　もう一度手を出すと、原島はしぶしぶ一海の手に摑まる。

　ほっとして一海は原島に肩を貸し、そのままエレベーターに乗って一階へのボタンを押す。

「……ほっといてくれてよかったのに」

　ぼそりと言う原島に苦笑しながら「そんなことできるわけありませんよ」と答える。

「だって大事な秘書さんじゃないですか。原島さんがいてくれないと、鹿島研が動きませんし。皆困っちゃいます」

　原島を見ると、そっぽを向いて目を伏せている。

　やはり原島は自分とは喋りたくないのだな、と少し悲しい気持ちになったけれども仕方がないと思い直す。そしてこういうことは一朝一夕にはうまくいかない、と自分に言い聞かせた。

　一階に到着すると、すぐにタクシーを呼び一海は原島を車に乗せた。それまでの間、原島とは何も話すことはなかったが、タクシーに乗り込むときに、小さく会釈をしてくれたのを見て、一海は笑顔になった。

　再び研究室のある階まで戻ると、廊下の奥の方から楽しそうな話し声が聞こえてきた。足音がこちらへ近づいてくる。

「ああ、先生、お帰りなさい」

　嘉瀬の声が聞こえ、顔を上げると嘉瀬がいた。隣にいるのは佐久間だ。

「足立くん、どうかした？」

　何か変な顔でもしていたのか、佐久間に訊かれた。

「いえ、今そこで原島さんが階段から落ちて……で、タクシーに乗せてきたところだったんです」

「原島さんが？　大丈夫なの？」

「ええ。多分足でも捻ひねったんじゃないかな。折れてはいないようだったので」

　一海は二人に状況を説明した。

「そう。……で、その書類は？」

　佐久間が一海の持っていた大量の書類を指さした。

「原島さんが階段から落ちたとき持っていたものだったんですけど、転んだときに破れてしまった箇所もあるんですよね。見たら学生に配るものだし、ないと困るものだろうから、後で作り直してあげようと思って」

　一海が言うと佐久間は呆れたように「お人好しだな、きみも」と肩を竦めた。

「彼女にも意地悪されてんだろ？　何もそこまでしてやる必要ないんじゃない？」

「それはそうなんですけど……」

　意地悪はされているが、それとこれとは別だ。そう思って言葉を探していると「そこが一海先生のよいところですよね」と嘉瀬が横から口を出してきた。

「まあ、そうだよね。ぼくなんかは、あんな風に嫌がらせされた相手が怪け我がなんかしたら、ザマァって思っちゃうけど、足立くんは違うもんな。優しいねぇ」

「私は別に、優しくないですよ」

「いやいや、肩貸しちゃうとこでもうぼくとは別の人種だ」

「佐久間さんって……もしかして案外意地悪だったりしますか？」

　一海にとって、佐久間は頼れる先輩だ。いつも親切にしてくれる彼の思いがけない言葉に戸惑った。

「あれ？　知らなかった？　ぼく結構人の好き嫌いあるよ。特に理由もなく人に意地悪するやつなんて、絶対手を貸さないね」

　ニッ、と食えない笑いを浮かべて、はっきりと言う。

「私には親切にしてくれるじゃないですか」

「そりゃそうだよ。きみはぼくに危害を加えないだろ？」

　いつも飄ひよう々ひようとしている佐久間にこんな一面があるなんて知らなかった。絶対この人は怒らせちゃいけない人だ、と一海は胸に刻む。

「佐久間さん、一海先生困ってますよ」

　クックッ、と可笑しそうに嘉瀬が笑う。

「あ、びびらせちゃったかな。別にぼく怖くないよ？」

　怖くないよ、と自分から言っているところが既に怖い。がそれよりも佐久間と嘉瀬がこんなに仲がいいなんて。いつの間に仲よくなったのだろう。

「怖くないって自分から言う人いませんよ。ところで、佐久間さんと嘉瀬さんがそんなに仲がいいなんて知りませんでした」

　少し言い方が嫌みに聞こえただろうか。そう言ってしまってから、気付く。

「ああ、そっか。言ってなかったかな。嘉瀬さん、大学のときのぼくの先輩なんだよ」

「そうなんですか」

「うん。いやぁ、この人怖くてね。昔は絶対サシで話なんかできないって思ってたけど、ほら、今はきみに使われているっていうし。だったら、ぼくもタメ口きいていっかなーってね」

　佐久間が言うと嘉瀬が横から「後で覚えていなさいね」と肘で佐久間を小突く。

　そのやり取りが本当に親しそうで、チリ、と心のどこかが微かに焦げつくような気がした。それに気がつかないふりをして、曖昧な笑顔で一海はごまかす。

「それよりさ、最近いいことあった？」

　いきなりの佐久間の質問に一海は面食らった。

「なんですか。やぶからぼうに」

「や、なんか生き生きしてるし」

　え、と一海は目をぱちくりとさせた。

「今もさ、嘉瀬さんときみの話をね、してたんだよ。随分仕事に自信持ってきたなって。余裕も出てきたんじゃない？」

　ねえ、と佐久間は嘉瀬に向かって同意を求める。嘉瀬は穏やかな顔で「そうですね」と静かに頷いた。

「そ、そうですか……？　自分ではあまり意識していないんですが」

　思いがけず佐久間に嬉しい言葉をもらえて、一海の表情も明るくなる。

「うん。顔が明るいしね。ねえ、誰かいい人でもできたかなって」

　もしかして本当にそうなの？　と佐久間が訊く。

「ま、まさか！　佐久間さんだって知ってるじゃないですか。四六時中ここにいるのにそんな暇なんかありませんよ」

　一海は顔を耳まで真っ赤にしながら、必死に否定した。

「えー、そうなの？　なんだてっきり……。でも、好きな人くらいはいるんじゃないの？」

「もう！　そんな人もいませんって。勘弁してください」

　執拗に尋ねてくる佐久間に一海は困り果ててしまう。

　恋愛なんて一海には縁がない。元々積極的に女性に話しかける質でもないし、何しろこんなところにずっといれば出会いすらないのだ。

　ただ、好きな人、と訊かれて一海は思わず嘉瀬の顔を見てしまい、カッと顔が熱くなった。なぜ、そこで嘉瀬の顔を見てしまったのか、そして顔が紅潮したのか一海自身にもわからない。

　──いや、嘉瀬さんはかっこいいけど……。

　かっこいいが、彼は男だ。ああいう大人の男性には憧れるが、恋愛感情ではないだろう？　と自分で自分を問い詰める。一海自身はゲイではないつもりだったし、そんな短絡的な思考に陥ること自体、嘉瀬に対しても失礼な気がした。これでは池田の妄言を笑えない。

　けれど、実験室に彼がいないときにはなんとなく落ち着かない気持ちになるし、いるとほっとする。すっと背筋の伸びた嘉瀬の白衣を着た後ろ姿を見ると、それだけでドキドキしたりもする。

　──あんな人になりたいって思ってるからかな。

　憧れる気持ちと、恋愛し始めの気持ちにはどこか似ているところがある。きっとそれはどちらも自分の方をまずは見てもらいたいと思っているからに違いない。自分の存在を認めてもらいたい。自分の方を振り向いてくれたら嬉しい。だからきっとこんな風に勘違いした気持ちが混同するのだろう。

　一海はそう結論づけ自分を納得させた。







　次の日、一海が大学へゆくと、原島から病欠の届けが出ていた。骨折こそしていなかったが、ひどい捻挫だったらしい。

　案の定、一海に原島の仕事が回ってきて、その日一日てんてこ舞いで過ごすことになった。

　作業自体はそれほど困難なものではなく、いわゆる雑務だけなのだが、何しろ数が多い。電話を取るだけでも、相当に時間を取られていた。

「よくやってるよなあ、原島さんも」

　学生向けの資料を作り直しながら、一海はそう独りごちた。

　できるだけ原島自身の仕事には触らないようにしながら、急ぎのものだけを選んだつもりだけれども、それでもすぐには終えられなかった。

　佐久間は昨日、意地悪をされているのだから、原島のことまで思いやらなくてもいいと言ったが、だからといってそのまま放っておくわけにはいかない。

　正直なところ原島は苦手だし、小言を言われるとストレスも溜まる。けれど、彼女だって毎日大量の雑務に追いやられ、また新人助教に事務手続きのレクチャーもしなくてはならないのだ。きっとストレスは溜まっているのに違いない。

　一海は、学生や隣の研究室の佐久間、それに嘉瀬に手助けしてもらっているが、原島にはそういう人間はいない。何もかも一人で片付けている。彼女から見れば、一海はひどく甘えた男に見えるだろう。

　ストレスのはけ口が一海へ向かう気持ちもわからなくはなかった。

　それを考えると、やはりあまり悪くは言えないし、もう少し負担を軽くしてあげたいとは思う。どうしたらうまく効率よくできるだろう、そう思いながら一海はせっせと資料をステープラで綴とじていった。

　ほぼ資料を作り終えたとき、机の上の電話が鳴った。

「はい、鹿島研です」

　原島です、と電話口から遠慮がちな声が聞こえた。

「あ、足立です。いかがですか、足の方は」

　訊くと「大丈夫です。明日は出勤できます」と淡々とした口調で声が返ってくる。

『……それより、急ぎの仕事の件で』

　少しだけ迷った風のある口調で、原島は切り出した。

「学生へ配布する資料の件ですか？　でしたら、もう終わりました。それから差し出がましいかと思ったんですけど、事務方からせっつかれたところだけ、勝手にいくつかさせてもらっています。……できるだけ、迷惑にならない範囲で、と思っているんですけど、いいですか？　すみません事後承諾で」

　そう言って一海は、対応した内容について原島に伝えた。

『……そうですか。後は明日出勤してから処理しますので、先生は処理されなくて結構です』

　平へい坦たんなトーンの話しぶりに、原島の感情が読めなかった。もしかしたら勝手なことをして、と怒ってしまったかもしれないな、と一海は眉を顰めた。

　予あらかじめ訊いてからすべきだったか、と後悔が走ったが、終わってしまったものは仕方がない。

　元から原島には嫌われているのだし、これ以上心証は悪くはならない、といくらかは開き直ってもいた。

　苦笑いを浮かべて電話を切る。

　こんなところを佐久間が見たら、ほらやっぱり、と呆れられそうだと思ったが、きっとそんなことを言われても結局自分は同じことをしてしまうだろうな、と一海は思った。

　今日は修士の学生の実験を見る約束をしている。

　実験室に向かう途中で、原島の机に立ち寄った。抱えていた書類を机の上に置く。

　わかりやすいようにと、色分けした付箋を貼って、事務連絡のメモも一緒に付けておいた。

　──少しは手助けになっていたらいいけど。

　そう思いながら、書類が飛ばないようにペーパーウェイトを載せ、一海は実験室へ足を向けた。
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　今年もあと二ヶ月足らずとなり、あたりを取り巻く夜気が格段に冷えてきた。秋の学会ラッシュも一段落したその日は、研究室恒例の飲み会だった。

　この研究室では、二ヶ月に一度、学生の誕生日を祝うのを口実に飲み会が開かれている。本当は一ヶ月に一度にしたいところなのだが、そうそう毎月該当する誕生月の子がいるわけでもなく、また毎月では学生の懐も痛むということで結果二ヶ月に一度に落ち着いている。

「よかったら、嘉瀬さんもいかがですか」

　誘ったところ、嘉瀬は「お邪魔でなければ喜んで」と誘いを受けてくれた。

「よかった」

　自分でも驚くほど大きな声が出て、一海は狼狽うろたえた。確かに嬉しかったとはいえ、あまりにも大げさ過ぎる反応だ。途端に気恥ずかしくなってきょろきょろと視線を泳がせていたが、そんな意味不明のリアクションをしている一海のことを揶揄うでもなく嫌がるでもなく、嘉瀬は「ぼくも楽しみにしています」と優しく微笑んでくれた。

　嘉瀬ともっと話がしてみたかった。彼ともっと親しくなりたかった。

　嘉瀬と話をしていると、ギスギスした気分がすっと薄れていく。彼といるときだけここに自分の居場所ができたような気持ちになれた。

　いつになく浮かれている。

　普段飲み会などは、池田や原島が参加することもあって、あまり出席していなかった。のこのこ飲み会に出ていけばまた彼らからうるさく言われてしまうからだ。自分はともかく、雰囲気をぶちこわしにしてしまってはせっかく研究室の皆が楽しい思いをしているのに水を差してしまう。

　そう思っていたのだが、今日に限っては積極的に参加しようという気になっている。一海自身も意外な気がしたが、楽しみで浮き立つ気分を抑えられなかった。

　超過勤務なしという勤務条件の嘉瀬は、当たり前だが定時には研究室を後にする。夕方早くに帰宅してしまうため、それ以降の付き合いはこれまでなかった。当然のことながら、学生もそして一海も彼との接点は学内だけであるため、嘉瀬が参加すると聞いて学生らは喜んだ。特に、数少ない研究室内の女子学生はかなりの盛り上がりを見せていた。なんでも皆嘉瀬のファンなのだそうだ。

　わかる気がする。

　ビールを口にしながら、斜め前の席に座っている嘉瀬を見て一海は思った。客観的に見ても嘉瀬は女性にモテるタイプの男だ。背が高く、清涼感のあるルックスに加え、立ち居振る舞いもスマートで穏やかな大人の男だった。

　これでは女子学生などひとたまりもないだろう。そこらにいる男子学生なんかとても相手にならない。何しろ一海から見てもいい男だと思うのだから。

　そしてその当の嘉瀬は今、二人の女子学生の間に挟まれてにこやかに話をしている。

「嘉瀬さんって結婚してるんですかぁ？」

　鼻にかかった、甘えたような声が耳に響く。

　結婚、という言葉に一海ははっとした。

「ええ、まあ」

　曖昧な言葉で、言外に既婚を仄ほのめかしている嘉瀬を一海は人ごとながら冷や冷やして見ていた。それ以上彼のプライベートに踏み込んだら、一海が制するつもりだった。人には知られたくないこともある。

　ふと視線を下げると、嘉瀬の指には指輪がはめられていた。

　先日、離婚のことを聞いてから次の日には嘉瀬の指から指輪は消えていた。あれきり彼の指に指輪を見ることはなかった。

　このところずっと外していたのに、と思いながら再び嘉瀬の方を見ると、嘉瀬は一海に目配せをし、そっと人差し指を唇に当てる。

　え……？

　一海に離婚のことは言うなと口止めをしたのだ。多分嘉瀬は訊かれても隠すようなことはしないが、面倒はできるだけ避けたいのだろう。ずっとつけていなかった指輪を今日してきたのもそういったプライベートのゴタゴタを知られたくないのに違いない。

　一海は嘉瀬にわかったという意味を込めて頷いてみせると、彼は悪戯っぽく笑い、次にゆっくりと唇を動かして、何か言葉を形作った。声にこそ出してはいないが、唇の形で三つの文字を表す。

　ひ・み・つ──そう見えた。

　秘密、ね。

　一海はくすりと笑った。そうして、彼との間に秘密を共有できたような気持ちになって嬉しくなる。胸の奥が少しくすぐったい。

　この後予定があるという鹿島が先に帰り、無礼講となる。酒が入るにつれ、学生達は徐々に席を替え出し、小さなグループがいくつも作られていた。一海達のテーブルにいた女子学生達も違うテーブルに移っていき、テーブルには嘉瀬と一海の二人だけになる。

「大変でしたね」

　一海が言うと、嘉瀬は苦く笑った。

「若い子って鋭いところついてきますよね。──あ、そうそう。さっきはありがとうございました」

「え？」

　きょとんとした顔をすると、これ、と嘉瀬は自分の左手の薬指にはめられている指輪を指した。ああ、と一海は漏らすように呟く。

「指輪、してきたんですね」

「ええ。やっぱり必要以上には知られたくないですから。口の軽い人がいないとも限らないでしょう」

「私は言いませんよ。プライベートなことですし」

「うん。だと思ってました」

「？」

「先生がね、余計なことはお喋りしない人だってこと。……だから先生にだけは打ち明けたんですけどね。離婚のこと」

　頰ほお杖づえをついて一海のことを見つめる嘉瀬に何ら思うところはないのだとわかっていながら、わけもなく気恥ずかしくなる。

「随分信用されてるみたいに聞こえますよ」

「ええ。信用してますよ。先生はすごく真面目だし、何にでも一所懸命でしょう」

「それは……要領が悪いから……」

　真面目なのはそれしか取り柄がないからだ。一海は自分が凡人であるとわかっている。凡ぼん庸ようである者が研究成果を残そうと思うのであれば人よりも多く、そして懸命に取り組むしかない。

「いいえ、そんなことはありません。ずっと見てると先生がどんなに仕事を大事にしているのかわかります。──ぼくは好きですよ、先生みたいな方」

　真っ直ぐ向けてくる嘉瀬の眼差しに耐えられなくて、一海は思わず目を逸らした。

　嘉瀬の言う、好き、というのは単なる好意のことを指しているのだろうが、一海の心臓が一瞬跳ねた。どうしたらそういう風に解釈できるのか自分でも理解ができなかったが、嘉瀬が口にした「好き」という言葉がまるで恋愛感情に基づいているように聞こえてしまったのだ。

　バカじゃないのか……？　あの人は男だ。それも結婚の経験がある。そんなこと思うわけがないじゃないか。

　不意に過よぎった有り得ない感情に一海は狼狽えた。なんてバカなことを自分は考えるのだろう。判別しがたい、湧き起こる感情に戸惑いながら、それを懸命に打ち消そうとした。

　だが、わけもなく胸が高鳴り、まともに嘉瀬の顔が見られない。ごまかすように、そこにあった枝豆を摘つまんでみたり、ビールをあおってみたりしたが心臓の音は一向に収まらなかった。

「先生って、いつもそんな風に飲むんですか」

　愉快そうに嘉瀬が言う。

「そんな風に、って」

　口を開いてから、ああ、と嘉瀬が言っている意味を理解した。飲み物を嚥えん下げするときの、少し顎を上げる一海の癖のことを指しているのだ。いつもはこの癖が出ないように気にしていたが、どうやら無意識に出てしまったらしい。

「ちょっと、色っぽいな。そういうの」

　目を細め、嘉瀬は唇の端を上げながら言う。一海のこの癖を子供みたいと言う人はいたが、色っぽいなんて言う人はいなかった。

「色っぽいって、どこがですか」

「そうやって喉を露にして、無防備に晒さらしているとこ。喉笛、って動物だったら襲うのに絶好の急所ですよ。人間も、かもしれないけど」

　思わせぶりに嘉瀬は笑う。

「揶揄わないでください」

「揶揄ってなんかいませんよ。先生は色が白いし華奢だから。結構扇情的だな、と」

　上目遣いで見られ、また心臓が跳ねた。

「やっぱり揶揄ってるんじゃないですか」

　わざと呆れた顔つきで返す。が、内心は平静ではなかった。ドキドキという音が胸の中に響き、挙げ句の果てには頰まで赤くなる始末だ。

「どうかしました？　顔が赤いけど大丈夫ですか」

「え……と……、ちょっと酔ったのかな……」

　酔ったせいにしようとしたが、すると嘉瀬は一海を気遣うようにじっと見つめてくる。いたたまれず、それ以上何も言えなかった。

「無理しちゃいけませんよ。先生お酒はあまり強くない？」

「あ……そう、かもしれません。酔うと眠くなってすぐに寝てしまうので、あまり酒量はわからないんですが」

「寝ちゃうんですか」

　嘉瀬が目を見開く。

「ええ。そうらしいです。昔から飲み過ぎると寝てしまうので、たまに店に置いて行かれて気がついたら朝だったとか」

　苦笑いしながらそう言った。

「それはまずいでしょう。危機管理をちゃんとしないと」

　眉を顰めた嘉瀬の口調は強く、まるで叱られているみたいに思えた。

「え？　どうしてですか？　危機管理って……ああ、お金のこととか……？」

「お金のこともそうですけど、先生みたいに無防備な人が一人で酔いつぶれてたら襲われてもおかしくないでしょう？　最近は男だって油断できないんですから。金銭的な被害だけじゃなく、性的被害に遭うこともないわけじゃないんですよ」

　真剣な眼差しで言われて、一海は少し面食らった。

「性的被害、ってまさか。若くもないのに？」

「若いとか若くないとか、そういう問題じゃありませんよ。全く。先生は自覚がなさ過ぎです。もっとご自分が周りにどう見られているのか考えた方がいい」

　溜息を吐きながら嘉瀬が言う。

「それ、どういう……？」

　目をぱちぱちと瞬まばたきさせて嘉瀬を見た。嘉瀬は困ったような顔をしている。

「無防備過ぎるのも罪ですよ」

　嘉瀬は苦笑を浮かべた。

「あのね、いい機会だから言っちゃいますけど、彼──」

　話を続ける嘉瀬は少し離れた席にいる池田へと視線を向けた。池田がどうかしたのか。

「嘉瀬さん？　池田くんがどうかしましたか」

　きょとんとしている一海に嘉瀬は呆れたように肩を竦める。

「あのね、彼がね、あなたにちょっかいかけている理由わかってますか？」

「理由って……。彼は私のことが嫌いだから、困らせたいだけなんでしょう」

　一海は眉根を寄せた。

「嫌いで困らせたいだけで、セクハラまでは仕掛けてこないと思いますよ。この前も嫌な目に遭ったの忘れちゃいましたか？」

「あれは……」

　嘉瀬の言わんとしていることがどういうことか、やっと鈍い一海にもわかった。嘉瀬は、一海が池田に性的な目で見られているということを言いたいのだ。

　しかし、自分のような三み十そ路じ目前の男をどうこうしようだなんて物好きがいるのか。

　持ち上げたグラスに映った自分の顔を見てもやはり相変わらず神経質そうな顔が映っているだけで、嘉瀬が言うことは俄にわかに納得できるものではなかった。

「本当に何も気付いてないんですね。天然というかなんというか……そういうところが、先生の持ち味ではあるんですけれどもね」

　ねえ、と嘉瀬が一海の前髪を掬すくうように指先で持ち上げた。

「試してみましょうか」

　そう言って嘉瀬は腰を上げて身体を伸ばし、一海に顔を近づける。

「睫まつ毛げにね、ゴミついていますよ」

　指先が一海の睫毛に触れた。

　嘉瀬の指の動きが睫毛から瞼へ伝わる。その微かな振動がくすぐったい。一海は彼の意図がわからず、戸惑ったように何度も瞬きをした。

「え、ちょ……嘉瀬さん……」

　嘉瀬の顔があまりに間近過ぎて、一海の心臓が音を立てた。これでは見る人の角度によっては、キスしている風に見えてしまう。

「はい。ゴミ取れました」

「ゴミって……」

　ついているはずのないゴミを取ったという嘉瀬をじっと上目で睨めつけていると、嘉瀬は「ほら、見てごらんなさい。池田くんがひどい目つきで見てる」と、横目で池田の方を見遣る。
















　嘉瀬の言う通り、池田はきつい目線をこちらに向けていた。

「ね、わかったでしょう。彼はあなたばかり気にしている。あなたに気があるんですよ」

「……そうなのかな。だって男同士ですよ？」

「あれ？　一海先生は同性同士の恋愛は認めないタイプ？」

　訊かれて、首を振った。

「いえ、そんなことはないです。好きなら、同性同士だって別に……」

　そこまで言って、果たして自分の今の気持ちはどうなんだろう、と思い倦あぐねた。持てあまし気味の気持ちのまま続ける。

「でも嘉瀬さんみたいなハンサムな人ならともかく、私みたいなパッとしない人間ではあり得ないです」

「おやおや、まだ信じてないみたいですね。とにかく気をつけて」

　苦笑した嘉瀬に首を傾げていると「ほら、先生こっちこっち」と学生に呼ばれた。

「あ、ちょっと待って」

「行ってあげてください。あの子達先生と話がしたいんでしょうから」

「すみません、それじゃあ」

　一海が席を離れると、不意に携帯の着信音が聞こえた。と、同時に嘉瀬が席を立つ。

　どうやら彼の携帯電話が鳴っていたようだ。携帯を手にした嘉瀬の顔はいつになく険しくなっていて、今まで見せていた表情とは全く異なっていた。席を離れていく嘉瀬の背を目で追ったが、彼はそのまま店を出てしまった。

　数分後に嘉瀬は戻ってきたが「すみません」と一海に謝る。

「もっと飲んでいたいんですが、帰らなくてはいけなくなりました」

　申し訳なさそうに言った。

「どうかされましたか？」

　訊くと「ちょっと野暮用ができて」と言い、嘉瀬は曖昧に笑う。それだけで訊いてはいけないことだと一海にはわかった。

「じゃあ、一海先生。また明日」

　嘉瀬は自分の荷物もろくに確認せず、そのまま急いで店から出ていった。

　よほどの急用なのだろう。ふと、携帯を手にしたとき見せていた彼の険しい顔を思い出す。気にはなったが自分と彼の関係は単なる雇用者と被雇用者というだけである。特別親しい仲ではないから、根掘り葉掘り聞くことはできない。

　なんとなくがっかりした気分になりながら、ビールを一口、また一口とあおった。

「やっぱ、あいつとイチャイチャしてたんじゃん。ホモ野郎」

　ジョッキが空になったとき、低く暗い声が頭上から降ってきた。

「こんなとこで飲んでる暇あったら、仕事少しでも片付けた方がいいんじゃないの。なあ」

　顔を上げると粘つくような目をして池田がせせら笑っていた。冷水を浴びせられたように、さっと酔いが醒さめる。ふわふわとしていた気分が一瞬にして吹き飛んでしまった。

　こうやって、同性愛者という存在を差別し貶おとしめる言葉を吐いている男が、同じ男である自分を好きだなんて考えられない。嘉瀬は考え過ぎだ、と一海は思う。

　池田は馴れ馴れしく一海の肩に手を置いてくる。背筋にぞわぞわと寒気が走った。池田の気を損ねないようにさりげなく身体をずらし、置かれている手を外す。

「そう……だね」

　周りにいた学生達は口々に「うっわ、ひでえ」とか「こんなとこで言うことじゃないじゃん。一海先生可か哀わい想そう」と、嫌みを言った池田を非難し一海を庇ったが、池田の言うことももっともだ。まだまだ山積みの仕事を放り出して飲んでいるというのは、確かに褒められたことではなかった。無駄な反感を買って更に自分を追いつめても何の得にもならない。

　せっかくだし、学生達とはもっと話をしたかったが、これ以上ここにいて池田の嫌みを聞き続けることもない。

「こんなところにいる場合じゃないよね」

　一海は席を立った。浮かれ過ぎていたようだ。やることはたくさんあるのに、のうのうと飲み会などに顔を出せばこうなることは初めからわかっていたはずだ。

「先生、池田さんの言うことなんて気にしなくていいって。あの人先生に意地悪したいだけなんだからさ」と学生の一人が言ったが、一海は首を振った。

「いや、池田くんの言うことの方が正しいよ。私はこれで失礼するから」

　先に席を辞することを言い置いて、一海はそのまま店を出た。
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　店を出て、駅へ向かう。底冷えの気配をしのばせた夜の空気に身体を震わせた。

　何をやっているんだろうな、と思う。突如訪れた自己嫌悪にも似た感情に泣きたくなる。

　嘉瀬のことを思うと不思議に胸がどぎまぎとして、その奥の方がむず痒がゆい感覚に襲われる。こんな感覚は今まで覚えたことがなかった。それに自分を制御できなくなってしまっている。どうしてかと考えて帰結したのは、わけのわからないこの感情は恋愛感情に酷似しているのではということだった。

　こんな風に思うのも嘉瀬だけで、他の男性を見ても胸はときめかない。

　以前佐久間に好きな人はいないのか、と問われた後、無意識に嘉瀬のことを考えている自分に気付いた。そこからだ。意識するようになったのは。

　しかし、それが恋愛感情かどうかわからず、何度も何度も繰り返し考察を重ねた。けれど嘉瀬といれば楽しくて、どきどきと心臓が音を立て、それは理屈では説明できない事実だった。

　そして、自分を制御できなくなっていると改めて実感したのは今日の飲み会だ。嘉瀬が来なければ一海はいつものように学校で仕事をしていたはずだったのだ。嘉瀬が来ると知って、調子に乗って飲み会に参加し、挙げ句嫌な思いを皆にさせた。

　近頃の自分はおかしい。嘉瀬のことしか目に入らない。

　自分は本当は同性愛者だったのだろうか。何度も考えてみたが、答えは見つからなかった。

　これが恋愛感情だとするなら、自分は同性愛者ということになるし、だとしたら他の男性に対しても何ら思うところがあるだろうと数日前も書店でゲイ向けの雑誌を買ってみたり、興味本位にゲイ向けの動画をネットで見てみたりもした。が、全くピンとこなかった。

　あの人だけが、と一海は嘉瀬の顔を思い浮かべた。あの人だけがこんなに自分の気持ちをかき乱す。

　時計を見るとまだ九時にもなっていなかった。大学へ戻ればいくらか仕事も片付くはずだ。幸い、飲み会の行われた店は大学からはそう離れてはいない。電車の駅で二つ。駅までの道程を入れても二十分とかからないだろう。だが、足取りは重く、なかなか前には進まなかった。

　嘉瀬が帰る前までは、本当に楽しい時間だったのだ。けれどもその楽しい時間も池田の一言で水を差されてしまった。元はと言えば、自分が仕事をろくにできていないのが原因なのだろうけれども、さすがに気は滅入る。

「ま……いっか」

　気を取り直し、呟いた。片付けられる仕事は片付けてしまうに限る。せめて彼らに文句を言わせないくらいにしなければ。

　改札を抜け、ホームへ続く階段を上がる。電光掲示板の表示を見ると、次の電車が到着するまでは五分程度あるらしい。どうやら前の電車が行ったばかりのようだった。

　改札とホームを繫ぐエレベーターのちょうど裏手にベンチがあることを思い出し、一海はそちらへと足を向けた。思っていた通りの場所にあったベンチに目を遣ると、そこには先客があった。しかもそれは──。

「────嘉瀬さん？」

　一海はベンチに座ってぼんやりとした表情をしている嘉瀬に向かって声をかけた。だが嘉瀬は一海の声には気付かないらしく、うつろな目をして微動だにしない。様子がおかしかった。さっきまでの嘉瀬とは全く違っている。

　もしかして、さっきの電話が……？

　あの電話から嘉瀬の様子は変わってしまった。慌てて席を立ち、そして今こうして一海が声をかけても全く反応がない。

「嘉瀬、さん」

　嘉瀬の側に寄って、もう一度彼に声をかけた。すると嘉瀬はやっとのろのろと顔を上げる。一海の顔を見て、弱々しく微笑んだ。その顔はどこか泣いているようにも見えた。

「ああ……一海先生……」

　表情と同じく力ない声音だった。

「どうか、なさったんですか」

　心配になって、一海は嘉瀬の隣に座り、顔を覗き込む。まともに視線がぶつかり合った。今まで見たこともない暗い目をしている。思うなり、嘉瀬に腕を摑まれる。

「あの……か、せ、……さん」

　まるでいつもの嘉瀬とは別人だった。強い力で腕を摑まれ、そこがじんと痺しびれている。一体どうしたのだろうかと一海はただ狼狽えるだけだった。

「すみません……このまま……」

　このままいてください、と嘉瀬は一海の腕を摑んだまま「一人でいたくないんです」と消え入りそうな声で言った。

　電車を二本ほど見送った後、ようやく「ごめんなさい」と嘉瀬が手を離した。手を離されても摑まれていた場所はまだ鈍く痛みを伴っていた。

「大丈夫ですか？」

　おずおずと一海が訊くと、嘉瀬は頷いた。

「すみませんでした。取り乱したりして。先生にも失礼なことを」

「気にしないでください。それより……あの……」

　何かあったのか、と問い質ただそうと思ったが、差し出がましいことだと思い直した。そのせいで語尾が尻切れトンボになる。次の言葉を探していると今度は嘉瀬に問われた。

「先生はお帰りですか？」

「いえ。……まだ仕事を残しているので、これから学校に戻るつもりで」

「これから？」

　嘉瀬が聞き返す。

「ええ。あの、それより嘉瀬さんは大丈夫ですか？　私で何かお役に立てることがあったらなんでも言ってください。こんなところにいつまでもいると風邪ひきますよ」

　嘉瀬のことが心配だった。泣いてこそいなかったが、嘉瀬らしからぬひどく苦しそうな表情は見ているだけで辛かった。

「ありがとうございます。でもしばらくここにいます。……今日はあまり家にはいたくない気分なもので」

　どこか投げやりとも思える口調で嘉瀬は言った。そのとき次の電車が間もなく到着するというアナウンスが聞こえた。

「あの……でしたら、一緒に学校に……どうでしょうか。私以外に誰もいませんし、少なくともここよりはましかと。コーヒーくらいならお出しできますし」

　突然誘うというのもどうかと思ったが……、しかも学校に、だ。けれど、嘉瀬を見ていられなかった。彼の様子は明らかにおかしく、ましてや家にはいたくないと言う。それなら、ホームで冷たい風に晒されるよりはまだ学内の方が寒くはない分いいだろうと、ただ単にそう思っただけだ。

　だが考え込む嘉瀬を見て、途端に後悔が襲った。こんな誘いなど彼にとっては余計なお節介だろうに。どうしてこう気が利かないのか。自分で自分に呆れ果てた。

　電車がホームに滑り込んでくる。ついこぼれ落ちそうになる溜息を止めるために唇を引き結び、立ち上がった。

「やっぱりお節介でしたよね。……それじゃあ、私は」

　言って、嘉瀬に頭を下げる。そうして背を向けようとしたとき、嘉瀬も立ち上がった。

「図ずう々ずうしくて申し訳ないのですが、お言葉に甘えてもいいでしょうか」

　思いがけない返答に何度も瞬きをした。開いた電車のドアの前でもちろんと頷き、嘉瀬と一緒に電車に乗り込んだ。







　何も言わず嘉瀬は淡々と一海の仕事を手伝っていた。

　一海は嘉瀬に手伝いをさせるつもりはなかったのだが、嘉瀬の方から「何か手伝わせてほしい」と願い出てきたのだ。

「でも、これは私の仕事ですから」

　固辞したが、何かしていた方が気が紛れると彼は言うので、手伝いを頼んだ。

　今、彼はいくつかの発表原稿をチェックしている。来月にアムステルダムで開催される学会で研究室の学生が発表を行うのだが、もちろん全て英語での発表のため英文のチェックをしなければならなかった。当然データのチェックも怠ることはできない。

　正直なところ一海一人では手が回らずにいたのだ。だから、こうして嘉瀬が手伝ってくれることはありがたかった。

　嘉瀬と向かい合わせに座り、データのひとつひとつをこと細かにチェックしながら、プリントアウトした紙にペンを走らせる。発表においては伝わりやすい英語が重要なため、言い回しは特に入念にチェックを行う。発表後の質疑応答についても同様で、想定される質問とそれに対しての答えを予め考えておかなければならない。

　一海は自分が考えられる限りの質問の内容と、その答えを細かく記載していく。学会の発表では、壇上に上がっただけで緊張するものだ。それだけで、咄とつ嗟さの質問にその場で対応することは難しい。まだ経験に乏とぼしい学生の発表だけに、持つべき引き出しは多いに越したことはなかった。

　紙をめくる音と、ペンを走らせる音、そしてパソコンの冷却ファンの音だけが聞こえていた。

　そろそろ日付が変わろうかという頃、やっとある程度のチェックを終えた。嘉瀬の方を見たが、彼もどうやら終わったらしい。同時に嘉瀬も顔を上げ、二人顔を見合わせた。

「休憩、しましょう」

　一海は言った。ここに着いた際に淹いれたコーヒーはとっくに冷めていて、新しいのを淹れようと立ち上がった。コーヒーメーカーにペーパーフィルターをセットし、粉と水を入れてスイッチを入れる。いくらもしないうちにコポコポという音がして、コーヒーの香りが部屋の中に漂った。

「先生は……何も訊かないんですね」

　一海が差し出したコーヒーのカップを受け取りながら、唐突に嘉瀬がそう言った。

「だって、嘉瀬さんは何も話したくないのでしょう？」

　答えると、嘉瀬は目を細める。

「全く先生らしい」

　そう言って、嘉瀬は手元のコーヒーを一口啜すすった。

　再び沈黙が訪れた。相変わらずパソコンのファンの音だけが響いている。たださっきと違っているのは、夜が更けて部屋が少し冷えてきたことだけだ。暖房を入れるまでもないが、そろそろ足下に冷たい空気が溜まり出している。やはり嘉瀬を駅に残してこなくてよかった。

　互いのカップにコーヒーがなくなったのを見て一海は立ち上がった。

「お代わり持ってきますね」

「あ、ぼくが」

　嘉瀬も同時に立ち上がってカップに手を伸ばす。カップを持っていた一海の手に嘉瀬の手が触れた。

「あっ」

　思わず手を引っ込めたが、そのとき一緒にカップを持っていた手も離してしまう。固い樹脂の床で鈍い音が鳴った。

「す、すみません」

　一海はかがんで落としたそれを拾い上げた。カップは随分と丈夫だったらしく幸い割れずにすんでいる。

「よかった。割れてなかった」

　ほっとして見上げると──視線がぶつかった。その視線はどことなく熱を帯びている。

　まるで射貫かれたように逸らすこともできない。やがて一海の頭の上にあった嘉瀬の視線は徐々に下りてきた。
















　その瞳をぼんやりと眺めながら、そうして近づいてくる気配をただ感じている。同じ位置に視線がやってきたとき、嘉瀬の吐息が一海の唇の上を掠かすめ、僅かに触れるか触れないかのところに彼の唇が届いた──が。

　途端、はっとしたように嘉瀬は目を見開き、慌てて立ち上がる。そうして唇を嚙んで一海から目を背けるようにして顔を俯うつむかせた。

「……すみません」

　声を引き絞り、苦しげに漏らした。

「どうかしてた。とんでもないことを……」

「嘉瀬さん……」

　一海も立ち上がり、嘉瀬に声をかけた。

「つい……先生が優しいのをいいことにつけいるような真ま似ねを……恥ずかしいことをしてしまいました」

　俯きながら申し訳ない、と嘉瀬は謝った。

「いえ……私は……かまいません」

　一拍おいて、漏れ出た一海の言葉に驚いたのか、嘉瀬は顔を上げて一海を見返した。

　しかし、それは一海の本心だった。

　唇を、彼に奪われてもいい。いや、むしろ奪ってほしい。あの瞬間──目が合ったあの──心からそう思った。

　あるいは初めて見た、あの日から惹ひかれていたのかもしれない。ふと見たあの笑顔を初めから好ましいと思っていた。

　そして彼の人柄を知るうちますます気持ちは傾いた。

　かけてくれる声の優しさと柔らかな笑顔が日々の自分の支えとなり……そして、いつからだったのだろう、彼といる時間が楽しみになったのは。

　やはりこの気持ちは恋でしかない。

　嘉瀬のことが好きなのだ、と思った。だから。

「私は……。私は……嘉瀬さんのことが好きなんです」

　一海はじっと嘉瀬を見つめた。

　精一杯の、告白だった。しかし──。

「……ありがとうございます。先生にそんな風に思ってもらえるのは嬉しい。でも、ダメですよ」

　やるせない目で見つめられ、やんわりと拒絶された。その目には苦しげな色が浮かんでいる。

「でも……！」

「それ以上は言っちゃいけません」

　きっぱりとした口調の嘉瀬に次の言葉を遮られた。

「どうしてですか。私が男だからですか」

　一海は必死で食い下がる。

　さっきは、自分に口づけようとしたのに、なぜ。

　そんな思いを抱きながら、嘉瀬のシャツの袖を摑んだ。

　すると嘉瀬は優しくシャツから一海の指を解き、ぎゅっと目を閉じる。彼の眦まなじりから涙が滲んでいるのが見えた。彼はそれを指先で拭い去ると、再びゆっくり目を開ける。そうして一海を見つめながらかぶりを振った。

　嘉瀬はせつない瞳を向けながら、静かにそしてはっきりと言った。

「ぼくは、これで帰ります。コーヒーごちそうさまでした」

　全く振り向きもせず、嘉瀬は部屋を出ていった。それからもうそのドアは開くことがなかった。







　一海は結局帰宅することもできず、また眠れぬうちにそのまま一夜を過ごした。

　なんてことを言ってしまったのだろう。

　後悔ばかりが一海の頭の中を占拠していた。

　よくよく考えてみれば、男に告白されて嬉しいわけがないのだ。

　バツイチとはいえ、既婚者だった彼は同性愛者ではないのだろうし、だとすれば、あの未遂だった口づけだって、ふとした気の迷いだったのだろう。彼が口づけてくれるのかもしれないなんて、勝手に思い込んだ自分を殴りたくなった。

　いい気になって浮かれていたのだ。

　少しばかり嘉瀬が親切で、そして好意的だからといって、それが恋愛感情だとなぜ信じ込んだのか。いくら恋愛経験に乏しいからといっても、おろかしいにも程がある。

　嘉瀬は呆れただろう。バカな男だ、と嫌悪されたとしても仕方がない。嫌われたな、と溜息を吐いた。

　気がつくと夜が明けていて、窓からは朝の光がこぼれ出していた。

「朝、か……」

　のろのろと一海は腰を上げた。

　冷たくなって風味も飛び、飲めなくなってしまったコーヒーを流しに捨て、もう一度淹れ直す。

　粉が多かったのか、淹れたコーヒーを一口啜ると、とても苦かった。

「苦いな……苦い」

　じわりと目に涙が滲む。一瞬その涙を疲れ目のせいにしようとしたが、できなかった。

　あれほど池田や原島にいびられても泣くことなんかなかったのに、嘉瀬に嫌われたかもしれないと思うだけでこんなに悲しい。

　机の上には、チョコレートがある。包みを開けて、口の中に放り込んだ。

　甘いはずのそれが、今日はちっとも甘くなかった。幸せな気持ちになるはずなのに、気分はちっとも弾みやしない。

「おかしいな……。全然甘くない……」

　苦い、と一海はそう呟く。

　苦いチョコレートの味は、いつまでも一海の舌に残ったままだった。

　嘉瀬とはその日一日顔を合わせることはなかった。

　一海も敢えて嘉瀬の元へ訪れもしなかった。自分からは顔を出せない。

「先生？　一海先生？　セルが逆さま」

「え？　あ、ああ……ごめん」

　学生の実験を見ていても、上の空で何も手につかなかった。こんな状態ではアドバイスもろくにできない。

「ごめんね。今日は調子悪いみたい。明日でいいかな」

「いいっすよ、別に。つか、先生も嘉瀬さんも今日おかしいって。顔合わせようとしないし。ケンカでもした？」

「ん……そんな感じかも。全面的に私が悪いんだけど」

「じゃあ、早いとこ謝った方がいいっすよ。嘉瀬さん、なんか気にしてる感じだったから。きっと謝ったら許してくれるって」

「そうかな」

　詫びれば、また嘉瀬は元のように笑って話をしてくれるだろうか。

「嘉瀬さん、根に持つような人じゃないですって。あんなに仲よかったんだから大丈夫っすよ」

「そうだね……そうするよ。ありがとう」

　学生にはそう言ったものの、果たして謝ったところで嘉瀬は一海にこれまで通り接してくれるとは思い難かった。

　池田の言う通りに、一海という人間はやはり色仕掛けで男を誘う男だったのだと思われたに違いない。

　学生もいなくなり、ポツンと一人取り残された部屋で、一海は睫毛を伏せた。

　今更、自分のしでかしたことの大きさに気付く。一海は寒々とした実験室で両手を身体に回し、自分で自分の身体を抱きしめた。
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「足立くん、ねえ、きみ今日はぼくに付き合ってくれるかな」

　珍しく、鹿島が同行を求めてきた。今日の鹿島のスケジュールは、産学連携の会議となっている。

「仕事の方は今日はいいから、ちょっとぼくに付き合いなさい」

　普段誰にも付き添いなど求めないのに、今日に限ってなぜか一海を強引に連れ出そうとしている。もちろん、一海に拒む権利はない。

「それじゃ、行ってきます」

　研究室に残っている学生に、何かあれば携帯に連絡するようにと言い置いて、一海は鹿島と出掛けた。

　鹿島が一海を連れていくくらいだから厄介な案件かと思っていたのだが、会議は拍子抜けするほどあっさりと終わった。

　しかし今日の会議が短時間で終わることは鹿島も承知していたらしい。特段驚くわけでもなく、実に飄々としたものだった。

「あ、先生、地下鉄はこっちです」

　会議が終われば当然帰るものと思っていた一海は、鹿島が地下鉄の駅とは逆方向へ歩き出したのを見て、そう言った。

「いいんだよ。こっちで。きみもほら、早く」

　さっさと歩き始める鹿島の後を、一海は慌てて追いかけた。

　ここ数日寒い日が続いていたが、今日は打って変わってポカポカの陽気だった。青空が広がっていて気持ちがいい。

　暖かな日差しの中を歩いていると、うっすらと汗ばむほどだ。額に滲んだ汗を手の甲で拭う。用もなく街中を歩くのはいつ以来だっただろうか。殊に最近は気持ちも寒々と冷え切っていたから、太陽がこんなに暖かいと思い出すこともなかった。

　街路樹の銀杏いちようの葉が太陽の光と融け込んで眩まぶしい。路面も金色に彩られていた。

「今日は天気がいいねえ。お、うっかり銀ぎん杏なん踏むとこだった。あぶないあぶない」

　臭いんだよね、これ、と言いながら、鹿島は暢のん気きに歩いている。

「知ってるかい、イチョウは自生しているものはないんだよ。世界中にあるのは全部移植されたものなんだ。人為的にね、増やしてるだけなんだよ」

「そうなんですか」

「そうらしいよ。山の中にイチョウの木なんかないだろう？」

　他愛もない世間話をしながら銀杏並木を抜け、鹿島はいきなり細い路地へと入っていった。

「先生、一体どこへ」

　一海は訊ねたが、鹿島はニコニコしたまま「まあ、いいからいいから」と一海に取り合うこともなく、足取り軽く歩いてゆく。路地の先は住宅街だ。一体どこへ連れていかれるのだろうと一海はあたりをきょろきょろ見回した。

「さあ、着いた。今日はめいっぱい美お味いしいものを食べよう」

　そう言って鹿島が立ち止まったのは、一軒の小さな洋館だった。どうやらここで食事をするつもりらしい。表には小さな看板がかかっているきりの、こぢんまりとした店だった。いわゆる隠れ家レストランというものだろうか。

「何してんの。足立くん、早く」

　手招きをして鹿島が一海を呼び寄せた。慌てて一海は鹿島の元へ向かう。

「予約していた鹿島ですが」

　そう鹿島が店の主人に伝えるのを聞いて一海は目をぱちくりとさせた。

「どうしたの」

　鹿島がきょとんとしている一海を見て不思議そうにそう言った。

「いえ、あの、予約って。わざわざ……？」

「何おかしなことを言っているんだい。当たり前だろう。いいから、早く早く」

　案内された席は、日当たりのよい窓から店の庭がよく見えた。イギリス式の庭には、さすがに秋なので種類も限られるのだろうが、カラーリーフや菊の仲間と思おぼしき、小さな花びらをたくさんつけた色とりどりの草花がところ狭しと咲き誇っていた。

　このところ、色のついたものというと、それこそ試薬などの化学物質くらいでしかお目にかかっていなかったから、こういう世界もあったのだと思わず見とれた。

「一杯くらいならいいだろう」

　鹿島は勝手に二人分のグラスワインを注文した。

　乾杯、という声に促されて一海はグラスを持ち上げ傾ける。カチンというガラスの奏でる軽やかな音色が響いた。

　鹿島は「本来はグラスを鳴らすのはマナー違反だけどね」と茶目っ気たっぷりに笑い、一海はその笑顔に緊張を解いた。

　料理はフレンチのフルコースだった。コース料理など滅多に食べないので、次々運ばれる料理の多さに一海は面食らってしまった。

「何遠慮してるの。早く食べなさい。美味しく食べてあげないと料理が可哀想でしょう。このエビとエゾバフンウニのラビオリ、美味しいよ」

　一方の鹿島は、そう言いながらとろりとしたソースが絡んだラビオリを口に運ぶ。一海も鹿島に倣ならって、皿の上のラビオリにナイフを入れた。

　ウニの鮮やかなオレンジ色とピンク色のエビが、ミルク色の生地に包まれている。カプチーノ仕立てということで、ふんわりとした白い泡がラビオリに添えられていて目にも楽しい。そっと口に入れると、芳ほう潤じゆんな磯いその味と甘さが口の中に広がった。

　とても美味しいが、しかし、鹿島が一海をここへ連れてきた意図がわからなかった。

「美味しい……！　でも、あの、先生どうして……？」

「たまにはいいじゃない。きみには少し気分転換が必要だ」

「先生……」

「ぼくもね、きみには悪いと思っているんだよ。今の状況がけっしていいものじゃないとわかっているんだけれどもね。嘉瀬くんが来て少しはよくなったかと、きみの顔色を見て安心してたんだけど、また最近は元気がなさそうだ」

「いえ……別に……」

　仕事としては嘉瀬が来てからいくらか楽にはなった。が、鹿島が心配する元気のなさというのは仕事のこととは別のもので、それを鹿島に言うわけにはいかなかった。

「池田と原島のことは、すまない。ぼくは全く気付かなくてね。嘉瀬くんから言われるまで、そんな風にされているとは知らなかった。忙しくて研究室に殆どいないからってのは言い訳だが、申し訳ない。今日はそのせめてもの詫びとそれから息抜きだ。旨うまいものを食べると人間元気が出る」

　嘉瀬が進言してくれたのだ。そこでまた押しとどめていた、彼への思いがひたひたと満ちてくる。テーブルの下で、ぎゅっと拳を作って握りしめることで、こぼれ出しそうになる何かをやっと堪えた。

「すみません。先生にまでお気遣いいただいて」

「きみは、中沢先生から預かった大事な人だからね。中沢先生は手放したがらなかったんだが、無理を言ってきみを公募に応募させるように仕向けたんだ」

　そうだったのか、と一海は鹿島の口から恩師の名前が告げられるのを聞き、自分は鹿島に請こわれて来たのだと、知らなかった事実を初めて耳にした。

「覚えてないかな。ぼくが中沢先生の研究室に何度か訪ねていたのは、きみもよく知っていると思うけど、まだきみが修士のときに会ってたんだよ」

　それも覚えていなかった。目の前の鹿島が途端に近い人に思えてくる。そんなことも知らずに二年弱、過ごしていたのだ。

「昔、学会で賞を取ったことがあっただろう、あのときにきみがいつかうちに来てくれないだろうか、って思ったんだ。きみの発表はきれいだった。スライドを見ながら、ぼくはね、きみの世界に没頭していたんだ。まあ、池田流に言えば誑かされた、って言うのかい？　あの発表の後で、きみに話しかけたんだが、覚えてないかな」

　あはは、と豪快に鹿島は笑う。

　鹿島のいう学会では一海は緊張していたので、ぼんやりとした記憶しか残っていないが、話しかけてくれた人がいたのは覚えている。あれが鹿島だったのか。

「そういう意味ではきみはきみの身体で……まあ、この場合は脳のう味み噌そ、なんだけれどもね、ぼくに取り入ったってことになるようだ。池田の言うこともあながち間違っちゃいない」

　お肉、美味しいよ。そう言いながら、鹿島はナイフで切り取った肉を口に運んだ。

「とにかく、まあそんなことだから、ぼくはきみに来てもらいたかったんだよ。池田には悪いが、彼を助教にってことはぼく自身全く考えてなかったんだ。それに、彼は自己顕示欲の塊だ。研究者はときに我欲を強く持っていなくちゃいけないんだが、彼はそれが強過ぎる。プラスに働けばいいんだが、彼に関しては全てマイナスだ。それでは困る。悪いが、長い目で見てやってくれ。池田も原島もぼくがちゃんと釘を刺しておくから。あー、そうそう、そういう点では逆にきみは控えめ過ぎるな。そこは悪いところだ。もっときみは自分がしたいことを前面に押し出しなさい」

　優しく叱られて、一海は泣きそうになる。

　見る人は見てくれている、といういつかの嘉瀬の言葉を思い出した。自分では全く意識していなかったが、きちんと評価して自分を必要だと言ってくれる人がいる。それだけで震えるような喜びが湧き起こった。

　認められるということは、こんなにも嬉しいものなのか。

　嘉瀬には拒まれたが神様は可哀想だと思ったのか、一海に少しだけご褒美をくれた気がした。

　こうして鹿島と食事ができるなんて思わなかった。美味しい料理と、美しい景色、久しく触れていなかったものばかりに囲まれて、鹿島とゆっくり時間を過ごしている。なんだかとても不思議な気分だった。
















　お茶菓子でございます、とデザートの後に、コーヒーと一緒に出てきたのは小さないくつかのチョコレート菓子だった。

「チョコ……」

　一瞬眉を顰めた一海の表情に鹿島が「嫌いなのかい？」と声をかけてきた。

「……あ、いえ、嫌いじゃないです。この間買って食べたチョコがあまりにまずかったことを思い出してしまったので。こちらはとても美味しそうですね」

　咄嗟にでっち上げの噓をつく。きゅっと心臓のあたりが引き攣つれるように痛んだ。

　チョコレート菓子を口に入れると、嘉瀬の顔が頭の中を過っていった。好きだ、という気持ちは、甘いだけだと思っていた。数少ない恋愛経験で、辛い思いをしたことがなかったせいかもしれない。

　恋だと思い込んでいた、高校生のときに初めて付き合った女の子とは、キスだけして、卒業と共に付き合いも立ち消えになった。彼女から告白されてふわふわと浮かれたまま付き合い始め、また終わりは自然消滅だったから、本当の恋がこんなに辛くて苦いものだと思いもしなかった。

　嘉瀬に出会って初めて知った、甘い、苦い、この気持ちはこの焦げ茶色の菓子の食味と同じものだ。魅力的で心を捕まえて離さず、一度味を知ってしまえば何度でも何度でもほっしてしまう。忘れられず、その虜とりこになる。いつまでもいつまでも魅了されたままだ。

「美味しい……」

　呟き、一海はその甘く苦い味を飲み込んだ。
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　夕暮れの道を、かさ、かさ、とわざと枯葉を踏みしめながら歩く。

　ささやかな、ストレス解消だ。

　近頃は仕事にゆとりができたこともあって、夕方になるといくらか休息を取ることもできている。しかも今日は会議が早く終わったことで更にまとまった時間が空いてしまい、一海は普段あまりない一人きりの時間を過ごしていた。

　足の裏から伝わる乾いた葉の感触は、寒い日の水たまりにできた薄氷を踏みしめる感触に似ている。

　おそらくそれがあったなら一海は間違いなく全部の水たまりを踏んで歩いていただろう。あのなんともいえない、パキパキと氷が割れる音と感覚は一種の爽快感をもたらす。

　今はそんなものはないから、せめて枯葉で代用しているだけだが、それでも多少の気分転換にはなった。

　一海がメインの構内道路ではなく、わざわざ人気のない研究棟の裏道を選んで歩いていたのは、誰にも会いたくなかったからだ。

　ここ数日は研究室にもいたくなくて、仕事の合間にはこうして逃げるようにして外を歩き回ることが多かった。

　もともと一海が実験室に行かなければ、嘉瀬とはそう顔を合わせることはない。一海は研究以外の業務が多いのを理由に、意図的に嘉瀬のいる実験室に立ち寄らないようにしている。前のように彼と笑って話ができるとは思えなかった。

　しかし嘉瀬と顔を合わせることがなくなってから、どうしてか池田がしつこく付きまとってくるようになった。さっきも机に座って事務仕事をしていると「最近あいつと一緒にいないんだ」と池田の息がかかるほど身体を近づけられた。

　前に嘉瀬が言っていた通り、池田は自分に気があるのだろうか。

　考えると、ぞわりと寒気が走った。

「考えない、考えない」

　一海はぎゅっと目を瞑つぶって不快な思いを頭から追い出そうとした。

　薄闇の空は一海の暗い顔を隠すのにもちょうどいい。歩き回ることでいろんなものを吐き出し、やっと気持ちの平衡を保てている。

　また近頃は仕事へ逃げてもいた。

　仕事に没頭していると、何も考えなくてすんだ。無駄な思考を一ミリたりとも頭の中へ侵入させたくなくて、一海はただひたすらに仕事へ思考を埋没させた。

　不意にぽっかり空いた時間ができてしまうと、そこへ辛い思いがすぐに押し寄せてくる。

　今の一海に、その気持ちへ向き合う勇気は出なかった。

　ひたすら仕事をして、そうして体力の限界が訪れると電池が切れたように意識が落ちる。そんな毎日だ。

　ただ、そのおかげで仕事は順調にこなせていた。原島からの小言も見違えるように減り、今ではもう何も言われなくなっている。実験や学生の面倒の多くの部分を嘉瀬に任せていることもあって、一海の負担が少なくなったから当然といえば当然なのだが。

　また仕事でのストレスが軽減されたためか、以前あれだけ一海を苛さいなんでいた、胃痛や頭痛も今は殆どない。

　初めからこれだけスムーズに仕事が回っていれば、原島は小言など言わなかっただろうし、そうしたら鹿島も嘉瀬をアシスタントに連れてこなかったかもしれないな、とぼんやりと思う。

　──会わない方がよかった。

　嘉瀬に会ってしまったから、恋に落ちた。会わなかったら恋に落ちずにすんだ。こんな風にいつでも、どこでも、彼のことだけを思うこともなく、ひたすら仕事をしていたはずだ。

　けれど、果たして会わなかった方がよかったのだろうか。

　一海は一本の銀杏の木の前で足を止めた。

　銀杏が落ちている。それは誰かに踏み潰されていて、果実は潰れ、独特の匂いを放っていた。

　先日、銀杏を踏みつけそうになったときに見せた、鹿島の渋い顔を思い出す。

　潰れなければ、この実に内包されている独特の匂いを知る者はいない。体験して初めて知ることなんて世の中にはたくさんある。

　己で体験し、そしてその体験を自分の身に蓄積する。それが学習というものだ。

　そして学習して人はその器を大きくしていく。

　嘉瀬と出会い、本当の恋心というものを知って、一海はいかに自分が何も知らなかったか痛いほど気付かされた。

　薄っぺらだった自分に、短い間だったけれど恋する楽しさと切なさを教えてくれたのは確かだ。

　嘉瀬がいなければ、誰もが経験するそんな感情すら、きっとずっと知らないままだっただろう。

　それに、仕事の上でも、一海に自信を持たせてくれたのは彼だった。

　一海は銀杏の木から離れ、また枯葉の上を歩き出した。

　ただ、と一海は思った。

　失恋と向き合うには、もうしばらく時間がほしい。考えるのは辛い。

　そう思いながら裏道を歩く。再び、かさ、かさ、と枯葉の音を鳴らした。

　しばらくそうしていたが、寒いし身体も冷えてきた。そろそろ戻らなければと溜息を吐きながら研究棟の裏口へ回ったときだった。

「先生？」

　声がして、顔を上げるとそこには嘉瀬がいた。

　一海は、小さく会釈して嘉瀬の横を擦り抜けようとする。薄闇は動揺で強こわばったこの顔を隠してくれているだろうか。

「待って」

　腕を摑まれ、引き留められる。

「離してくれませんか。戻らないと」

　嘉瀬の顔を見ずに、一海はそう言った。まだちゃんと笑って話せる自信がない。震える声を聞かれることや、ぎこちなくなってしまう表情を見られたくなかった。

　しかし、嘉瀬の力は強く、一海の腕を摑んだまま離そうとはしない。

「逃げないでください」

　なぜそのまま行き過ぎることを許してくれない、と一海は小さな憤りを覚えた。放っておいてほしい。こんなに今自分の身体が消えてなくなればいいと思ったことはなかった。

「どうして避けるんですか」

「……放っておいてください」

　まだまともに嘉瀬の顔が見られない。せめてもう少しきちんと見られるようになるまではと勝手なことを思う。

「そんなことできるわけないじゃないですか。泣きそうな顔している先生を放ってなんかおけない。こっちを見てください」

「私が泣こうが泣くまいが、嘉瀬さんには関係ないです」

　手を引かれ、振り向かされる。

　一海は何も言わずに、顔を背けた。大人げない。

　嘉瀬にきちんと向き合わなくてはならないと、頭は命じているのに、気持ちが伴ってくれない。心はそれを拒んで、目を合わせることができなかった。

「ごめんなさい、先生。ぼくが悪かったから。だから、ぼくを見て」

　何を悪かったと言うのだろう。嘉瀬はちっとも悪くない。

「お願いです。嘉瀬さん。このまま私を放っておいてください。ごめんなさい、気持ち悪いことを言ってしまって。あのことはできるなら忘れてください」

　お願いします、と一海はようやく嘉瀬の目を見た。

　彼の目がいつもと違う。いつものように優しい眼差しではなく、どこか頼りなげに、また不安そうに歪ゆがんでいた。

　どうしてそんな目をして自分を見るのだ、と一海は居たたまれなくて目を伏せる。

「この間のこと……許してください。あんな……あんな態度を取るつもりじゃなかった。先生を悲しませたり、傷つけたりするつもりじゃなかったんです」

　今まで聞いたことのない、苦いものを含んだ口調に一海は改めて嘉瀬を見た。

「そんなの……」

　嘉瀬らしくない言い訳じみた言葉に、つい反抗的にな考えが頭を擡げる。詭き弁べんだ、と続けてしまいそうになり、戒いましめるように唇をきゅっと嚙んだ。

「好きだと言ってもらえて、嬉しかった」

「噓……」

「噓じゃありませんよ。ぼくだって先生のことは好きだった。ここに初めて来たときから、ずっと」

　思いも寄らなかった嘉瀬の告白に、瞬きもできずに目を瞠みはった。

「でも、ぼくは先生に好きになってもらえるような男じゃない。本当のぼくを知ったら嫌いになります。だから」

　嘉瀬は泣き笑いの表情を作る。

　こんな嘉瀬の取り繕うような言葉を聞きたい訳じゃなかった。それならよほど嫌いだと言ってくれた方がましだ。これでは自分が惨め過ぎる。

「そんなの……はっきり言えばいいじゃないですか。言い訳しなくたっていい。それとも同情ですか？　私が可哀想だからって、そんな風に慰めてくれなくてもいいです」

　失礼します、と言って、一海は嘉瀬の手を振り払い、通り過ぎようとした。が、再び腕を摑まれる。

「違う……！　言い訳なんかじゃない。──そんな風に聞こえていたらごめんなさい」

　頭の上から降ってくる声は、どこか悲しげだ。それに腕を摑んでいる指に躊躇ためらいを感じる。何を彼は逡しゆん巡じゆんしているのか。

「本当は今すぐこの手に抱きしめてキスしてそしてぼくのものにしてしまいたいくらい……私はあなたのことが好きです」

「もういいですから！」

　一海は大きな声を出した。いつも彼が吐く甘い言葉は今は単なる棘とげにしかならず、心に突き刺さるだけだ。これまで心地よかった言葉遊びめいたセリフがひどく噓くさいものとしか聞こえない。もう何も聞きたくなかった。

「もう……いいです。考えてもみてください。私達、男同士じゃないですか。嘉瀬さんは本気で私とセックスしたいって思えますか？　思えないでしょう？　いくら私があなたに告白したからって、噓を吐いてまで応えてくれなくていいです」

　震える唇は果たしてはっきり言葉を紡つむいでいるのか。上擦ってひっくり返りそうになっている声で一海は訴えた。

　なのに返ってきた言葉はひどく意外なものだった。

「できますよ。セックス。あなたを抱きたいって、ずっと思っています」

　信じられない。

　それならなぜ拒むのか。なぜその通りにしてくれない。拒絶する理由はどこにあるのか。

「おためごかしはやめてください。そんなことを聞きたいんじゃない」

　揶揄われているのに違いない。一海の告白を受け入れもせず、拒んでいるのに、彼は一海のことを好きだと言う。セックスしたいとまで言う。この矛盾を一体なんと説明するつもりなのか。

　そこに等しく繫がる符号は見られない。即すなわち、一海は嘉瀬に揶揄われているに違いない。どう考えてもその答えしか導けなかった。

　もう惨めな思いをするのは嫌だ。

　心の中が辛い気持ちでいっぱいになっていた。表面張力でまるくなった水面のように。あと一滴でも何か落ちてきたら、何もかも全部溢れてしまいそうだった。

「ごめんなさい。先生を傷つけたくなかったのに、ぼくは結局もっとひどいことをしてしまったんですね」

　嘉瀬の手が一旦一海の腕から離され、そのまま滑るように一海の顔に触れた。指先で、眦をなぞられる。指先が辿った先に濡れた感触を覚え、そこではじめて自分が涙をこぼしていたと知った。

「本当に、ぼくという人間はどうしようもない」

　どこか遠くを見るようにしてから、自分自身を戒めるように嘉瀬はくっと唇を嚙み、拳を握りしめていた。血の気を失うほど力を込めているその手が微かに震えている。何か、思い返しては悔やんでいる、そんな風に見えた。

　しかし、そんなのは一海には関係のないことだ。

「私には嘉瀬さんの言ってることがわからないです。ねぇ、私はどうしたらいいんですか。わからない。もう、これ以上私の気持ちをかき乱さないでください。そっとしといて……！」

　優しくされると、また勘違いしてしまう。また答えを間違える。

　嘉瀬の言葉の裏に隠されている、本当の気持ちがわからない。果たして一海のことを好きなのか嫌いなのか、どんな分析法を用いればそれがわかるのか。叶わない思いに何を混ぜ込んでも、方法を変えても無駄だとわかっている。だからこの実験が失敗だと誰かはっきりと証明してほしい。

　冷たい木枯らしに足下の葉が動き、ガサガサとうるさい。これ以上頭の中を惑わす雑音を増やさないでとばかりに一海は両手で自分の耳を塞いだ。

　嘉瀬はまた、ごめんなさい、と謝り、そして息を詰めるように口を噤つぐんだ。

　一海は嘉瀬に背を向けた。嘉瀬の顔を見ているだけで辛い。

「話を……。許されるなら……ぼくの話を聞いてもらいたい。全部お話ししますから」

　背後からひっそりとした声が聞こえたのは、詰めていた彼の息が吐き出されたときだった。

　聞くべきか聞かずにいるべきか一海は逡巡する。が、嘉瀬の声があまりにせつなくて単に一海に言い訳するだけの話ではない気がした。誘われるように、一海は振り向いた。

「……聞きます……聞いて、いいのでしたら」

　もうこれ以上には惨めになれないだろうから、一海は嘉瀬の話へ耳を傾けようと決めた。

「ありがとう。……みっともないし、長い話になりますがいいでしょうか」

　嘉瀬はどこか救いを求めているような縋すがりつく目をして、一海に訊ねる。頷くと、嘉瀬はいくらかほっとした顔をして「中へ……入りましょうか」とこれまで聞いたこともないような頼りない声でそう言った。







　研究室にはもう人っ子一人いなかった。

　週末ともあって皆さっさと帰ってしまったらしい。そういえば、じきに学祭だから、そろそろ準備に忙しくなると誰かが言っていた。

「珍しいですね。まだ早い時間なのに」

「もうすぐ学祭ですから。来週からはきっと皆ここに泊まり込みになるし、今日くらい早く帰ろうと思ったんじゃないでしょうか」

「なるほど」

　こうやって話をしていると、また元のように普通に話ができる気がする。自分の気持ちにも気付かなかった頃に時間が戻るなら、戻ってほしい。

「今度はぼくが淹れましょう」

　嘉瀬はそう言って、コーヒーを淹れ始めた。

　一海は自分の席に着く。

　流し台に向かう嘉瀬の背中がいつもよりもくたびれているように見えた。

　彼も自分と同じように、少しは悩んだりしたのだろうか。本当に自分のことを好きなのだろうか。いくつもの思いが、コーヒーが入るまでに一海の頭の中をぐるぐると駆け巡っていった。

「どうぞ」

　差し出されたカップを受け取ると、嘉瀬は一海の隣の席に腰掛けた。

　どちらも無言のまま、コーヒーを啜る。

　身の置きどころのない重苦しい空気の中、カップから真っ白い湯気が立ち上っていた。その湯気の揺らめきを見つめながら、話の切っ掛けを待つ。

　こちらから切り出した方がいいか、そう思っていたとき嘉瀬が「どこから話せばいいかな」といつになく重い息を吐いた。

「聞いても気分の悪くなるだけの話なんです。それを先生に聞かせるのはけっして本意じゃないんですが」

　嘉瀬は泣き笑いの表情を浮かべた。ただ無理に笑顔を作ろうとしていた。その表情から嘉瀬がきちんと一海を思いやってくれていることがしみじみと伝わる。

「聞かせて、ください。聞かせてくれるんでしょう？」

　聞いて気分の悪くなる話、と敢えて言う話。普通ならばそんな話に耳を貸したくはない。だが、一海は聞きたかったのだ。聞いてはっきりとこの思いに決着をつけたい。

「ええ……そうですね」

　眉間に皺を寄せた嘉瀬が切り出そうとしたのを一海は手で制した。

「あ、ちょっと待ってください」

　そうして自分の机の引き出しからあるものを取り出す。

「どうぞ」

　それを嘉瀬に手渡した。

　チョコレートだ。嘉瀬にチョコレートをもらって以来、一海は机にチョコレートを常備するようになっていた。

　結局、一海は嘉瀬のことが好きで仕方がないのだ。こんなところまで自分はもう彼に影響されている。

　嘉瀬にはこのチョコのように甘い気持ちも苦い気持ちも教えてもらった。

「これは……」

　嘉瀬は目をぱちくりとさせた。意表をつかれたとばかりに、ぽかんとした顔をしていた。

　なぜいきなりこれを、と嘉瀬は思っただろう。

　一海ははにかんだように小さな笑みを浮かべる。

　チョコを食べると幸せな気分になると言ったのは彼自身だ。だったら、このチョコの一ひと欠片かけらが今の彼の思い詰めた気持ちを少しは解してくれやしないかと一海は思ったのだ。

「チョコですよ。今の嘉瀬さんはとても辛そうに見えるから。きっとこれ食べたらそこの皺取れますよ」

　一海は嘉瀬の眉間にできている皺を指さした。すると嘉瀬の口から微かな笑い声が漏れる。

「はは……ははは……。ああ……全く……先生には敵かなわないな」

　思わずといったようについて出た笑い声と共に彼は首を振る。そうして目を細め、いただきます、と一海の渡したチョコレートを頰張った。

「甘い……。本当に……あなたって人は……」

　そう言いながら嘉瀬はひとつ大きく息を吐く。

　その顔には先ほどまでの暗い色はもうなかった。目元は和らぎ、穏やかな一海のよく知っているいつもの嘉瀬の顔だ。一海は安あん堵どした。

　微かな沈黙の後、嘉瀬が口を開く。

「離婚した理由を聞いてくれますか？」

　ええ、と一海は答える。すう、と息を吐き嘉瀬は口を開いた。

「別れた妻とぼくは、いわゆる友情結婚、というやつなんです」

「友情結婚？」

　これまで耳にしたことのないものだった。

「そう。言い方はきれいですが、一種の偽装結婚、です」

　偽装結婚、という言葉に一海は目を見開いた。

　嘉瀬の説明によると、友情結婚というのは、普通の恋愛ではなく友情の結びつきで結婚することらしい。

　お互いの都合で、いい関係を築き結婚する。ケースとして性別の異なる同性愛者同士という場合が多いが、つまるところ、お互いを隠かくれ蓑みのにするということだ。困惑している一海をよそに嘉瀬は続ける。

「ぼくはね、先生、女性を抱くことができないんです」

「え……？」

　驚く一海に嘉瀬は「ゲイなんですよ」小さく付け加えた。

「友達としては付き合うことができるけど、それ以上の恋愛感情は持てない。恋愛対象は専もつぱら男性です」

「じゃあ……」

「ええ。男性しか愛せないんですよ。だからさっきあなたに訊かれたとき、ドキッとした。これまでずっと、あなたに欲情している自分を隠していましたから。それを知られてしまったかなと。そんなわけです。だけど性癖は直しようもないし……若いときはそれでもよかった」

　ですが、と嘉瀬はひとつ溜息を漏らした。

　嘉瀬が結婚適齢期になり、周りがうるさく言うようになると、彼自身プレッシャーを感じるようになってきていた。

　特に彼の家は古くから続く家柄であったため、結婚してようやく一人前と見なされていたという。

「彼女とぼくは友人の紹介で出会ったんですよ」

　同性愛者同士の集まりで出会った彼の元妻も嘉瀬と似たような境遇だったという。男性とは性的な関係を持つことができず、だが、家族からは結婚をせっつかれていたらしい。

　嘉瀬と悩みが同じということもあって、彼との形だけの結婚に合意したという。

「形だけ整えれば、周りをごまかすことができる、そう安易に考えました」

　バカだったんですよ。と嘉瀬は苦く笑う。

「はじめはうまくいっててね、結婚生活、といっても単なる同居のようなものでしたが。それでも、順調にいってると思ってたんです」

「…………」

　一海は黙って聞いていた。何を言っても今の嘉瀬の話に水を差してしまうと思った。

「男性同士ってね、先生、刹那的な恋愛が多いんですよ。一生を共にできるパートナーに巡り合えるというのはとても低い確率なんです。出会って、セックスして、セックスの相性がよければセフレとして付き合う、そんな感じでしかない。ぼくはそういう付き合いにもう魅力を感じなくなってしまったんですね。だから今更同性の恋人がほしいわけでもなかった。その上、妻はとても素敵な女性でした。友達として本当に尊敬できる──。うまくいっていたのです。本当に。ですが……今度は子供のことを要望されるようになって……」

　嘉瀬は俯いた。

「子供……？」

「はい。跡継ぎです。うちは古い家でね、まだそういう時代遅れのことを言われるんですよ」

　途絶えても誰も惜しむような家でもないのですけどね、と彼は唇を引き上げて自嘲気味に言った。

「ぼくの家だけでなく周囲にうるさく言われ、その重圧で妻はノイローゼになりました。ぼくが仕事で忙しかったのもあって、矛先が全て妻の方へ向いてしまったのです。彼女はぼくを心配させまいと抱え込んでしまって。もともと真面目な女性でしたから」

「あの、余計なことかもしれませんが。赤ちゃんは例えば体外受精とか、そういう方法は考えなかったんですか？」

　一海は訊いた。聡そう明めいな嘉瀬のことだ、子供を得るために性行為をせずとも他に方法はある。それは考えなかったのだろうか。

「彼女との結婚の条件が、子孫を残さない、というものだったんです」

「それは……どうしてなんですか」

「彼女、施設育ちなんです。子供の頃、実の父親から性的虐待にあって育ったと言っていました。運よく保護されて施設で暮らし……それから今の養父母に引き取られて、医師という仕事に就くまでになったんですが。だから、男性がダメなんです。それに実父の血が自分自身にも流れていることを嫌悪しているので、自分の血を引く子孫をね、残したくないと」

　だが育ててくれた養父母のことや、嘉瀬のことを考えると子供を作った方がいいのでは、と思い悩んだという。次第に病んで、ある日自らの命を絶とうとしたらしい。

　偶然訪ねた家族が見つけて大事には至らなかったが、ひとつ間違えば取り返しのつかないことになっていた、と嘉瀬は頭をぐしゃぐしゃ搔きむしった。

「あと少し遅かったら……そう思うとぞっとします。ぼくはやはりきちんと家族にカムアウトしなくてはいけなかった。子供の話が出た時点で、家族には彼女と結婚したいきさつを説明すべきだったんです。そうしたら彼女も傷つかずにすんだ。世間体を気にし、彼女を守りきれなかった……」

　その声音にはひどく後悔の色が滲んでいた。

　嘉瀬が仕事を辞めた理由は、精神的に追いつめられていた妻のケアをしていたからであった。自らその結婚を提案した以上、全て責任は自分にあると嘉瀬は考えたのだ。

　幸い、彼の妻はすぐに立ち直ったらしい。

　──しかし。

「でも、やっぱりダメでした」

　彼女に償いたかったが関係を修復することができなかったと、嘉瀬は遠くを見た。

「元に戻るには遅かったんです。お互い疲れてしまって……離婚するしかもう」

　全てを解決するためには、離婚しか残されていなかったと嘉瀬は静かに言い、そして一海に向き直った。

「この前のあの日は、彼女から、しばらく日本を離れると突然連絡があったんです。それで彼女に会ってきたところでした」

　宴席を中座したのはそのためだったらしい。

「だから、急に？」

「ええ。モタモタしていると、二度と会えなくなりそうだったので」

　それに、と嘉瀬は続けた。

「彼女の出発は月曜日だそうです。本当は空港まで行きたいのですが、見送りはいらないと、きっぱり言われてしまいました。見送らせてくれないほど傷つけたのだなと。一度は家族だった人ですし、これからも支えたいとは思っていた人ですから、何かあれば力になるとだけ伝えてきましたが、それしか言えないのが情けなくて……」

　嘉瀬はカップを持ち上げ口を付けたが、すぐに離した。湯気もたたなくなった冷めたコーヒーに顔を顰めている。

「冷めてしまいましたね。新しいの淹れてきましょうか」

　嘉瀬は再び席を立った。

　ややあって戻ってくると「こういう風に先生に話すことで、多分ぼくは自分のしたことを、懺ざん悔げしたいんだと思います」と嘉瀬は寂しそうに笑った。

「懺悔、ですか」

「ええ。誰かに打ち明けて自分の気持ちを楽にしたいだけなんでしょう。卑ひ怯きようなんですよ、ぼくは」

　背負う荷物を少しでも軽くしたいのは誰しも同じだ。誰が一体嘉瀬を責められるというのだろう。一海はただ嘉瀬の話を聞くだけなのに、それすら卑怯だと自らを責めている。やりきれないな、と一海は思う。

「……彼女に対して結局私は何もしてやれなかった。こうして彼女を一人で旅立たせてしまうくらい傷つけた。どんなに彼女が辛かったか、苦しかったか、そう思うと……後悔ばかりです」

　はじめはね、と嘉瀬は続けた。

「離婚するまでは、そりゃあ辛かったのは確かに辛かったんですが、耐えられないほどじゃなかった。正直、離婚、という結論に達したとき心のどこかでほっとした部分もあったんですよ。これで厄介事から全部解放されるって。そして、ぼくはあなたに会ってしまった。好きだな、って思ってしまったら止まらなくなって……。離婚したばかりなのに不謹慎ですけど、口説いてみてもいいかなって、そんなことも考えました」

　嘉瀬は苦く笑い、かと思うとすぐに俯き首を振った。

「でも、何もかもうまくいくわけじゃなかった。旅立つと聞いて改めて彼女の傷の深さを思い知りました。私があなたに出会い、惹かれる気持ちを止められなくて浮かれていた間も、彼女はきっと辛い思いをしていたんですよね。ぼくが、あなたをどう口説こうか、って考えていたときにですよ……！」

　憔しよう悴すいしている嘉瀬にかける言葉は見つからなかった。というよりも、今の嘉瀬に言葉をかけることは、ひどくおこがましい行為に思えた。

　彼も彼の妻も誠実でありたかったのだろう。──お互いの家族に対して。たとえ周りを欺いても、それが全てに対して誠実であるのだと信じた。誰が悪いわけでもない。彼らはただ、誰も傷つけまいとしただけなのに。──神様は残酷だ。

「あの日も、彼女を傷つけたと思い知ったのに、ぼくはあなたを抱きしめて──ほんの少しだけ、あなたを抱きしめて甘い思いに浸りたいと思った。ずるい男です」

「あまり……自分を責めないでください」

　一海の言葉に嘉瀬は首を振る。その目には涙が滲んでいた。

「恋心なんか、どこかに置いてきたと思っていたのに。離婚して、もう誰とも関わらずに生きていこうって、決心したはずなのに。先生に触れたくて堪らなかった。あなたが可愛くていつでも気になっていました。儚はかなそうなくせに、意外と強くて。なぜこの人はこんなに意地悪されても真っ直ぐで……それに一所懸命でいられるんだろうって」

　あなたばかり目で追っていました、と嘉瀬は言う。

「あなたに好きだと言いたかった。でも……彼女に負い目を感じている中途半端な状態で、あなたを抱きしめても今度はあなたを傷つけるだけだから。そう思って、踏みとどまったつもりだったんですが。……それはあまりに自己中心的だったと後から気付きました。どうやらぼくは人を思いやる気持ちに欠けているらしい。結果的にはあなたさえ傷つけてしまった。ろくでもないですね」

　そういうことだったのか、と一海は思った。あの拒絶にはそんな理由があったのだ。

　相反する気持ちを押しとどめて、彼は最終的に自らを律したのだった。

　彼らの破綻は誰のせいでもない。ただ、その関係性が歪いびつであっただけだ。不自然な力を無理矢理に作用させると、また逆に反発する力も作用させた力に等しいだけ働く。

　一海には想像することしかできないが、彼らの関係性が十分に複雑な事態を引き起こしたことだけは理解ができた。ここで自分が嘉瀬に好きだと告げたような、単純なものではないことだけは確かだ。

　それに。

　嘉瀬の、一瞬でも一海に向けて言ってくれた好きだという一言、もうそれで十分だった。

　彼には彼の事情があり、素直に一海を受け入れられないという気持ちは痛いほどに伝わってくる。彼が誠実であればあるだけ、いくら好きでもすぐには一海を受け入れることができないだろう。

「嘉瀬さんは、奥様に償いたいのですか」

　訊くと「そうですね。できるなら」とゆっくりと瞬きをしながらそう言った。

　まだ嘉瀬は彼の妻への気持ちを残している。いくら破綻したとはいえ、嫌いで別れたわけではないのだ。

「余計なことを喋り過ぎました。すみません」

　一海は首を振った。聞かせてくれてありがとうございます、と言うと、嘉瀬は一瞬目を見開き、そしてようやく強張った表情を解いた。

「あの、行ってあげてください。月曜日、空港に」

　するりと一海の口からこぼれた言葉に嘉瀬はきょとんとして見せた。

「空港に？」

「奥様、きっと待っていると思います。嘉瀬さんが思いやりに欠けているなんて思いませんよ」

「そうかな。とてもそうは思えない」

「差し出がましい口を利いてごめんなさい。私の勝手な考えなんですけど、嘉瀬さんも奥様もどちらも思いやりが過ぎただけだと思います。……もう一度、もう一度きちんとお話をしてください。多分奥様は嘉瀬さんの気持ち、わかってくれると思います」

　複雑な表情を作り、少し間を置いた後「……そうですね」と嘉瀬はぽつりと言った。

　ただ、その言葉が本心からのものかどうか、一海には判別できなかった。
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　月曜日を迎え、朝、大学に行ってすぐに受信したメールに嘉瀬からのものがあった。

　何より先にそれを開くと「本日お休みさせていただきます。成田へ行ってきます」というごく簡単な文章で、彼が休むことを伝えていた。

　その文面を一海の目は何度も往復した。

　どうやら嘉瀬は一海の提案を受け入れたのだと悟った。

「今日は嘉瀬さんお休みなんですか」

　珍しく、原島が学生室で仕事をしている一海へ話しかけてきた。

「あ、はい。用事があるとかで。何か嘉瀬さんに用事でしたか？」

　どういう風の吹き回しだろう。思って訊いた。

「いえ、そういうわけでは。……あの、よかったらどうぞ」

　そう言って原島が机に置いたのは、ホットチョコレートだった。

「原島さん？」

「今日は寒いですし。先生、ずっと頑張っていらしたので。……その、風邪をひかれてお休みなんかされると仕事が増えて私も困りますから」

「すみません。お気遣いいただいて。美味しそうですね、これ」

　受け取ったホットチョコレートは甘い香りを漂わせている。原島はまだ一海に何か言いたそうにして、その場から離れなかった。なぜだろう、と思って一海は原島の顔を見遣る。すると原島は、おずおずと口を開いた。

「それから……お礼を申し上げるのがすっかり遅くなってしまったんですが……その節はありがとうございました。……その……休んだときも仕事をフォローしてくださって……わかりやすくきちんとまとめてくださって……助かりました。あの……身体気をつけてください」

　それだけを言って原島は部屋を出ていった。

　その節は、というのは以前に階段で落ちたときに肩を貸したことだろうか。あのときは結局原島はかなりひどい捻挫だったとかで、しばらく松葉杖をついて出勤していた。

　そのとき破れたり汚れてしまった資料を一海は作り直したのだが、そのことについても原島から礼を言われるとは、と彼女の意外な言葉に一海は驚いた。

　素っ気ない物言いだったが、机に置かれたホットチョコレートは温かそうな湯気をたてていた。作られたばかりのそれを一海は口にする。

　原島がくれたものが、形は違えどチョコレートという一海にとっては曰いわく付きのものだった偶然と、彼女がどんな顔をしてこれを作っていたのかと思うと、ふふ、と思わず笑みがこぼれた。

　もしかしたらこれは原島なりに一海を認めてくれたということなのかもしれない。鹿島に釘をさされたこともあるのだろうが、それだけであれほど頑なだった気の強い彼女がこんなことをするとは思えなかった。

「もしかして、実は結構いい人なのかな」

　なんだか嬉しい、と一海は心の中にほんのりと温かいものを覚えた。

　この数ヶ月、短い間に本当にいろいろなことがあった。

　それもこれも全部嘉瀬がいなければ、なかったことばかりだった。嘉瀬が来てから一海を取り巻く環境が少しずつ変わってきた。本当に感謝するばかりだった。

　一海は何度も読んだ嘉瀬のメールをまたもう一度読み返した。

　──今頃はもう会えた時間だろうか。

　嘉瀬は彼の妻のところへ行ったのだとその文面が告げている。愛の形は違えど、互いに思い合っていた二人だ。もしかしたら、もう一度パートナーとして手を取り合うかもしれない。

　ディスプレイに表示されたその簡潔過ぎるメールを見ながら、自分の恋は終わったのだなと一海は思った。

　──嘉瀬さん。

　あのとき吐息と唇とが触れ合った、くすぐったい感触は鮮やかに思い出せるのに、そのとき彼がどんな顔をしていたのかは思い出せない。せつないのか、苦しいのか、恋しいのか、よくわからないぐちゃぐちゃしたもので心がいっぱいになる。気付けば、ぼたぼたと涙をキーボードの上にこぼしていた。

　はっきりとわかったのは、形はどうあれ、嘉瀬は彼の妻だった女性を彼なりに愛していたということだった。性愛を伴わない生活だったのかもしれないが、それも愛情のひとつの形ではあったはずだ。

　そしてそれは彼の中でくっきりとした輪郭を象かたどって、心の中に刻まれている。そこに今自分の入る隙間は微み塵じんもない。

　告白なんてバカなことをした。

　事情を知らなかったとはいえ、先走り過ぎた。

　一海は苦い笑みを浮かべ、マウスをクリックし、メールの画面を閉じた。

　──でも。

　確かに失恋はしたが、嘉瀬のことを嫌いになったわけではなかった。むしろ、一層恋しい気持ちが募っている。ずっと深く彼のことを思っている自分がいる。

　嘉瀬の生真面目な誠実さを垣かい間ま見て、自分が先に彼と出会っていたら、と一海は思った。

　そうしたらあの誠実さは自分へも向けられただろうか。

　心のどこかで一海は、自分より先に嘉瀬と出会っていた彼の妻をとても羨ましく思っていた。

　──勝手に思っているだけなら。

　チクリ、と胸の奥が針で刺されたように小さな痛みを訴えた。

　想おもう後ろめたさというのがあるなら、きっとこれはその痛みだろう。

　自分を受け入れてくれとは思わない。もう彼に自分の気持ちを伝えることもしない。伝えても彼が困るだけで、彼をいたずらに苦しめるだけだから、それはしないと決めた。

　ただ勝手に思っているだけなら──好きだと思う気持ちを自分の中で閉じこめておくだけなら許されるだろう──そのくらいは許してほしい。

　一海は書きかけの論文のファイルを開き、仕事に没頭することに決めた。こうして感傷に浸っている間にも時間は流れていく。キーボードの上に一海は指を滑らせた。

　論文が一区切りついたときには、もう研究室の学生達が皆帰宅した後の遅い時間だった。

　そろそろ帰ろうかと、一海は席を立つ。帰宅前にする安全点検のために実験室へ向かった。

「足立さん」

　一海の名を呼ぶ、ねっとりとした声が聞こえたのは、備品のチェックを終えたときだった。

　振り向くと、いつからそこにいたのか、池田がいつもは開け放している実験室のドアを閉めて立っていた。

「何か用？」

　池田のべたつくような視線が煩わしく、つい乱暴な言い方になった。

　このところの執拗な池田の付きまといで、一海は彼に対して更に冷たく、つっけんどんにあしらうようになっていた。敢えて顔を見ないようにもしている。

　すると微かに舌を打つような音が聞こえ、池田が一海の方へ歩み寄ってきた。

「この前、夜遅くまであんたと嘉瀬さん、ここにいたんだろ？」

　思いがけない池田の言葉に一海は目を丸くした。どうして知っている。

　驚いた一海の様子に池田はにやりと笑った。

「なんで知ってる、って顔してるよね。簡単さ。この前あんたと嘉瀬さんがエレベーターで下りてくるのを下の研究室のヤツが見てたから」

　聞いてみれば何も驚くことではなかった。嘉瀬とここに来たときにすれ違った人間は何人かいる。この建物ではいつでも誰か彼かが実験していて、泊まり込んでいる人間も少なくはない。

　なので一海が夜ここにいても何ら不思議なことではなかった。

　ましてや嘉瀬もこの研究室の一員で、夜とはいえ出入りしていても特におかしい話ではない。

　だが、池田に自分達の行動を把握されているとは思ってもみなかった。ぞっとして、身体をぶるりと震わせる。思わず池田を睨みつけた。

「ああ、やっと見てくれた」

　くすりと池田が笑う。

「最近、ぼくのこと全然見てくれないよね、足立さん」

　にやにやと笑いながら、池田が近づいてくる。品の悪い笑顔に嫌悪を感じ、一海は思わず後ずさりした。

「ひどいなあ。逃げることないじゃん。ねえ、嘉瀬さんと何してたの」

「何って……別に……仕事を手伝ってもらってただけだ」

「仕事？　ふうん。そんなベタな手口で誑かすんだ」

「誑かす？　何を言ってるんだ」

「ねえ、どうやって誘ったの。嘉瀬さんもすっかりあんたに手て懐なずけられてるみたいだけど、よっぽどあんたの身体がいいのかな」

「な……っ」

　一海には池田が何を言っているのか理解ができなかった。混乱している一海にじりじりと池田が詰め寄ってくる。一海も後ずさりを続けたが、すぐにドンという音をたてて壁にぶつかった。後がない。池田の吐く息が耳にかかった。

「ねえ、ぼくにもやらせてよ」

　はあはあ、という生温かな荒い息が耳みみ許もとに吹きかけられる。

「何のことだ！」

「あんたがいつもしてることだよ。あんたがこの研究室の助教になれたのって、やらせてるからじゃないの？　男咥くわえこんで、ここに入ったに決まってる。どうせ」

「ば……バカなことを言うな！」

「だって、あんたその可愛い顔くらいしか取り柄ないじゃん。じゃなきゃ、あんたみたいなのがぼくより先に助教になれるなんて思わないし。たった一コしか違わないのに、ぼくは所詮使い捨てのポスドクであんたは助教だ。ぼくの方が優秀なのに、なんであんたが助教になれんだよ」

　どろりとした濁った目で、舐なめるように見つめられる。全身をくまなく這はいずり回る視線の動きに、寒気が走った。どうにか逃れたくて、顔を背ける。

「鹿島先生もあんたには甘いし。あんたばっかりが特別扱いだ。どんな手使ったんだよ」

「そ……そんなこと知るか……っ」

「だからさ、あんた鹿島先生にも取り入ったんでしょ？　その顔と身体でさ」

「そんなことしてない……っ！」

　必死で反論したが、池田が納得するとも思えなかった。

　彼が頑なにそう思い込んでいるのは、やはり一海よりも自分が能力で劣っていると認めたくないためだろう。だからそれ以外に理由を考えつかなかったのに違いない。

　もっとましな想像はできなかったのかと思うほど、現実味に欠ける陳腐な妄想だ。しかも自分は男なのに、と一海は心底呆れた。実に馬鹿馬鹿しいが、それ以外に答えを導き出せなかったらしい。

「あんた、ぼくのことバカにしてんだろ？　まあ、ぼくに取り入っても何のメリットもないし。そりゃそうか」

「バカになんかしてない」

　これ以上取り合うのも無駄だった。一海は身体を捻り池田の脇をすり抜けようとした。

「噓だ。あんたぼくのことまともに見ないだろ。ぼくはあんたのことばかり見てるのにさ。ずっとあんたのことしか見てないのに、あんたはずっとぼくを無視して……。なのに、あの嘉瀬には笑ってやがる……」

　また池田はどろりとした視線を投げて寄こした。そうして目を細め舌なめずりをするといきなり一海の胸を突き飛ばした。

　何するんだ、と言う間もなく池田が一海の身体に馬乗りになる。肩を押さえつけられ、一海は身動きが取れなくなった。

　池田を睨めつけ、藻も搔がいても無駄と知りつつ、尚、彼から逃れようと足を使って蹴り上げてみたが、それは全くの徒労に終わる。

「離せ！」

　叫んだが、池田はいやらしく笑いながら、一海の着ていたシャツを引き裂いた。肩を押さえつけられ、また体重をかけられているせいで身を捩よじることも敵わなかった。首筋に、胸元に唇を寄せられ吸いつかれる。

「やめろッ」

　いいかげんにしろ、と言いかけた口を池田の唇で塞がれる。ぬるりとして粘ついた感触に吐き気を催す。一海は必死に抵抗するために池田の唇を嚙んだ。

「……ッ、……つぅ」

　池田は顔を顰めた。唇の端から、微かに血が滲み出している。相当に痛かったのだろう、顔が苦痛に歪んでいた。が、すぐに何事もなかったかのように、唇から滲み出している血を舌でぺろりと舐め取る。そうして、一海を睨み据えた。

「そんなに抵抗したって無駄だって」

　唇を離された一海はようやく息苦しさから解放されたが、息切れを起こしたようなふぅふぅという忙せわしない息しか出ない。

「こ、こんなことして……っ。誰か来たら……」

「誰か？　……今日はもう誰も来ないよ。叫んでも無駄だって」

　くっくっ、と薄ら笑いを浮かべ池田は冷たく言い放つ。一海が無言のまま池田を睨みつけているとまた池田は続けて口を開いた。

「まあ誰が来ても別にかまわないけどね。ああ、でも困るよね、こんな恥ずかしい格好見られちゃうもんね」

　池田は、さらけ出された一海の素肌を舐め回すように見ながら、可笑しそうに笑った。その笑い顔を見て一海は頰を強張らせ、次の瞬間には息を飲んだ。

　池田の指が一海の胸に下りてきて、一海の乳首を捻ねじるように摘み上げる。気持ち悪いのに、思いもかけない場所を触られて声があがる。

「…………っ……」

「へえ、そんな声出すんだ。ねえ、嘉瀬さんのはよかった？」

　池田は乳首から指を離し、一海の顎をぐいと持ち上げて睨めつけるようにそう言った。

　悔しくて堪らなかった。なぜこんな目にあわなければならないのか。好きな研究もままならず、そして好きな人にも拒まれ、挙げ句の果てにこんな男に犯されようとしている。

　惨めで仕方がなかった。自分は懸命に生きてきただけだというのに。

「そんなことしてないって言ってるだろう！」

　一海は憤り昂たかぶった声で池田に向かって叫んだ。するとそのとき、実験室のドアをドンドンと叩く音がした。

「一海先生ここですか？」

　ドアの向こうで声がした。嘉瀬の声だった。

「かせ────」

　一海が嘉瀬の名を呼びかけたところで、池田に口を塞がれる。なんとか抵抗を試みたが、池田の力は強く、くぐもった呻うめき声、それ以上の声を出すことができずにいた。

「先生？　どこです？」

　嘉瀬の声とガチャガチャと何度かドアノブを回す音が聞こえたものの、鍵がかけられているらしく外から開かないようだ。既に池田が内側から鍵をかけていたのだ。

「おかしいな……ここから話し声がしていたと思ったんだけど。まだ鞄かばんもあるのに」

　嘉瀬の独り言が聞こえてくる。

　どうにかしてここに自分がいることを知らせたいと、一海は僅かに動かすことのできる足で、近くに転がっていた金属製の寸ずん胴どうを蹴った。

　寸胴は転がってドラフトの壁面へぶつかる。金属と金属のぶつかり合う大きな音が響いた。

「いるんですね？」

　嘉瀬の声がするなりカチリと鍵を開ける音がした。物音を聞きつけ、実験室に一海がいることに嘉瀬は気付いたらしい。

　鍵が開く音を聞きながら、彼に鍵を渡しておいてよかった、と一海は心の底から思っていた。まさかこんなところでマスターキーが役立つとは。ドアが開かれ、嘉瀬が部屋の中に入ってくる。

「何をしているんだ」

　嘉瀬は一海達の元に駆け寄ってきた。その顔はひどく青ざめている。一海は口を池田の手で塞がれているせいで、首を僅かに振るしかできない。だが必死に嘉瀬に目で訴えた。

「何って、見ての通りですよ。足立さんとイイコトしてる最中ですけど。いいとこなのに邪魔しないでもらいたいな」

　嘉瀬の問いに、一海の身体に乗ったままの池田が平然と答えた。嘉瀬は一海へと目を向けた。一海は嘉瀬を見つめながら、池田の言うことを否定したくて必死に首を振る。嘉瀬は小さく頷いた。

「とても合意の上とは思えませんが」

　冷たい声で言うなり、嘉瀬はあっという間に池田の胸ぐらを摑み上げ、立たせたかと思うと、次の瞬間には拳で彼の頰を殴り飛ばした。無様に転がった池田は、殴られた頰を両手で覆っている。あまりの痛さに声すら出ないようだった。

「出ていきなさい」

　頰を手で押さえながらこちらを睨みつけている池田に、嘉瀬は顎で出口を指し示した。池田はおそらく、これまで人から殴られた経験などなかったのだろう。嘉瀬へ視線を遣りながらもその目は恐怖に怯おびえ、身体は小刻みにぶるぶると震えている。

「な、何するんだ。さ、誘ったのはそっちなんだからな……！」

　ようやく池田の口から出た言葉はそれだった。

　すると嘉瀬は、ふっ、と冷ややかな笑みをこぼす。

「見え透いた噓を」

　言いながら、嘉瀬は一海の身体を抱き起こした。

「一海先生の趣味がそんなに悪いわけないでしょう。ねえ？」

　嘉瀬はそう言うと一海の身体を抱き寄せた。これではまるで恋人同士のようではないか、一海がそう思っていると池田が指を指して罵った。

「や、やっぱり、あんた達デキてたんじゃないか……っ！」

「だからどうしたというんです。ぼくらが付き合っていようがいまいが、きみには関係ないことでしょう。きみも足立先生が好きなら好きで、正々堂々と告白すればよかったのに。一海先生を侮辱し、あまつさえ暴力的な手段で卑劣な行為に及ぶなんて、とても良識ある人間のすることじゃない」

「う、うるさいっ！　うるさいうるさいうるさいっ！」

　池田は髪を振り乱して暴れ、嘉瀬に摑みかかろうとした。が、すぐに足を掬われ、その場に転がる。

「いいですか、警察を呼ばないだけありがたいと思いなさい。ですが──今日のことはぼくの口からきちんと鹿島先生へ報告しておきます。……目障りだ。さっさと出ていきなさい」

　言葉遣いこそ穏やかなものの、鋭い目つきと低く威圧的な嘉瀬の声に池田はよろめきながら立ち上がった。それでもなお何か言いたげな池田に今度こそ嘉瀬は大声を出した。

「聞こえなかったのか？　それとももう一発殴られたいか？　──出ていけッ！」

　恫どう喝かつされて、池田は逃げるように部屋から出ていった。

　池田の足音が消えてやっと一海は大きく息を吐いた。

　そしてそこで自分の身なりがひどい有様であることに気付く。慌てて、はだけられた胸を隠そうとシャツの前をかき合わせようとしたが、無惨に引き裂かれてしまったシャツでは隠しきれるはずもなかった。

　きっと身体には池田に吸いつかれた痕あとが残っているはずだ。そんな醜悪なものを目の前にいる嘉瀬に見せたくなくて、背を向け、身を縮める。

　そのときふわりと背に何かを着せかけられた。嘉瀬の着ていた上着だった。

「大丈夫ですか」

　一海の背に優しく声がかけられた。嘉瀬の顔も見られず、一海は着せてもらった上着の前を合わせてぎゅっと握りしめ、背を向けたまま頷いた。背後で安堵しているような長い息を吐く音と「よかった」と呟く声が聞こえた。

「あの……す、すみません……こんな……」

　嘉瀬を巻き込んでしまったことの申し訳なさや、また助けられた礼も言いたかったのだが、言葉がうまく出てこない。しどろもどろになりながら、言葉を繫ごうとしていると、突然後ろから抱き込まれた。

「……っ、あ……あの……嘉瀬さん……？」

　思いがけないことに、狼狽えながらおずおずと一海が顔だけを後ろへ振り向けると、そこにはせつなげに一海を見つめている嘉瀬の顔があった。けれど一海はどんな顔をしていいのかわからず、顔を元に戻す。困惑して俯くしかできなかった。

「よかった。無事で」

　肩の後ろに頭を押しつけられ、嘉瀬の声の震動が伝う。

「肝を冷やしました。あなたに何かあったら、今度こそぼくは一生自分を許せないところだった」

　ぎゅっと一層強く抱きしめられて、一海はもう振り向くこともできなかった。後ろの嘉瀬の顔が見えない。ただ、うなじに嘉瀬の吐息がかかって、そこがひどく熱い。

「本当によかった」

　一海を抱きしめながら、嘉瀬はひどく辛そうな声でそう言った。彼がそれほどまで自分の身を案じてくれたことに一海の胸が詰まる。

「まだ震えてる。……大丈夫？」

　訊かれて初めて自分が震えていることに気付いた。この抱擁は自分を安心させるためのものだったらしい。小さく頷いた。

「あの……どうして……ここに」

　なぜ今日成田へ赴いた嘉瀬が今ここにいるのだろうか。不思議に思って訊く。

「一海先生に一刻も早く会いたくて」

「だって、今日は奥様と」

「ええ。会って、見送ってきました」

　短く嘉瀬は答えながら、しかし未だ一海を離そうとしない。

「嘉瀬さん……どうしたんですか」

　一向に離れようとしない嘉瀬に声をかけると、更にしめつけられた。

「ねえ、嘉瀬さん、苦しいです。もう大丈夫ですから、ねえ」

　一海が言うと「好きです」と嘉瀬の声が熱い吐息と共に背中に押しつけられた。

「好きです。早くあなたに好きだって言いたくて、ここに来たんです」

　くぐもった声が背中に痺れるように響く。夢にも思わなかった言葉だった。

「でも、だって……嘉瀬さんは奥様と……」

　彼女とやり直すのだと思っていたし、実際会いにいったのだからそうだと信じていた。

「後でちゃんと話しますが、妻に好きな人をちゃんと捕まえて、今度こそ幸せになってと言われたんです。だから」

　嘉瀬はそう言うと、その大きな手で一海の頰を包み込み、後ろへと振り向ける。

「いやだったら、逃げて」

　視線が絡まり合う。メガネの奥の瞳はいつかと同じ熱が籠こもっていた。

　一海は小さくかぶりを振って、近寄ってくる吐息の気配に目を閉じる。

　唇が、触れた。

　何度か啄ついばむような口づけを与えられた後、深く、息もできないほど嘉瀬に貪むさぼられ、身体の芯から蕩とろけてくる。

　池田に無理矢理された口づけは嫌悪でしかなかったのに、嘉瀬に与えられるそれはひどく甘い味がした。差し入れられて絡められる舌が、前に彼にもらったチョコレートと同じ幸せで甘美な感覚を引き起こす。

　そして長い指が耳の後ろを行き来したとき、あのときもらえなかった口づけを今はもらえているのだ、とぼんやり思った。

　嘉瀬の心がなぜ変わったのかと考えるよりも、今こうして好きな人と交わしている口づけをずっと味わっていたかった。ようやく自由な呼吸を許されたときには、寂しいとさえ思ったほどだ。

「好きですよ。あなたが」

　目の前で嘉瀬が柔らかく微笑んでいる。この笑顔が彼を好きになった理由のひとつだった。この笑顔をこれからは独り占めしていいということだろうか。

　一海は嘉瀬の頰に指を伸ばして触れた。整った顎のライン、目尻にできた小さな皺。眇すがめられた優しい瞳。これら全てを。

「私は、嘉瀬さんを好きでいいんですか。好きになっても、いいんですか」

　声が上擦った。

「もちろんです。好きになって。好きになってください」

　嘉瀬の顔をなぞった指が捕まえられて、その指に口づけられた。
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　破かれた服のままではさすがに電車に乗ることも憚はばかられ、一海は大学からごく近いところに住まいを構えていた嘉瀬の部屋を訪れていた。シャワーを借りて、身体の汚れを洗い流し終えた頃には一海もようやく気持ちを落ち着けることができた。

　嘉瀬のパジャマを借りて、ブランデーを落とした紅茶をもらう。

　ゆったりとソファーでくつろぎながらもまだ、これは夢じゃないだろうか、と思う自分がいる。隣に嘉瀬が座っていて、体温がすぐそこに感じられる夢なんて絶対ないとわかっているのに。

　嘉瀬は空港での彼の妻とのやりとりを話してくれた。

「彼女にこれまでのことを改めて謝って、それで自分の気持ちをね、はっきり言ったんですよ。好きになってしまった人ができたって。きみが傷ついてるのに一人だけ浮かれてるのは後ろめたくて言えなかったけど、ごめんって。そしたら叱られてしまってね」

「叱られた？」

「ええ。そろそろ世間体を気にするのをやめなさい、って。彼女も私も家だとか世間体だとかそんなものに囚とらわれて生きてき過ぎた。彼女は『そんなものを忘れるために私はここをしばらく離れるの。けっしてあなたのせいじゃない。だからあなたも少しは忘れてもいいんじゃない』、そう言われて……許されたんだと思いました」

　ああ、と一海は思った。

　彼らは周りを気遣い誠実であり過ぎた。そして周りを傷つけない代償として全ての痛みを彼らが負った。

「彼女、大事にしたい人がいるなら守ってあげて、私も私を大事にしてくれる人を見つけるから、って笑って言っていました。……彼女の言う通りだったな。ぼくはまた同じ轍てつを踏むところだった。どうもぼくは物事を複雑にするのが得意らしい」

　じっと嘉瀬に見つめられる。

「きっとね、ありのままに素直に生きるってことをしなかったから、ぼくも彼女もボロボロになったんですよね……。彼女は真っ先にそれに気付いてここを抜け出そうとしたのに。どうもぼくには学習能力がないらしい。彼女に言われるまで気付かなかった」

　そう言いながら、嘉瀬は一海を見つめたまま顔を近づけてくる。

　途端に距離が縮まって、気恥ずかしくなり、少しだけ離すように身体をずらすと膝の上に置いていた手を握られた。

「……っ」

「ダメ？」

　ねだるように訊かれ、一海は首を振った。

　この先を自分は期待している。こうなることをずっと望んでいた。

「先生が池田に押し倒されてるのをこの目で見たときは、心臓の血が全部逆流するかと思いました。よかった……本当に。……もう後悔するのはたくさんだ」

「嘉瀬さん……」

「好きですよ。──必死で一所懸命なあなたのことを見ているうちに目が離せなくなった。可愛くて、いじらしくて。本当は見ているだけでよかったんだ……。気持ちを告げてしまったら、あなたの未来をぼくは潰してしまうかもしれない。それが怖くて……だから一度は諦めようとしました。けど……あの甘い味が忘れられなかった」

「甘い？」

「チョコをくれたでしょう。あのチョコがあまりにも甘くて……幸せな味だって。そしてすっかり蕩かされてしまっていました」

　そのまま嘉瀬は唇を寄せてくる。唇を合わせて優しく押しつけられ、その心地よい圧迫感に頭の芯からぼうっとなった。深くなる口づけに互いの舌を絡めあわせていると、そこからやはり甘い味が広がってゆく。チョコレートの融ける温度は体温にほぼ等しいが、心のそれもきっと同じなのかもしれない。彼の舌で頭の中が全て甘い成分に変えられて、そしてこの口づけの熱さでそれが融かされてしまう。そう思うくらい長い、キスをした。

「知ってます？　チョコには媚び薬やく効果もあるそうなんですよ。惚れ薬なんですって、実は」

「惚れ薬？」

　惚れ薬など架空の物質だと思っていたが、そうではないのか。

「チョコの成分がね、恋愛感情を引き起こすらしいです。あなたがぼくを好きだと言ってくれたのもそのせいかな」

「まさか！」

　一海は否定する。この恋心は薬とかそんなものに頼ったものではないはずだ。

「冗談ですよ。そう、そんなことはどっちでもいいですね。ぼくはあなたをこうやって抱きしめられたんだから。……もう勝手に他の人にあなたの身体を触らせないでください」

　ぼくは実は結構嫉妬深いんです、と言いながら啄むような小さな口づけを、額に、頰に、唇の上に、落とされる。

「さっきは、あいつに殺意が湧きましたよ。……ああ、こんなとこに痕まで付けられて。こんなことならもう一発殴っておけばよかった」

　嘉瀬に借りたパジャマは随分サイズが大きく、胸元は大きく開いていた。おそらく先ほど付けられた痕がそこから見えていたのだろう、嘉瀬は首筋と鎖骨のあたりを指でなぞった。

「あ……」

「触られたのはここだけ？」

　低く優しい声が鼓膜に届く。まるで催眠術にかけられているような気分になり、一海はその声に誘われて「胸、も」と返した。

　一海が言うなりパジャマのボタンは慣れた手つきであっさりと外され、胸元に嘉瀬の顔が埋うずめられる。微かに残っている赤い痕に重ねるように、唇が当てがわれ、一箇所ごとに丁寧に吸われた。まるで池田に付けられた痕を彼の唇で取り除くかのように。嘉瀬に吸われる度、甘い疼うずきが一海の身体を走り抜け、ぴくんと身体が跳ねた。

「ここも？」

　そう言いながら嘉瀬の唇が触れたのは、一海の乳首だ。頷くと、いまいましいとばかりに短い舌打ちが聞こえ、間髪を容れずに彼の唇の中に含まれた。濡れた舌で転がすように舐ねぶられ、そして吸われる。

「……あ……っ」

　むず痒い快感に自分でも驚くほど甘ったるい声が洩もれた。露骨過ぎる声に思わず目を瞑り唇を嚙むと、目尻にキスを落とされる。

「色っぽい声……すごくそそられる」

　優しく囁ささやかれて、ゆっくりと唇が重ねられた。

　何度も角度を変えて、繰り返しキスをされる。同時に、嘉瀬の手が一海の身体をまさぐっていた。

「んっ……」

　嘉瀬の手が乳首に触れた。指で摘まれ、時折押し潰されるようにして捏ねられれば、詰めた息と共に、背中が勝手に反り返る。

「感じやすいね」

　可愛い、と耳元で囁く声はひどく色めいている。

「恥ずかしいです……」

　思わず両手で顔を隠そうとするのを阻まれ、その手は嘉瀬の背中に回すように促された。

「ここには私とあなたの二人だけなんだから恥ずかしいことなんかありませんよ。それに……もっとあなたの感じるところが見てみたいな。見せてくれる？」

　目の前の男が臆面もなく恥ずかしいセリフを唇に乗せる。一海に甘くねだる、その形のよい唇の動きをぼんやり眺めながら、あの唇と口づけたのだと思った。いつもの穏やかで優しげな瞳はどこかへと捨てられて、今は一海を艶なまめかしく誘う。この部屋に来たときには、こうなることをおそらく心のどこかで期待していた。だから、その淫いん靡びな誘いを拒めるはずもない。

「随分……物好きなんですね……」

　照れ隠しのように拗すねた口調で言うと「好きな人の全部を知りたいって思うのは当たり前でしょう」と、ぬけぬけと笑顔で返された。

　ベッドへ行きましょう、と一海を抱きかかえて嘉瀬は立ち上がる。

「や、……ちょ……っ、降ろし……っ、嘉瀬さ……」

「じたばたすると落ちますよ。じっとして」

　一海の抵抗はあっさりと却下されて、横抱きにされたままベッドへと運ばれ、そこに身体を横たえられた。

「……人格、変わってませんか」

　わざとむくれながら訊くと、嘉瀬はにっこりと笑いながら「だから言ったでしょう。本当のぼくを知ったら嫌いになりますよ、って」と嘯うそぶいた。

「嫌いに……なるわけ……な……」

　一海が言いかけた唇は、何度目かの口づけで塞がれる。熱っぽい視線で見つめられ、そして身体を重ねられた。どこまでも優しく、けっして一海を不安になどさせないようにゆっくりと。

　唇で耳じ朶だを弄もてあそばれているうちにいつの間にか着ていたものは脱がされて、手のひらが皮膚の上をゆっくりと撫でるように行き来した。その体温が、撫でられた皮膚に染みこんでくる。時折交ぜ込まれる、チュ、という微かな音と、その瞬間感じる小さく焼けるような疼き。嘉瀬の指と唇で与えられる痺れるような刺激が、ゆるやかに身体の熱を上昇させていった。

「…………ん、っ」

　弄いじられているうちに、小さく浮き上がるように尖とがり出した場所はひどく敏感になっていて、ほんの僅かな刺激でさえ背筋をしならせる。唇の隙間から吐息と共に出そうになる声を、指を嚙んで必死に漏らすまいとしていると「それは禁止」とあっさり指を外された。

「で、でも……っ」

　反論は、宙に浮いた指を彼の口に含まれて消えた。指を舐めしゃぶる唇が、別の場所を舐る行為を模しているように思え、その卑ひ猥わいさにごくりと喉を鳴らす。

「……っ、」

　長い指先に腰骨から脚の間を探るようになぞられて、その淫らな指の動きと快感に皮膚が粟あわ立だった。するりと伸ばされた手が、一海の既に形を変えている場所に触れる。

「先っぽまでピンク色だ。こんなところまで可愛い」

　そんないやらしい言葉を吐かれ、手のひらで包むようにそこを揉もみしだかれた。直接的な快感と、もう蜜をこぼしていたそこのぬるりとした生々しい感覚に動揺し、羞恥に慌てて膝を閉じようとする。

「──するの、いや？」

　打って変わって、子供のような拗ねた言い方で顔を覗き込まれる。

「そ、……んなことない、けど……」

「どうしてもいやならやめます……でも、ほしい。だから」

　あなたをください、と懇願される。彼が自分をほしがっているのは、先ほどから脚に当たっているものが、膨らみを増して焦じれたように動いていることからわかっている。

「怖い？」

　訊かれて、少し眉を寄せた。一海とてしたくないわけじゃない。ただ未知の領域に足を踏み入れることに戸惑っているだけだ。

　知識ではわかっている。どこを使って身体を繫ぐのか、彼がどこに何を入れようとしているのか。けれどもやはりそこを使うことに抵抗がないとは言えない。そんな不安を察したのか、嘉瀬は安心させるように一海に何度も何度も口づけてくる。

「絶対に痛くしない。大事にするから」

　濡れた目で請われる。

　身体を重ねたからといって、心も繫がるわけではないだろう。けれど今、これ以上彼を側に感じる方法は知らない。一海も彼の全てが知りたい。

「わかりました……して……ください」

　言って嘉瀬の首に手を回した。とてもまともに顔を見て言えるセリフではなかった。

「ありがとう」

　頰に小さく口づけをくれた男は一海のほっそりとした脚へ手を滑らせた。

　そっと脚を割り広げられたかと思うと、あろうことか嘉瀬の頭は一海の股間に埋められた。そして一海の反り返ったものに舌を這わせる。

「んっ……や、っ……アッ、やだ……やだ……そんなとこ……っ」

　嘉瀬の頭を押し戻そうとしたが、あまりの気持ちよさに本気で抵抗ができない。ただ意外と柔らかな嘉瀬の髪の毛をぐしゃぐしゃと搔き混ぜるくらいしか今の一海の手はできなかった。

　同性に自身を含まれているという、その快感はとても衝撃的だった。聞きかじりの半端な情報で、男は男のことを一番よく知っているのだからフェラチオは男の方がうまいと見聞きしたが、これほどのものだとは思わなかった。

　男の身体を知り尽くしている男は、巧みに一海を快感の坩堝るつぼに陥れた。会陰から裏筋にかけて舐められ、くびれを唇で食はみながら、舌を動かされる。強く弱く緩急をつけて嘉瀬の喉の奥まで飲み込まれ、陰いん囊のうを手で揉まれた。

　嘉瀬の手管に一海はあっさりと陥落する。あっという間に射精感を覚えさせられた。

「やっ、やだ……っ、イク……っ、イっ……」

　ドクドクと血液がそこに集まるのがよくわかる。

　今までこんなにそこが痛くなることなんかなかった。一海のペニスはパンパンに張り詰めて、痛みすら覚える。

「いいですよ。イって」

「でも……っ」

　このままでは、嘉瀬の口の中に出してしまう。どうしよう、と一海は逃れるように腰を動かす。けれど、嘉瀬はがっちりと一海の腰を抱えて動かすまいとしていた。

　やだ、やだ、とイヤイヤをするように頭を振っていると、嘉瀬に先の割れ目を舌先でこじ開けられてじゅっと吸われる。

「ん────っ、あ、あ……ぁ……っ」

　ひときわ強い刺激に、一海は喉を反そらせ甘い悲鳴と共に白いものを吐き出した。

　吐精の後、はあはあ、と荒く息を吐きながら一海が嘉瀬へと視線を向けると、彼の喉仏が上下に動いていた。

「の……んだんですか？」

　嘉瀬は薄く笑って「美味しかったですよ」といけしゃあしゃあと言う。

　あんなもの、美味しいわけがない。けれど、唇の端に微かに付いている、一海の吐き出した残ざん滓しがベッドのライトに照らされて鈍く光っている様はひどく卑猥だと思った。

　思わず手を伸ばして、指でその滴を拭い取る。操られるようにそれを自分の口に含んで青臭い苦さに顔を顰めた。

　クスクスと嘉瀬に笑われ、キスが落ちてくる。絡められた舌にまだ自分の味が残っていた。

「濃かったけど、一人ではあまりしない？」

　嘉瀬の問いに、じろりと睨めつける。けれど横抱きにされて、ゆるゆると身体を甘やかされるようにして愛あい撫ぶされた。

「そういう言い方、なんかいやらしいオジサンみたいですよ」

「ぼくはいやらしいし、オジサンなのも認めますよ」

　ぬけぬけと言って、嘉瀬が首筋に吸いついてくる。

　鎖骨の窪みまで嘉瀬の唇が這い回り、指で乳首を弄られる。先ほどから刺激を与えられて、自分でも今まで見たことがないほどそこはぷっくりと赤く膨らんでいた。じんじんとした感覚は、もっと強い刺激を求めて疼く。いつの間にか、気がつかないうちに背を反らせるようにして胸を突き出していた。一海の無意識の要求に嘉瀬は応え、そこを唇で含んだ。

「……ぁ……あ……」

　与える快感ではなく、与えられる快感という初めての経験に一海は翻弄された。こんなにも丁寧に優しく愛撫を施されるなんて思いもしなかった。嘉瀬の舌も唇も指も、そして時折皮膚をくすぐってくる髪の毛すら、一海の性感を一層強くする。

　何しろ、おそらく身体の中でキスされていない箇所はないくらいにキスを与えられたのだ。驚いたのは足の指を一本一本舐められたときだ。指と指の股にまで嘉瀬の舌が這い回り、声を上げた。こんなところにまで性感帯があることに気付かされる。

「こんなに感じやすい身体なのにね。誰も知らなかったなんて、もったいない」

　直接そこを触られているわけではないのに、再び一海のペニスが鎌首を擡げ始めていた。

「足の指にキスしているだけですよ？　そんなに感じる？」

　意地の悪い笑みを浮かべて「返事は？」と低く響く声が言う。

「意地悪……」

「可愛い子に意地悪したくなるのは、当然でしょう」

　快感で身体中がぐずぐずに融けている。

　嘉瀬の口づけには何かの作用があるのか、全身が疼いて仕方がなくなっていた。どの皮膚も粘膜も触ってほしくて焦れたように身体を動かす。こんな風に自分の身体が誰かの熱をほっして熱く火照ることなど考えたこともなかった。

　身体を彷徨っていた嘉瀬の手が背中を伝って、下肢へ届く。その付け根にあるきつく窄すぼまっている後孔に指が触れた。宥なだめるようにゆっくりとその場所をローションでたっぷりと濡らされた指で撫でられる。そうして撫でられるのさえはじめは慣れなかったが、やがてその感触にゆるりと腰が動いてしまう。

「力、抜いて──」

　濡れた指が狭い場所にぬうっとのめり込んでくる。差し入れられた指にゆっくりと奥を探られた。違和感に呼吸が浅くなり、唇を嚙む。こんなところに何かを入れられるなんて、子供の頃熱を出したときに入れられた坐ざ薬やくくらいだ。なのに今はそれよりも大きく長い嘉瀬の指で中をまさぐられている。

「…………っ、……んっ」

　ぎゅっと眉を寄せて、声をかみ殺した。するとキスが落ちてくる。

「我慢しないでいい。大丈夫だから。息を吐いて」

　嘉瀬はけっして無茶なことはしなかった。少しでも一海が苦しいとわかると、それ以上の無理を強いることはない。一海の身体の余計な力を抜くために、何度も唇にキスを落としながら、ゆっくりとゆっくりと丹念にそこを解した。いつまでそうしていたのか、一海の声の色が徐々に変わりはじめる。

「あ……ぁ、…………あ……」

　それを確かめるように指が増やされてゆく。解された場所から疼くような知らない感覚が広がっていった。ゆるゆると知らずに腰が動き、もどかしい刺激にじわりと身体の熱が上がる。

「ここ、融けてきましたよ。中、熱い」

　うっとりとした声が告げた。ローションがつぎ足され、くちゅくちゅと水音がひっきりなしに鼓膜を嬲なぶる。

　そして嘉瀬の指がある場所を捉えると、まるで電流でも走ったかのような刺激が身体を駆け抜けた。

「や……あッ、あっ……ん……っ」

　長い指が何度もその敏感な内壁を抉えぐる。感じ過ぎてどうにかなってしまう。

　媚薬なんかなくても、これだけ感じるのだ。大好きな人と繫がることができるというだけで、身体中がどこもかしこも、爪先の果てまで感じてしまう。

　一海の前からは、ひっきりなしに蜜がこぼれ、あからさまに感じていることを嘉瀬に伝えていた。

「いっぱいこぼれてる。ここ好き？」

　意地悪く訊かれるが、まともに返事すらできない。そう煽あおってくる嘉瀬も熱っぽい息を吐いて、余裕のない表情をしている。快感が波のように押し寄せ、腰が揺れる。あられもない声が止まらなくなり、両手でシーツを引き寄せた。

「あ……んっ、……あ、いや……あ、ああっ……」

　入れますよ、と低い声が耳許で囁いて、そこを抉っていた指が引き抜かれた。急に今まで中に入っていた感触が消えて、心こころ許もとなくなる。が、すぐさま熱く硬いものが当てがわれた。

「ひ……っ、……あ、あ」

　息吐いて、とゆっくりと嘉瀬のものを沈められた。いくら丹念に解されたとはいえ、さすがに指とは質量が全く異なる。押し開かれてゆく感覚に、簡単には入らないそれを懸命に受け止めた。襞ひだがいっぱいに広がって、みっちりと中を埋められる。

「……ンっ、……あぁ……っ、あっ、あっ」

　ゆっくりとあやされてその熱いものを収めたときには、顔中が涙でぐちゃぐちゃになっていた。

「ごめんね。痛かった？」

　気遣う嘉瀬の顔がすぐそこにある。一海は首を振った。ひきつれている痛みは確かにあるが、耐えられないほどではない。それよりも自分の中に彼がいて、息づいている、その現実が嬉しい。

「へ、……いきだから……、だからもう……」

　全てほしい、全部、何もかも。ください、そう強ね請だった。すると、ふ、と嘉瀬が息を吐く。こんな浅ましいことを言って、呆れられただろうか。不安になり、おずおずと彼の顔を見上げた。

「……全く。……どうしましょうね。こんなに可愛いなんて」

　情欲の滲んだ掠れた声で、そう言うや否や、嘉瀬は一海を揺すり出した。入り込んでいる熱は引き出され、また押し込まれる。ゆっくりとした動きに、徐々に中でじんわりと甘い感覚が生まれてきた。

「あ……ぁ…………」

　声が甘いものに変えられていく。聞いている自分の声が自分のものではなくなっていく気がする。

「気持ちいい？」

　訊かれて焦点の合わなくなりはじめた目が必死に嘉瀬の顔を捉える。彼も余裕のない表情をしている。

「ん……きもちい……。嘉瀬……さんは……？」

「気持ちいいですよ。とても」

　嘉瀬のその顔がひどく満足げで、一海はほっとする。

　そうしてはじめ緩かった突き上げは次第に深く、激しくなっていった。

「……あ、あ……っ、……あっ、……んっ」

　軋きしむベッドの上で、律動を刻まれる。随分と緩くなったそこを、ぐちゅぐちゅと搔き回すように動かされ、その音に耳まで犯されているかのようだった。

　嘉瀬の背に縋りつき、甘く痺れた身体を揺さぶられる。喘あえいで晒した喉に、まるで肉食獣が獲物の喉笛に嚙みつくように口づけられ、一息に、仕留められてしまったと錯覚する。身体中どこもかしこも熱くて神経が焼き切られてしまうかに思えた。

「一海……」

　突然名前で呼ばれ、一海ははっと目を見開いた。どくん、と心臓が音を立てる。

「名前で、呼んでいいですか？　一海、って呼んでいい？」

　可愛くてたまらないというように耳朶を小さく嚙まれ、囁かれる。一海はこくこくと頷いた。

　名前を呼ばれるのは恥ずかしかったが、本当に彼の恋人になったのだと心から嬉しくなる。夢じゃない、本物の彼だ。
















「一海、一海」

　名前を呼ばれながら感じやすい場所を擦こすられて、粘膜の境界がなくなってしまうと思うほど、熱く蕩ける感覚に酔いしれた。

　きりがなく、どこまでも上がってゆく温度に身体をどろどろに融かされる。どうしようもないほどの愉楽に溺れて、狂おしく声を上げた。

「や、あぁ、……っ」

　いい？　と問われる声に嘉瀬の背に爪を立てることで答える。理性はとうにどこかへ飛んでいき、ただ快感に喘ぐだけだった。

　両脚を抱え上げられ、腰を上げられて串刺しにされる。

「あ……あぁっ……あ……ん……」

　嘉瀬も激しく腰を打ちつけてきた。腰骨を摑まれ、更に奥を抉る。たまらない快感に泣きじゃくる。身体の中で渦を巻くような、際限のない熱に浮かされながら、譫うわ言ごとのように何度も嘉瀬の名を呼んだ。何度目かに呼んだ名前の途中で、嚙みつくようなキスをされ、縋りつくようにその舌に吸いつく。

　──もっと。

　もっとその熱がほしくて我を忘れて嘉瀬を求めた。激しい律動の中、一海が温かなものを吐き出して嘉瀬の腹を濡らすと、追いかけるように中に熱を注がれる。せつなく名前を呼ぶ嘉瀬の声を聞きながら、一海はそのまま意識を手放した。
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　目が覚めたときにはもう既に部屋の中は明るかった。

　半ばぼんやりとしながら目を開ける。ここが自分の部屋ではなかったことに気付いて慌てて飛び起きたが、途端ぐらりと視界が揺れた。襲われた目め眩まいにとても姿勢を保っていられず、再びベッドの上に沈み込む。

「うそ……」

　どうやら血糖値が下がっているらしい。そういえば昨日は一日殆ど食事を摂っていなかった上──と、思ったところで頭の上から「どうかしましたか」と心配そうな声がする。顔を上向けると、すっかり身なりを整えた嘉瀬がベッドの脇に立っていた。

「ちょっと目眩がして……」

　昨夜自分が見せたあられもない姿を思い出し、顔から火が出るほど恥ずかしくなった。まともに顔を見られなくて、伏し目がちに返事をする。

「大丈夫ですか？」

　一海の顔を覗き込みながら、嘉瀬はベッドに腰掛けた。覆い被さるようにしてこつりと一海の額に、自分の額を合わせる。

「熱はないようですね。……無理させ過ぎたかな」

　そう自責する口ぶりで嘉瀬が困ったような顔をした。

「いえ、……あの、多分……その」

　と、狼狽えながら口を開くと、一海のお腹なかがぐーっ、と鳴る。それを聞いて、更に一海は顔を赤くした。ああ、と嘉瀬が得心したように声を上げた。

「もしかして昨日は何も食べていない？」

「……はい」

　あまりに空気の読めない自分のお腹が恥ずかしくて、どうにもいたたまれなくなっていると、くす、と笑った嘉瀬が一海の額にひとつキスを落とす。

「すっかり失念していました。すみません。今食事の用意をしますから」

　そう言いながら立ち上がった嘉瀬を、一海は袖口を摑んで引き留めた。

「どうしました？」

「あの……すみません。研究室に電話を……」

　壁にかかっている時計は、既に十時を指していた。いくらここが大学に近くとも、遅刻には変わりない。連絡を入れなければ、と一海は思ったのだ。

「ああ、そのことでしたら、もう電話を入れておきました。ちょうど鹿島先生がいらしたので、昨日の池田くんのことも含めて」

　如才ない笑みを浮かべ嘉瀬が言う。一体どんな風に彼は鹿島に説明をしたのか。不安に思っていると、嘉瀬はかがんで一海の頭をくしゃりと搔き混ぜる。

「ご心配なく。先生は昨日池田くんに乱暴を働かれ、ショックで寝込んでいることになっています。鹿島先生には一部省略しておきましたが──例えばあなたがここにいることとか──まあ、概おおむね事実です。それから池田くんについては、鹿島先生が何やらお考えのようです。彼はちょっとやり過ぎましたから、どこかに行くことになるんじゃないかな。例えば、そうですね──」

　と、近県にある、とある研究機関の名前を出す。一海はそれを聞きながら、鹿島と嘉瀬の間には単なる知り合いだけというのとは違う繫がりを感じていた。彼の話を聞くと、鹿島とはツーカーの仲のようだ。本当のところ、一体嘉瀬という人物は何者だろうと、目をぱちくりとさせていると、彼はにっこりと笑った。

「ああ、そう。もうひとつ、言わなくちゃいけないことがあるのですが。正式には鹿島先生の方からお話がありますが、来春に鹿島研の准教授として着任する予定です」

　あっさり嘉瀬はそう言ってのけたが、一海には寝耳に水だ。そんなこと鹿島からは聞かされておらず、またこれまで嘉瀬自身からも聞いていない。自分一人だけ何も知らなかったのか。騙だまされたような気持ちになり、嘉瀬を睨みつける。

「ひどい……。そんなこと一言も……」

　つい責めるような口調でこぼしてしまうと、嘉瀬ははっとした顔をする。そしてしょんぼりしたように「ごめんなさい」と素直に謝った。

「鹿島先生の意向でね。どうしても明かせなかったんですよ。誰も知らない状態で研究室を見てほしいと言われましてね。……鹿島先生も、研究室の中がどうなっているのか正直疑問に思っていたんでしょう。それにこの人事は、一応現時点では、ぼくに打診をした、というのに留とどまっていて、まだ教授会にもかけられていませんし、正式には何の手続きもしていませんから先生に知らされていないのも仕方がない。でも……傷つけてしまったのなら謝ります。騙すつもりはなかったんです」

　一海は以前見た嘉瀬の履歴書を思い出した。あのそうそうたる経歴を見た段階で、この可能性に思い至るべきだった。それを考えられなかったのはやはり自分がまだまだ甘いということだ。

　鹿島も鹿島だ。全く食えない人だ。あの狸たぬき親おや父じ、と思いながらも、これが研究室にとって最善の策だったのかもしれないとその手腕に頭が下がった。

　大きく息を吐いて、顔を上げ嘉瀬を見つめた。

「もう、いいです。嘉瀬さん……いえ、今度からは先生と呼ぶべきなんですね」

「そういうことになります」

　まだ嘉瀬はしょんぼりしている。いいかげん意地悪するのも可哀想かもしれない。彼にも都合はあって、事実を隠していたのだろうから。

「これからも、どうぞよろしくお願いします」

　にっこり笑って見せると、嘉瀬はほっと安堵した顔になる。

「あ、でも……いいのかなあ……。こんな風になっちゃって……」

　いくらなんでも、研究室内でこんな関係になっていいのだろうか、と一海が悩んでいると嘉瀬は不遜な笑みを見せる。

「いいじゃないですか。仲が悪いより、いい方がいいに決まってます」

「いいかげんなことを……」

「でも、だって、そうでしょう？　まあ、仕事とプライベートを混同させちゃいけませんけれどね。そこは大人の分別ですよ」

　ね、と笑って嘉瀬は一海の頰に口づける。どうもうまく言いくるめられたような気持ちになりながら、どうにか自分を納得させていると「はい、これ」とチョコの包みをひとつ手渡された。

「食事ができるまで、これ食べて糖分補っててくださいね」

「惚れ薬、ですか？」

　胡う乱ろんな目つきで嘉瀬を見上げると、否定もしないで「そうそう」と答える。

「これのおかげで、ぼくはあなたを捕まえられたんだから、相当効果的ってことですよね。今度真剣に研究してみようかな」

　しれっと言って、嘉瀬は立ち上がり、そのままキッチンへ向かう。

「もう……嘉瀬さんったら……」

　呆れるやら気恥ずかしいやらで、どんな顔をしていいのかわからないまま、一海は渡されたチョコを口にした。

　何かやっぱりまるめこまれた気もしないではないが、どこまでも甘いチョコレートの味に、幸せな気持ちばかりでいっぱいになる。一海の口元は綻び、その顔に蕩けそうな笑みをこぼした。
















　とっぷりと暮れた空を見上げながら、嘉か瀬せ侑ゆう一いち郎ろうはうんざりとした顔をして駅のホームに降り立った。

　半月ぶりに帰国したはいいが、成田から自宅までの道のりの遠さに辟へき易えきする。

　全く成田ときたら遠い、と旅慣れているはずの嘉瀬ですらげんなりしていた。

　ただでさえ、飛行機に丸一日以上乗っていたのだ。乗り換えを含めて三十時間あまり、飛行機の中に詰め込まれていたというのに、日本に到着してからも、だめ押しのように二時間以上電車に揺られては身体も限界だった。

　さすがに、全身の筋肉がこわばっている気がする、と嘉瀬は身体からだを伸ばした。

「当分、遠出は勘弁してほしいな」

　そう独りごちて苦笑する。

　飛行機に乗るのは嫌いではないけれど、何事も限度がある。以前いた職場で頻繁に訪れたヨーロッパへのフライトも長時間でかなり疲弊したが、今回の出張の行き先は更に遠いブラジルで、もっと飛行時間が長く、おかげでくたくただ。

　しかも出発前には咲き始めたばかりだったハナミズキが、今はもうちらほらとしか見えない。

　嘉瀬はハナミズキの花が好きだ。色の鮮やかさとばらつきのない整った美しさは、精巧なプラスティック細工にも見える。なのに触れると瑞みず々みずしくて、はっきり生きているということを主張するのだ。作り物か生き物か、と人間に問いかけているかのようにも思えるその花を見る度、自分の専門である生体材料という分野を深く考えさせられる。

　人工物に見えるものさえ、生きたものでできている。結局人間の作り出すものは、生物には敵かなわないのか。いや──そこへ必ず自分は辿り着く、そのために毎日研究を重ねているのだから。そう、この花を見るにつけ、背をただしていた。だが、今年はあまり盛りを堪能できず、残念な気持ちになる。

「さて……」

　本当なら真まっ直すぐに自宅に戻りたいところだった。明日は土曜日だし、日も暮れてしまったこんな時間に職場に顔を出すのは面倒といえば面倒だ。

　しかし、と嘉瀬は職場にいる、自分の恋人の顔を思い浮かべた。早く彼の顔を見たかった。何よりそれが一番自分の疲労を癒す薬なのだ。彼の顔を見たらきっと疲れなど吹き飛んでしまう。

　嘉瀬は微かすかに笑みを浮かべ、スーツケースを引いて先を急いだ。







　研究室にはまだ多くの学生が残っているらしく、実験室の開けっ放しのドアからは賑にぎやかな声がしていた。

　嘉瀬はそこを素通りして、学生室へ向かう。

「ただいま戻りました」

　嘉瀬がそう言いながら部屋へ入ると、真っ先に恋人である足あ立だち一かず海みの姿が目に入った。助教である彼の机はここにある。

　学生室には一海しかいないようだった。皆、実験室にいるらしい。

「嘉瀬先生」

　嘉瀬の声に気付いたのか一海はぱっと顔を上げた。満面の笑みを浮かべ、椅子から立ち上がる。

「おかえりなさい。もしかして成田から真っ直ぐこちらへ？」

　一海が嘉瀬の荷物を見ながら訊きいてくる。

　まさか帰国後すぐに立ち寄るとは思っていなかったとばかりの口調だった。

　早くきみの顔を見たかったからね、という一言を嘉瀬はぐっと飲み込む。ここが大学でなければそう言って一海を抱きしめていただろうが、いつ学生達が入ってくるともしれず、自重した。

　なので、帰宅するまでお預けだと内心で溜ため息いきを吐つき、それをひた隠しにするようにして、にっこりと笑って見せた。

「ええ。この時間なら、皆まだいると思っていましたからね。はい、お土産」

　持っていたデューティーフリーのビニール袋を一海へ手渡した。

　一海はありがとうございます、と言ってそれを受け取る。

「時間がなくてね。空港でチョコレートしか買えなかったんですよ。でも、実はブラジルはチョコレートも侮あなどれなくてね。意外にいけるんです。なので、お土産はこれで我慢してもらおうと思って」

　開けてみて、と嘉瀬は一海に促した。

　一海は言われるまま、ビニール袋の中から、黄色いパッケージの箱を取り出す。

　わあ、と一海が小さく声を上げた。

「やっぱり向こうのはカラフルですね。国民性なのかな。色がすごく鮮やか」

「陽気で個性的なお国柄ですからね、だからきっと色使いも自然とそうなるんでしょう。チョコの味にもそれが出ていますよ」

「そうなんですか？」

　へえ、と興味深げに一海がチョコレートの箱を開けた。中には個別に色とりどりの包装がされた、たくさんの種類のチョコレートが入っている。チョコボンボンやナッツの入ったチョコレートなど様々だ。

　嘉瀬はそのうちのひとつ、黄色と赤の包装のチョコボンボンを摘んだ。

「これは先生に」

　どうぞ、とそれを一海に手渡す。一海は首を傾かしげながら受け取り、まじまじと見つめていた。

　嘉瀬はあたりを窺うかがい、他の人間の気配がないのを見計らって、そっと顔を一海の耳元に寄せる。

「このボンボン、Serenata de Amor──訳すと《愛のセレナーデ》っていうんですよ。ロマンティックでしょ」

　そう耳打ちすると、一海の顔が真っ赤に染まった。

「もう！　こんなところで！」

　キッ、と一海に睨ねめつけられたが、それが本気で怒っているわけではなく、気恥ずかしさを隠すものだということはわかっていた。この程度の揶揄からかいで顔を赤らめる純情さは今どきの青年には珍しいだろう。しかし、楚そ々そとした顔だちの清潔そうなこの青年が、ベッドの中ではあられもなく乱れることを、嘉瀬はよく知っていた。

　早く一海を連れ帰って、心ゆくまで抱き潰したい衝動に駆られるが、理性を総動員してなんとか堪こらえる。

「すみません。あなたの顔を見たらつい、ね。でもそのチョコレート、本当に美お味いしいんですよ。食べてみてくれませんか」

　嘉瀬が謝ると、一海は照れ隠しのようにわざと大きく息を吐いて、ボンボンの包みを開けた。

「あ、美味しい」

　一口で食べるには些いささか大きなボンボンを半分ほど囓かじった一海が思わずとばかりに言う。

「ね？　美味しいでしょう？　甘いけど、カカオの味が濃くて」

　嘉瀬が訊くと一海はしぶしぶ「はい」と返事をした。けれど、口調とは裏腹に表情は柔らかい。どうやら一海の口に合ったようだ。

　そうして一海は残りのチョコレートを口に放り込み、満足そうにもぐもぐと食べていた。

「そろそろご機嫌直してくれました？」

「…………直りました」

　ちょっと拗すねた感じが可愛かわいらしく、また無意識だろうが上目遣いで見つめてくるので、嘉瀬は理性を保つだけで必死だ。こんな顔をされて黙っていられるわけがない。先ほどからの理性との戦いが、疲労をますます強くする。

　一海の顔を見れば疲れも飛ぶだろうと思ったのに、却かえって強制的にお預けを食らわされて疲労は増すばかりだ。嘉瀬はここに立ち寄ったことを半ば後悔していた。

「機嫌を直してくれてよかった。それじゃあ、ぼくはそろそろ帰ろうかな。お腹なかも空すきましたしね。……先生はどうされます？」

　ちらりと一海の顔を窺った。

　暗に誘いをかけてみたが、果たして一海は気付くだろうか。

　一海ははっとした顔をし、そして落ち着かない様子で視線を泳がせていた。

「どうします？」

　嘉瀬はにっこりと笑って、もう一度一海に訊く。

「……私も……夕飯まだなので……その……仕事も大体終わりましたし……」

　嘉瀬の思惑を理解したらしい一海は、頰を上気させながら、たどたどしい口調で答えた。その初々しい反応に嘉瀬は満足そうに微笑ほほえむ。

　付き合ってからもう半年も経たつのに、いつまでも物慣れないところが一海らしいといえば一海らしい。きっと彼はいつまでもこんな風なんだろうな、と嘉瀬は愛いとおしく思った。

「それじゃあ、一緒にご飯食べに行きましょう。ぼくはもうお腹ペコペコなんですよ」

　にっこりと一海に笑いかけると、一海もはにかんだ微笑みを嘉瀬に寄越した。







　一海と二人で大学を出てから、近くにあるファミレスで夕飯を食べた。

　腹が膨れることだけが先決で、ゆっくり食事を楽しむ余裕はなかったのだ。物理的な空腹を満たすより、早くもうひとつの飢餓感を満たしたかった。

　たった半月、近くにいなかっただけなのに、と嘉瀬は苦笑した。

　三十も半ばになって、性欲も落ち着いたと思っていたが、たった一人の青年を目の前にするだけで箍たがが外れたように理性を失ってしまいそうになる。

　そもそも自分が我を忘れて恋愛にひた走るような激情家だと思ったことは一度もなかった。どちらかというと、逆に恋愛にどっぷりと浸つかって仕事との区別をつけない者に対しては、冷たい態度を取っていた方だったかもしれない。

　なのに、だ。

　まさかここまで一海にのめり込むとは自分でも意外だった。

　はじめは、彼が笑ったら可愛いだろうな、と思っただけのことだった。せっかくきれいな顔をしているのに、いつも疲れた表情をしていて、もったいないと。しかし、いつの間にか、好きでたまらなくなった。彼のことを知るにつれ、いつでも自分の側そばにいてほしいとそう思った。

　一時は、性愛の伴わない結婚に踏み切ったというほどだったのに、今ではまるで思春期の若者のようにただ彼に触れることだけしか考えていない。

　とても以前と同じ人間に思えないと、自分自身、己のあまりの変わりように驚くばかりだ。

「どうかしました？　疲れてますか？」

　一海に心配そうに覗のぞき込まれて、嘉瀬は首を振った。

「いえ、平気ですよ。一海の顔を見たらすっかり疲れなんか吹き飛びました」

　そう言うと、一海はまた顔を赤らめ、慌てて「サンパウロはいかがでしたか」と話題を変えた。この随分と照れ屋な恋人を嘉瀬はますます愛おしいと思う。

「やっぱり季節は逆なんですか？」

　南半球は行ったことがないから、と一海がはにかんだ笑顔を見せた。

　一海は嘉瀬も所属している鹿か島しま研究室の助教だ。未いまだ三十にもならない年では、研究者としてはまだまだヒヨっ子と言ってもいいくらいである。学位を取ってすぐ、そのままこの研究室の助教になったのだが、これまでは自分の研究もできない状況下にあったことで、海外での経験はそう多いとは言えなかった。

「ええ。向こうは秋というか、そろそろ冬に近くなってきましたよ。随分寒暖の差が激しくて、着るものに苦労しました」

「へえそうなんですね。想像がつかないな。あちらにはお友達がいらっしゃるんですよね」

「ええ、アメリカ時代のね。彼はもともとブラジルの出身だったので、地元の研究所に戻れて嬉うれしそうでした」

　嘉瀬自身は、大学卒業後に渡米し、そこで学位を取っている。その後アメリカの研究機関で働いていたが、諸事情あって帰国した。それからのことは一海も知っている。

　自分自身がこれまで自由にやってきた分、日本の大学の窮屈さ、というのも気になるところだった。

　自分が准教授としてここへ着任した以上は、今までよりもっと彼に研究をさせてやりたいと思っている。

　一海は元々がゲイではない。同性と恋人関係になったのは嘉瀬が初めてなのだ。

　同性愛者というのはまだまだ差別の対象でもあり、それだけで嫌悪の対象になることがある。まだ研究者として第一歩を踏み出したばかりの一海にとって、この状況はデメリットになるだけで、メリットは殆ほとんどといっていいほどない。

　嘉瀬にしてみれば、こちらの道に引き込んだという負い目がある。だから余計に一海には誰にも後ろ指を指されないように、研究者として確固とした地位を築かせてやりたかった。

「楽しかったですか？」

「そうですね。あちらの方とめいっぱいディスカッションできたのは収穫でした。やはり勉強になる」

「素敵ですね。私も、いつか短期でいいから海外に行ってみたい」

　一海が感嘆の溜息を吐く。

「一海も是非行って勉強してくるといいと思いますよ。何より、刺激になりますから」

「そうですね。機会があれば……」

　彼も海外には憧れがあるのだろう。日本の研究が海外に比してけっして劣っている訳ではないが、日本と海外では研究に対する姿勢が随分と異なることは確かだ。日本の場合、実用化ということにおいては、海外から大きく水をあけられている。それにやはりアプローチや発想は海外のほうが斬新で面白い。だからそれらを生み出すのはどんな場所なのかと皆憧れるのだ。

　一海も羨望の眼まな差ざしを遠くへ向けていた。それはまるできれいなものを見る子供のような目だった。純真で、無む垢くな。きらきらとした目で微笑んでいる一海はますます自分を惹ひきつけると嘉瀬は思った。

「今晩、泊まっていける？」

　食事の後、店を出ると指先を絡ませて訊たずねた。

　一瞬、一海の手が引っ込められそうになるのを、強い力で握りしめる。

「誰も見てませんよ」

　幹線道路沿いで、車の往来は多いが、繁華街でもないから人通りはさほど多くない道だ。たとえ、こんな些さ細さいな悪戯いたずらを仕掛けたとして気付かれることはない。

　嘉瀬は一海の指をそっと撫なでた。

「でも……疲れていませんか。長旅だったのに……」

「言ったでしょ。一海の顔を見たら疲れが吹き飛ぶって。ぼくは今日一海にいてもらいたいと思っているんですが。それとも、いや？」

　一海が気遣ってくれていることはわかる。けれど、一緒にいたい。

「いや、じゃありません。侑一郎さんがいいなら、私だって……」

　小さな声で二人きりのときにだけで呼ぶ名前を口にして、一海は絡めている嘉瀬の指をしっかりと握った。







　キスの好きな恋人に何度も何度も口づけた。

　固く閉じた唇が、徐々に解ほどけ、嘉瀬の舌を受け入れる。はじめのうち、躊躇ためらいがちに受け止めているだけなのに、次第に大胆になる。

　吐息が色めき、体温が上がっていく。

　やがて互いの舌がどちらのものともわからなくなるほど、絡み合わせ、もつれ合わせた。

「寂しかった？」

　一海の耳元で低く囁ささやくと、とろりと潤んだ瞳で「はい」と返ってくる。二週間も触れ合っていなかった身体はそれだけで容易に昂たかぶった。

　風呂上がりで、石けんの匂いの残る身体を抱きしめる。

　半月の間留守にしていたから、部屋はなんとなく寒々しく、また使われていなかったベッドはひんやりとしていたが、熱くなった二人の身体にはちょうどよい温度だった。

　首筋に唇を押しつけると、一海が小さく身じろいだ。逃げられないように肩口にいくらか力を込め、鎖骨の窪くぼみに舌をのせると、一海の唇から吐息が漏れる。そのまま舌で鎖骨をなぞり、指で乳首を弄いじってやると一海は我慢しきれないように声を上げた。

「ぼくがいない間、ひとりでした？」

　一海の小さな乳首を吸いながら、空いた手で彼のペニスをさする。硬く勃たち上がったその先から、ぬるりと蜜が滲にじみ出ていた。

「ぼくはしましたよ。一海の身体を思い出して。……電話で声を聞いた後なんか我慢できませんでしたから」

　バカ、と少し険のある眼差しを向けられる。けれどその微かに眇すがめられた視線が扇情的だと嘉瀬は思う。

　先ほど見せた無垢な心を持つ青年が、自分だけに淫みだらな姿を晒さらすのかと考えるだけで、ぞくぞくとした。

「でも、やっぱり本物には敵いませんね。ここも……ここも……」

　可愛い、と言いながら、嘉瀬は一海の股間に頭を埋うずめた。

「……ぁ……っ」

　反射的に一海が嘉瀬の頭を押し返してきたが、嘉瀬は一海の手を払いのけ、一海のペニスを口に含んだ。

　一海のペニスは特別大きい方ではないが形がよい。裏筋から会陰にかけて舐なめてやるとビクビクと生き物のように蠢うごめいた。ずっしりとした陰いん囊のうが、嘉瀬の不在の間、自慰すらしていないことを物語っていて、嘉瀬は満足げに笑みを浮かべる。そこを手でさすって揉もみ、ペニスを喉の奥まで咥くわえて吸ってやると、あっけなく一海は吐精した。

　自分だけ早くイってしまったのが恥ずかしいのか、一海は赤らめた顔を両手で隠す。

　どれだけ身体を重ねても、未だ初めて触れるみたいに恥じらう恋人が愛しくて仕方がなかった。

「ごめんね。ゆっくり可愛がってあげられません。ぼくもかなり切羽詰まってる」

　はあ、と嘉瀬は大きな息を吐き、余裕のない表情を浮かべた。

　一海を俯うつぶせにさせ、腰を上げさせる。背中に舌を這はわせると、ビクンと背が反そった。

「あ…………ぁ……ぁ」

　一海が背中の愛あい撫ぶを殊更感じると知ってから、嘉瀬はそこを執しつ拗ように責めるようになった。背中がきれいな曲線を描いて撓しなり、堪えきれないように喘あえぎ声を漏らす様は、何より艶つやめいている。

「……ぁ……そこばかり……やめ……」

「好きでしょう？　ここ。こっちも好きだけどね」

　うなじを吸い、乳首を摘む。コリコリと揉んでやると再び一海のペニスは頭を擡もたげ始めた。

「……ん……んっ……」

　枕元に置いていたローションを手に取ると、手のひらでぬくめる。

　唇と舌で背骨をなぞりながら、ローションをたっぷり含ませた指を、尻の狭はざ間まに触れさせた。奥でしとやかに窄すぼんでいる蕾つぼみを、指で丹念に解ほぐす。蕾は嘉瀬の指を受け入れ、待ち望んでいたように食はむ。トロトロに融けた頃、嘉瀬は「いい？」と一海の耳たぶを嚙かみ、囁いた。嘉瀬の吐息に一海の身体が小さく震える。

「顔、見たい……。侑一郎さんの……」

　顔を振り向けて強ね請だる一海に嘉瀬は薄く笑った。

「だったら──」

　潜めた声で、一海にあることを唆す。

「え……」

「いいでしょ？　飛行機が結構辛つらかったから、一海に協力してもらいたいな」

　耳の後ろから、首筋へかけて、いくつも小さなキスをする。こくりと一海が頷うなずくと、嘉瀬は一海の身体を抱き起こし、嘉瀬はベッドの上に胡座あぐらをかいた形で座る。

「おいで」

　一海の手を引き、自分の首に回させる。

　口づけを交わしながら、向かい合うようにして自分の膝の上に一海を座らせた。

「自分で入れてごらん」

　一海の手に、嘉瀬は自分のペニスを握らせる。ローションをまぶしたほっそりとした手がペニスに絡みつき、ぬるぬるとした潤いを与えていく。一海は腰を少し浮かせ、嘉瀬の言うままにそれを自分の尻の狭間に押しつけた。

「……ん……っ……」

　ゆっくりと時間をかけて、一海の後ろが嘉瀬を飲み込んでいった。慣れないためか、いつもより余計きつく感じる。一海も唇を嚙んで圧迫感をやり過ごそうとしていた。

「奥までちゃんと飲み込んで……ん……、そう、上手ですよ……」

　嘉瀬は一海を手助けするように、小刻みに腰を動かした。その度一海の身体が沈み、奥へと嘉瀬を誘う。ときどき赤く尖とがった乳首を摘んでやると一海はせつなそうに声を漏らした。

「気持ちいいの？　こっちからまたいっぱい溢あふれてる」

　やらしいね、と指で一海のペニスの先をトントンとノックするように小さく叩たたく。するとそこからこぼれ出している先走りの蜜が糸を引いた。

「……や……っ……」

　ひどく淫いん猥わいな眺めに一海は羞恥し腰を引こうとしたが、嘉瀬はそれを許さず下から、一息に突き上げる。

「ひ……っ、……ぁ……あぁ……っ」

　過ぎた刺激なのか一海の目から涙がこぼれた。それを唇で吸ってやる。甘い、と嘉瀬はその涙の味を堪能する。

　一海はしばらく嘉瀬の首に腕を回したまま動けずにいた。嘉瀬が繫つながっている場所を指で撫で回すと、健けな気げに嘉瀬のものを飲み込んでいるそこはひくりと蠢うごめいた。

「感じちゃいましたね。でも、よかったでしょう？」

「いじわる……」

　涙の浮かんだ目で見つめられ、可愛いことを言う一海に悪いた戯ずらっぽく笑みを返す。

「でも、好きでしょう」

「もう！　嫌いです……！」

　嫌い、と言いながら、それでも離れることはない。

「でも、ぼくはずっと好きですよ」

　そう言って、嘉瀬はぐるりと腰を回した。

「んっ……あ……っ、あ」

　それが引き金になったらしく、一海は自ら強請るように腰を揺らめかせた。

「もっと気持ちよくなりたかったら、自分で動くんですよ」

　意地の悪いことを言う嘉瀬に、一海は小さく睨にらむ。けれど、キスはするのに一向に動かない嘉瀬に焦じれて、一海はとうとう腰を動かした。

　初めのうちは控えめだった動きが、次第に奔放になってくる。

　自分のいいところに当たるようにして動く姿がとてもいやらしい。素直で物覚えのよい彼は、嘉瀬とのセックスでもすぐに快感を得る術すべを覚え、また嘉瀬を喜ばせることも覚えた。
















「すぐ終わるのはもったいないですね……」

　そう言って嘉瀬はなかなかイかせなかった。嘉瀬の身体にしがみつくようにしているせいで、一海のペニスはお互いの下腹に擦こすられる。過ぎる快感に一海は喘ぎ続け、まともに息もできないでいるようだった。

「んっ……や、……ああっ、……ァ」

　終わりたくないという、嘉瀬のゆるゆるとした突き上げに、一海は快感が過ぎて泣きじゃくる。その顔に煽あおられて、嘉瀬は一際激しく一海の奥を穿うがった。

「……ぁ、……っ、あっ、そこ、や……っ、やだ……っ」

　一海の前立腺を抉えぐって擦ると、一海は無意識に爪を嘉瀬の身体に食い込ませる。ガクガクと身体を引きつらせ、喉の奥から洩もれ出す声も、とうに掠かすれていた。

「一海……、一海」

　嘉瀬が名前を呼びながらひときわ強く突き上げると、一海は悲鳴のような嬌きよう声せいを漏らしながら絶頂を極める。一海のペニスから白い蜜がこぼれ、二人の腹が一海の蜜で濡ぬれた。そうして一海を追うように、嘉瀬も一海の腹ふつ腔こう内に熱いものを迸ほとばしらせた。







「嘉瀬先生、鹿島先生がお呼びです」

　月曜日、出勤するなり、研究室の秘書である原はら島しまが嘉瀬を呼びに来た。

　朝イチに出張の報告をするつもりだったが、呼び出しの方が先だったか、と嘉瀬は苦笑する。慌てて支度をしながら原島に、すぐに行きます、と返事をした。

　書類の準備を整えて嘉瀬が教授室へ向かうと、部屋にいたのは鹿島一人きりだった。

「実はね、足立くんに留学の話があるんだが」

　鹿島は嘉瀬の顔を見ると、いつものように穏やかな口調で切り出した。

　嘉瀬はそれを聞いて一瞬耳を疑った。

　てっきりブラジルでの報告を求められるのかと思っていたが、話は嘉瀬の予想とは別物だった。

「留学、ですか？」

　内心、ドキリとした。先日一海との会話でなんとなくだったが、そんな話も出たからだ。

「ああ。彼にはこれまであまり自分の研究をさせてあげられなかったからね。それにこれからは海外に目を向けることも必要だ」

　いつかは一海に留学の話も出るだろうとは思っていたが、いきなりのことで嘉瀬は驚いた。しかし一海が経験を積むのはよいことだと嘉瀬は思う。

「ええ、そうですね」

　この大学には若手研究者の交換留学制度がある。アメリカやドイツ、名だたる大学に三ヶ月から半年程度短期の留学ができるのだ。鹿島はおそらくそれを利用するのだと嘉瀬は考えていた。

「足立くんにはヨーロッパが向いていると思うんだよ。フランスとかね」

　その意見には嘉瀬も同意だった。フランスという場所は、一海には相応ふさわしいと考える。

　研究スタイルは各国様々だが、アメリカはどちらかというと、話題になっている、いわばブームのテーマについて一分一秒を争って研究をしている研究者が多いように思える。だが、ヨーロッパ、特にフランスは話題になるようなテーマでなくとも、じっくりと研究できる環境が整っているらしく、腰を据えた研究ができるという印象だ。

　こつこつと積み上げるタイプの一海にはそちらの方が合っている。さすがに鹿島は一海のことをよく見ていると嘉瀬は感心した。

「それで行き先なんだけれど、きみも知っているかな」

　鹿島はフランスのとある大学の名前を挙げた。嘉瀬はその名前を聞いて嫌な予感を覚える。

　そこには近年、鳴り物入りで作られた最先端を誇る研究所がある。各国から研究者が集まっており、日本からも留学を希望する人間は多いが、受け入れの空きがなくてなかなか難しいと聞いた。それに──。

「先生、もしかしてデュボワ氏のラボに？」

　嘉瀬は恐る恐る鹿島に尋ねた。鹿島の提案した一海の留学先が、自分の知るラボだったとしたら。そう嘉瀬は不安になる。

「ああ、そう。知ってる？」

　鹿島の返事に、嘉瀬の頭の中が真っ白になる。予感は見事に的中してしまった。

「ええ。一度見学に」

　動揺で声が震えそうになるのを嘉瀬は必死で堪えた。

　なぜなら鹿島の提案したそこは、あまりよい評判を聞かないラボだったからだ。

　ボスであるデュボワ氏自身がまず我わが儘ままな人物であり、人使いも荒いらしい。またラボ内も和わ気き藹あい々あいとした雰囲気ではなく、研究員はお互いをまるで信用せず、足を引っ張り合っていると聞いた。それが業績を挙げさせるためのデュボワ氏流のやり方だという。猜疑心を植えつけ互いに不信感を抱かせることで、馴なれ合いがなくなり、そこで競争を生み出させるということだった。

　嘉瀬も以前は噂うわさを聞いて誇張だと思っていたが、機会があって見学に行った際、確かにラボの空気はピリピリとしており、そこの研究員に何か訊ねても棘とげのある言葉で返された。そのせいで危うく喧けん嘩かになりかけたことがあったのだ。

　確かにそういった場所で伸びる人間もいるだろうが、一海の性質とは真逆の、全く合わなそうなラボだ。そんな中に一海を放り込むというのか。

「……でも今は、あまり留学生を受け入れていないと聞きましたが」

　嘉瀬は平静を装いつつ、言葉を続けた。

「そうだね。まあ、そこは」

　ね、と鹿島は含んだように笑う。

　おそらく鹿島は一海のために相当骨を折ったのだろうと思えた。

「交換留学制度をお使いになるんですか」

　大学の制度を利用するならば、長くてもせいぜい半年だ。そのくらいならたとえきつい目にあっても一海も我慢ができるだろう。しかし、嘉瀬の思惑から外れた答えが鹿島から返ってきた。

「いや、それとは別枠のプロジェクトで行かせてやろうと考えているんだ。でも、学内の調整が面倒でね、これが」

　あはは、と鹿島が頭を搔かきながら笑った。

「足立くんはもっと伸ばしてやりたいと思っているんだよ、ぼくは。彼はそれだけの素養のある人だし、おとなしく見えてあれでなかなか根性も据わっている。海外で勉強すれば、もっと研究の幅も広がるだろうしね」

　鹿島は随分と乗り気でいるらしい。言葉の端々から、それが窺えた。

　だが、嘉瀬は内心穏やかではなかった。

　交換留学ではないとなると、最低でも一年か二年、向こうに滞在することになる。その間、彼と自分は会うことができなくなるだろう。

　やっと恋人として手を取り出したばかりなのに、その矢先にまさかこんなことになるとは思わなかった。一海のことを考えれば向こうへ行った方がいいのに決まっているが、手放したくない。

　それに、行けば一海という優秀な研究者が潰されてしまうかもしれないと、漠然と不安を覚えた。

　ましてや近くにいない以上、自分が彼を守ってやることもできない。

「どうしたんだい？　妙な顔をして」

　鹿島が怪け訝げんな顔をした。

「い、いえ。その……そちらのラボはあまり評判がよくないと聞きましたので、そこに足立くんをと思ったものですから」

「それだけ？」

　鹿島が不思議な訊き方をしてくる。

「え？」

「それだけなの？」

　にこにことしていながら、しかしどこか棘のある口調であった。思わず嘉瀬は緊張に身体を硬くする。

「それはどういう……」

　鹿島の言葉の裏にあるものを測りかねて、嘉瀬はおずおずと訊ねた。

「いや、てっきりきみ自身が彼を行かせたくないのかと思ってね。そんなに不安？」

　鹿島が一体何を言っているのか、嘉瀬には瞬時に理解できなかった。

「先生……一体何を……」

「たかがこのくらいのことで、きみらはダメになっちゃうのかな？」

　何かを見通した言葉が、鹿島の口から発せられた。

「……え？」

　心臓が嫌な音を立てた。

「きみらの関係を知らないとでも思ってたのかな。……全く、どうしてきみなんだろうね。足立くんも」

　嘉瀬と一海が恋人同士であると気付いているらしい口ぶりだった。食えない人だとは常々思っていたが、彼の頭脳の明めい晰せきさはこんなところでも発揮されているようだ。

　嘉瀬は返答に窮きゆうした。

「正直ね、ぼくも面白くはないんだけれど。でも彼が選んだのならしょうがない。まさか彼がきみとねぇ……。きみ達なら、きっと仲よくなれるとは思っていたんだけど、仲よくなり過ぎでしょ。っていうか、ぼくもそこまでは考えてなかったんだけど」

　想定外だった、と鹿島が苦く笑う。

「……先生、ぼくと足立くんは」

　嘉瀬はひどく動揺していた。一海と付き合っている事実を、ここで肯定してよいものか、と逡しゆん巡じゆんする。とにかく何か言わなくてはと思ったところで、鹿島に言葉を遮られた。

「ああ、噓うそはやめてほしいな。今更隠されても困るしね」

　隠し立ては無駄なことだと嘉瀬も悟り、大きく息を吐いた。

「わかりました。先生の仰おつしやる通り、ぼくと彼とが恋愛関係にあることを認めます。──でも、先生、いつからご存じでしたか」

　おそらく何をどう反論したところで、この老ろう獪かいな古ふる狸だぬきに敵うわけもなく、嘉瀬は白旗を掲げた。

　鹿島は嘉瀬の問いに、ふんと鼻を鳴らしただけで答えようとしなかった。

「しかし、足立くんもなんでまた……」

　先ほどから口にしていたぼやきをまた繰り返し、鹿島は盛大に溜息を吐いた。

　そうして、本当はいずれ可愛いお嫁さんを紹介したいと思っていたのに、と嫌みを言われた。

「それにしても、ぼくには全然打ち明けてくれないんだから、嫌んなっちゃうね。そんなに信用がないのかな」

　面白くないといった口調で鹿島が呟つぶやく。

　鹿島にとって一海は、研究者として心から評価しているだけでなく、我が子のように可愛がっている青年だ。

　鹿島自身、一海の恩師からかっさらってきた後ろめたさみたいなものもあるのだろう。一海のことを何よりも大事にしているのが窺える。

　掌中の珠たまみたいなもので、それを嘉瀬が横取りしていったのだから、鹿島としては面白くないといったところか。

　もしやこの留学話を持ちかけたのも、嘉瀬と引き離したいためなのか、と妙な勘ぐりをしてしまいそうになる。

　すると、再び鹿島がじろりと嘉瀬を睨んだ。これまでとは打って変わって鋭い目つきに思わず嘉瀬は怯ひるむ。

「ひとつ言っておくが、この留学に関してはきみがどうこうとか全く関係ない。きみとのことは確かに面白くないが、ぼくはけっして私情を挟むつもりはないよ」

　嘉瀬ごときでは太刀打ちできるタマではないと改めて思い知る。鹿島本人の言う通り、彼は感情を仕事に織り交ぜてくる男ではなかった。逆に己の矮わい小しようさを見せつけられたようで、嘉瀬は自己嫌悪に陥る。

「足立くんにはもっと研究者として大きくなってもらいたいと考えている。私情を交えて、きみが反対するというなら、ぼくはきみと言う人間を見損なうね」

　厳しい言葉を鹿島にぶつけられる。

「この程度のことで揺らぐようなら、ぼくはきみらが不安だな。この先のことを含めてよく考えなさい」

　鹿島は続けて冷たく言い放った。

　ぐうの音も出ないほど、正論だった。反論の余地など欠片かけらもない。

（鹿島先生の言う通りだ）

　教授室を後にした嘉瀬は、のろのろとした重い足取りで、自分の部屋へ向かう。

　嘉瀬はとことん叩きのめされた気分だった。

　一海との関係を知られていたことは、衝撃といえば衝撃だったが、さしてダメージにはならない。いずれ話をするつもりであったし、それが早まっただけのことだ。

　それに鹿島に歓迎されないのは百も承知である。それがごく普通の反応であることは、これまでの経験上わかっていることだし、それは覚悟の上だった。

　だが、自分よりもはるかに一海のことを考えている鹿島に嘉瀬は負けた気にもなる。

　そのことがひどく悔しいのと同時に、理性では割り切れないものを覚えた。

　一海の将来を考えると三十になる手前で留学することは、よいことだと思う。本来なら、恋人である嘉瀬本人が彼の背中を押すべきなのだということも。

　しかし頭では理解できるが、心は違う。

　付き合い始めてまだ半年ほどだ。まだまだ知りたいことも、二人でしたいこともたくさんある。

　付き合い始めるとき、一海に仕事とプライベートの区別をつけなくては、と言ったのは嘉瀬自身だ。けれどやはり今一海と離れることはしたくない。手放しで一海の留学話を喜べない自分を嫌悪しながら、廊下に延びた自分の影を踏みつけて歩いた。







　その日の午後、嘉瀬が講義から戻ってくると、コンコンと准教授室をノックする者があった。

　はい、と返事をすると、一海が顔を覗かせた。

「今、お時間大丈夫ですか」

　お話が、と一海の明るい声に、鹿島がもう一海に留学の話をしたのだと悟った。鹿島にしてみれば、一海への親心、なのかもしれないが、今の嘉瀬にとっては正直いまいましい。

「ええ」

　どうぞ、と一海に椅子を勧め、嘉瀬は平静を装う。動揺を一海に知られたくなかった。

「実は、今鹿島先生から、留学の話をいただいて」

　一海は満面の笑みを浮かべていた。

　外に飛び出したい、という一海の向上心が表情に垣かい間ま見える。

「留学……」

「ええ、一年か二年、フランスへ行かないかと」

「そう……」

　嘉瀬の気のない返事に一海は訝いぶかしげに首を傾げていた。きっと喜んでくれると思って一海はここへ来たのだろうに。

「あの、先生……？」

「行きたいんですか？」

　嘉瀬が訊くと、一海は真っ直ぐ嘉瀬の目を見て「行きたいです」とはっきりと言う。そこには全く迷いが見られなかった。

　一海のこの素直な目を、濁らせたくはないと嘉瀬は思った。他人の失敗を望むようなラボでは、一海のような真面目で正直でお人ひと好よしな人間は、格好の餌だ。手玉に取られ、陥れられ、絶望を味わうことになるかもしれない。人を疑うことを常としている世界で、果たして一海はやっていけるのか。

　疑心暗鬼の目で人を見るような人間に、一海にだけはなってほしくなかった。

「ねえ、一海。例えば……そこで潰される可能性があったとしても、それでも行きたいって思いますか」

　自分でも驚くほど、冷たい声が出た。

　また、学内にいることを忘れ、一海の名前をそのまま呼ぶ。

　嘉瀬のその声に一海は驚いたように目を丸くした。嘉瀬がこんな言い方をすることは滅めつ多たにないことだった。

「そ、れは……？　どういう？」

　一海は怪訝そうに聞き返す。

「……鹿島先生が勧めたラボの評判があまりよくないことを、ぼくは知っています。いじめのようなことはおそらく日常茶飯事です。それでも？」

　一海は何か考え込む素振りを見せたが、すぐに顔を上げた。

「……それでも……やっぱり私は行きた──」

　一海が次の言葉を告げようとしたとき、ドアがノックされた。

「はい」

　嘉瀬が返事をすると、学生の一人が「すみません、一海先生います──あ、先生、いた。お客さん来てますよ」と一海を呼びに来た。

「わかった、今行くから」

　一海は嘉瀬へ視線を残しながら学生に返事をし、嘉瀬の部屋を出ていく。

　パタンとドアの閉まる音を聞きながら、嘉瀬はぎゅっと目を瞑つぶった。







「どうかしました？　浮かない顔ですね」

　会議の時間がおして、遅い時間に学食で昼食を摂とっていると、隣の研究室の佐さ久く間まが現れて声をかけてきた。

　この時間の学食には殆ど人がいない。あたりを見回しても、離れたところに、一人、二人いる程度だった。

「いや……別に……」

「別に、って言ってる割にはさっきから全然箸を付けてませんけど、それ」

　佐久間は、殆ど手を付けていない嘉瀬のアジフライ定食を指さすと、テーブルを回り込んで嘉瀬の向かいの席に座る。少し斜に構えたように椅子に腰掛け、足をぞんざいに投げ出した。

「ああ……ちょっと考えごとをしていたものだから」

　嘉瀬が答えると、佐久間は「ふうん」と言いながら身を乗り出しテーブルに片方の手で頰ほお杖づえをついた。

　佐久間は嘉瀬に積極的に話しかけるでもなしに、じっと顔を見つめてくる。何か用でもあるのか、と問うように顔を顰しかめながら視線を向けたが、何か話すわけでもない。

　その表情から、彼が何を考えているのかは、読み取れなかった。

「何か用でも？」

　訊くと「まあ、まずは食べてくださいよ。話はそれからでも遅くないので」と再び皿を指さした。

「……そうか」

　返事をして、嘉瀬は皿の上にのっているプチトマトを箸で摘み、口に放り込む。

　口の中で弾はじける果汁の酸っぱさが今日はやけに気になった。

「足立くんがね」

　一口、二口、嘉瀬が箸でアジを口に運んでいると、そう佐久間が切り出した。

　一海の名前をいきなり口にされて、嘉瀬は反射的に身体を硬くした。

　すると佐久間は「へえ、珍しい。嘉瀬さんも動揺することあるんだ」とクスクスと笑った。

　じろりと睨むと「何かやましいことでもあるんですか」と逆に睨み返される。

　佐久間の言う通り「やましいこと」は、あった。

　一海の背中を押してやりたいと思いつつ、踏ん切りがつかない己の女々しさにうんざりとした。だが、一海の顔を見ればやはり手放したくないという思いが先に立つ。

　嘉瀬の胸の裡うちでぐるぐると渦を巻いているそんな思いを知ってか知らずか、佐久間が冷ややかな視線を寄越していた。

「足立くんね、へこんでますよ。誰かさんに最近避けられてるって」

　佐久間の視線がますます冷たいものになる。

「それ……きみに相談したの？」

　嘉瀬は佐久間の冷たい視線をやり過ごし、同じ程度の温度で訊いた。

　聡さといこの男は、嘉瀬と一海が付き合う前から、なんとなく二人の恋愛感情に気付いていたらしく、ときどき鋭いところを突いてくる。

　ただ嘉瀬は佐久間に一海と付き合っていることをカムアウトしてはいないから、佐久間もはっきりとは言わない。暗黙の了解、といったところか。

「彼がぼくになんか相談するわけないでしょう。なんか雰囲気が前みたいに張り詰めてたから、それとなく聞き出しただけ」

　相変わらず頰杖をついたままで、じっと横目で嘉瀬を見、佐久間は続けた。

　彼のこのラフな口調は、先輩後輩の間柄という気安さによる。と言っても、学科が同じで見知った顔という、それだけのものだったが。

　ただ今は、何しろ研究室が隣同士だ。おかげで学生時代よりも今の方がずっと話をするようになっていた。

「ぼくね、嘉瀬さん。足立くんのこと結構好きなんですよ。あ、言っておくけど、下世話な意味じゃなくて、純粋に好ましい、って意味でね。一所懸命で真面目で、狡ずるくなくて。ぼくがどっかに置き忘れたものばかり持っていて、眩まぶしいですよね」

　だから、ついついお節介焼いちゃうんだけど、と佐久間は苦笑する。

「──で、嘉瀬さんになんで避けてんの、って聞きにきたら、今度は嘉瀬さんがぼんやりしてたってわけ。嘉瀬さん来てから、うまくやってたのに、どうしたのかなと。……なんかありました？　喧嘩？」

　いや、と嘉瀬は首を振った。

　喧嘩ならば、まだ互いに会話をする分、よっぽどましかもしれない。何しろ、嘉瀬は一海に話しかけることすらできないのだから。

「……足立くんに留学の話があるんだ」

　それを聞いて「へえ」と佐久間は目を見開いた。ここまで話した以上、佐久間に話さないというわけにもいかない。

　嘉瀬は佐久間に、ことのあらましを説明した。

「じゃ、何。嘉瀬さんは、足立くんがそこでいじめ抜かれちゃうかも、って心配してるんだ」

　ククッ、と佐久間が「随分と過保護だ」と喉を鳴らして笑う。

　過保護だ、と佐久間に笑われたが、嘉瀬も佐久間の言葉は否定できなかった。

　過保護で、独占欲も悋りん気きも強くて、どうしようもない。こうして佐久間が一海のことを口にするのですら、腹立たしくて仕方がないというのに、自分の見えないところに一海を置くというのは耐えられなかった。

「あんまり過保護過ぎるのもどうかと思いますよ。可愛がってるかもしれないけどね。あれで彼は結構強いところがあるって、嘉瀬さんもよく知っているでしょうに」

　ね、と佐久間が何か見透かすような目をする。

　佐久間に言われるまでもない。一海の芯が強いのは嘉瀬とてちゃんと知っている。嘉瀬がここに初めて来たとき、一海はそれこそ周りの嫌がらせに遭っており、必死に耐え抜いてやり過ごしていた。真面目で健気で──だからこそ、もうあんな目に遭わせたくないと、絶望にうちひしがれる彼を見たくないと思うのは間違っているだろうか。

「ああ、だからか」

　佐久間が何か思い出したようにポンと手を打った。

「？」

「この前から、なんだかやたらに鹿島先生がうちの関せき川かわ先生のとこにきて、長話していくんですよね。あれって、もしかしてこのせいなんじゃないですか。誰もぼくの気持ちなんかわかんない、とか愚痴っていたし。嘉瀬さん、最近鹿島先生とも顔合わせてないんでしょ？　嘉瀬さんの態度に拗ねてんじゃないのかな、あれ。足立くんのことも心配かもしれないけど、少しは鹿島先生の気持ちも考えてあげれば」

　そんなことがあったのか、と嘉瀬は佐久間の話に耳を傾けた。おそらく佐久間の言う通りなのだろう。

　だが、鹿島が自分の態度に拗ねているというのはあまり考えられなかった。鹿島は嘉瀬については一海ほど心を砕いていないと思っていたからだ。

「考えてって……」

「だって鹿島先生、嘉瀬さんのことすごく信頼してるじゃない。だから足立くんを留学させてやろうって思ったんでしょ。嘉瀬さんがいれば研究室は安心だから」

　佐久間はそう言うが、果たして鹿島がそこまで自分のことを信頼しているだろうか、と嘉瀬は訝しく思っていた。だが、そんなことより今は一海のことしか考えられなかった。

「喉渇いたな。……お茶もらってきますね」

　佐久間が席を立って、給茶機の方へ歩いていった。

　佐久間の言うことはわかる。鹿島の言うことももちろんわかっている。一海の将来に繫がることだということも──嘉瀬は額に手を当てて俯うつむく。

　決めるのは一海自身だ。そこに嘉瀬が口を出していい道理はない。

　喉の奥に、チクリと何かが引っかかっている気がした。つい今し方口にしたアジの小骨が刺さっているのだろうか。

　気にし出したら、気になって仕方がなくなった。チクチクとした微かな感覚は徐々に大きく、そして痛覚へと移行する。

　その痛みは錯覚かもしれない。けれど、嘉瀬の身体の深いところまで突き刺しているようにも思えた。

「どうぞ」

　佐久間が二人分のお茶を持ってきて、テーブルの上に置く。そのひとつを嘉瀬へ押しやった。佐久間はまた嘉瀬の向かいの席に座る。足を組んで、彼は茶を啜すすりながら「せっかく持ってきたんだから飲んでよ」と嘉瀬をせっついた。

　言われるまま嘉瀬は茶を口にする。ごくりと飲み込むと、今し方引っかかっている気がしていた喉の奥の小骨がとれた気がした。

　あっけないものだと、嘉瀬は思う。

　たかがこの程度のことで小骨などどこかへいってしまうのだ。

　嘉瀬の心の中に引っかかっているものだって、同じくらいあっけなくどこかへ行ってしまうものだろう。

　小骨という物理的な問題は解決することができたが、今、自分の胸に突き刺さっている小さなものはどうやって流してしまえばいいのか。嘉瀬はそう思いながら、茶を一息に飲み干した。

　そのときだった。

「あれ、足立くんだ」

　佐久間が学食に入ってきた一海に気付き「おーい、こっちこっち」と手招きした。

　一海は嘉瀬の姿を見つけ、表情を強こわばらせる。どことなくぎこちない表情で嘉瀬達のいるテーブルへやってきた。

「お邪魔……じゃないですか」

　ちらちらと一海は嘉瀬の表情を窺う素振りを見せた。嘉瀬が無理矢理作った明るい表情に一海はほっとした顔になる。その顔に嘉瀬は後ろめたさを覚えた。

「邪魔なわけないって。ほらほら、座って。どうぞ」

　佐久間が嘉瀬の代わりに返事をして、一海を嘉瀬の向かい側、佐久間の隣に座らせた。

「どうしたの？　何かあった？」

　佐久間が一海に訊く。

「え……？」

　一海は戸惑った表情を浮かべ、ちらりと嘉瀬の方を見た。

　どうやら嘉瀬に話があるらしい。それを察したかのように佐久間が「あ」と両手を叩いた。

「ごめんね。ぼくが邪魔だったかな。嘉瀬さんに話があるんじゃないの？」

「あ、いえ……その……」

　一海が口ごもる。

「悪い悪い。じゃ、ぼくは行くから」

　またね、と一海の肩をポンと叩き、佐久間は席を立ってその場を後にした。

「あの……先生、何かありましたか」

「どうして？」

「なんとなく……避けられてる気がして」

「考え過ぎですよ。単にぼくが忙しかっただけです」

「いえ、だったら、いいんです……それなら……」

　とってつけたような嘉瀬の言い訳に納得はしていないだろうが、一海はそれ以上深く訊くことはなく、沈黙が落ちる。

　互いに口を閉ざしたまま、黙りこくっていた。こんなことは未だかつてなかったことだ。

　ぎくしゃくとした不自然な空気に一海が不安げな顔をしていた。

　何か話をしたいとは思うのに、思うように言葉が出てこない。言いかけてはやめ、唇だけがやけに乾く。

　けれど、沈黙を破ったのは一海の方だった。

「あの……フランスへ行くことにしました」

　その言葉に嘉瀬は無意識のうちに眉を顰ひそめた。

「な……っ」

　嘉瀬が思わず立ち上がる。ガタ、と椅子が大きな音を立てる。がらんとした学食に、その音だけがやけに響いた。

「向こうで勉強してきます」

　そう言った一海の顔には、確固とした決意が刻まれていた。

「……それはもう決めたことですか」

　嘉瀬は低い声で言いながら、両手のひらを握りしめた。一海が嘉瀬にろくに相談もせず留学を決めたことに怒りを覚え、爪が手のひらに食い込むほど強く握る。

「怒ってるんですか」

　一海の顔が泣きそうに歪ゆがんだ。

「当たり前でしょう。ぼくには何の相談もなしですか。しかもあんなところ！」

　憤然とした嘉瀬の言葉に、一海は睫まつ毛げを震わせ、唇を嚙んでいた。

「だって、言えば反対されそうだったから……。それに、いちいち先生の許可が必要なんですか。これは私の話なんです」

　きっと一海に見据えられる。強い視線で見つめられ、嘉瀬はかっと頭に血が上った。

「あなたこの前まで、ずっとひどい目に遭っていたのを忘れたんですか。あれよりももっとひどい状態になるかもしれませんよ。それでも？　それでもいいんですか」

　でも、と一海が反論しようとするのを遮って、強い口調で嘉瀬は続けた。

「ぼくは……！　ぼくは、正直なところ行ってほしくないと思っています。行けば苦しむとわかってるところにあなたを行かせたくない。これ以上あなたが辛い目に遭うのを見たくない」

　一海の目がまるく見開かれた。

「私はてっきり喜んで送り出してくれるものだとばかり思っていました。……前に機会があれば行ってくればいいと言ったくせに……反対するんですね」

　一海の目尻に赤みがさしている。必死に泣くのを堪えているのだろう。

　だが嘉瀬はすっと視線を逸そらす。

「これから会議があるので、その話はまた後にしましょう」

　すみません、そう言って、嘉瀬は立ち上がった。これ以上話を聞きたくない。一海へ背を向けた。

「先生……！」

　一海が立ち去ろうとする嘉瀬へ、声をぶつける。その声を聞かなかったことにして、嘉瀬は逃げるようにその場を後にした。







「あーあ、足立くん、可か哀わい想そうに」

　学食での諍いさかいから、数日が経った。

　一海はかなり落ち込んでいるらしく、佐久間に会う度嘉瀬はチクチクと嫌みを言われていた。

　今も出先から戻ると、正門のところで仕事を終えたらしい佐久間に出くわして、一言言われたところだった。

「嘉瀬さんって、結構人間が小さかったんですね」

　憎まれ口を叩く佐久間を一いち瞥べつして嘉瀬はやけくそ交じりに肯定した。

「ええ、その通りですよ。ぼくは器が小さい人間なんです」

　佐久間が一海のことを心配しているのは、見るに見かねてだと理解しているものの、それすら面白くない。自分が子供のように拗ねているだけだと認識しているだけに、嘉瀬は正論を吐く佐久間に対して余計に反感を覚えた。

「あらら。開き直っちゃった。……っていうか、足立くん、ほんと可哀想なくらい落ち込んでるけど、放っておいていいんですか」

　何を言われても、嘉瀬には返す言葉もなかった。そして、一海が落胆しているのもわかっているが、素直に留学を喜んであげられない自分もいる。

　一海を放っておいていいのか、と佐久間は言うが、一海の顔を見てしまえば行くなと言ってしまう。だからつい一海を避けるようになっていた。

「きみには関係ないでしょう」

　苛いら々いらとした様子を隠さず頑かたくなな言葉を吐く。

「……わかりました。それじゃあ、失礼します」

　佐久間は取りつく島もないというように、肩を竦すくめ、身体を翻ひるがえし立ち去った。

　嘉瀬はやり切れなさに「くそっ」と小さく悪態を吐いた。らしくない。しかし、一体どうすればよいというのか。

　原因も、解決法も明らかなのに、子供じみた己の感情に振り回され、あまつさえ持てあまして、どうにもできないことにうんざりとする。

　ただ一海を愛しく思っているだけなのに、その思う気持ちに雁がん字じ搦がらめになって嘉瀬は身動きがとれなかった。

　苛々として昂ぶった気持ちのまま、仕事を続けることにメリットは感じられないと、嘉瀬は帰宅することにした。

　自宅への道すがら、コーヒーの豆を切らしていたことを思い出して、途中カフェへ立ち寄る。そこはコーヒー豆の小売りもしてくれるところで、嘉瀬はそこでいつも豆を買っていた。

　レジでコーヒー豆の会計をしているとき、ふと顔を上げると、奥の席に、今し方別れたばかりの佐久間が座っていることに気付いた。……もう一人連れがいる。

　一海だった。

　思わず息を詰め、じっと凝視する。

　嘉瀬のいる位置からでは、はっきりとした一海の表情は見られないが、それでも二人が和気藹々と話をしていることは感じ取れた。

　嘉瀬は釣り銭を受け取るなり、店の奥へと足を向ける。

「嘉瀬さん!?」

　嘉瀬の姿を見つけて、佐久間が目をぱちくりとさせた。すると一海が振り返って、嘉瀬を見る。一海はばつが悪そうに、嘉瀬から視線を外して目を伏せ気味に落とした。

「言っておきますけど、ぼくは足立くんの相談に乗ってただけですよ。そもそも、誰かさんが話を聞いてあげればいいだけのことなんですけど」

　たっぷりと嫌み交じりの言葉を佐久間が放つ。一海は黙って、顔を俯けていた。

　佐久間は嘉瀬に「どうぞ」と座るように促し、自分は席を立つ。

「せっかくですから、ちゃんと彼と話をしてください。このままでいても仕方がないでしょう？」

　話を、と有無を言わせぬ口調で佐久間が言い置くと、彼はそのままカフェから出て行ってしまった。

「彼とは……」

　嘉瀬がそう言いかけると、一海がずっと伏せていた顔を上げた。

「佐久間さんには、ずっと相談に乗ってもらっていただけです」

　いつになく責めるような目で一海は嘉瀬を見た。その目の鋭さが痛い。

「ぼくは、ただ一海が辛い思いをするのに耐えられなくて」

「わかっています。侑一郎さんが、私のことを考えてくださるのは、とてもありがたいと思ってますし……嬉しいです」

「だったら……！」

「でも、私は行きたいんです」

「それはわかる。一海。きみが留学したいって気持ちはぼくにだってわかる。けど、何もあそこじゃなくてもいいじゃないか、って言っているんです。ぼくは。他にも一海に相応しい場所をぼくが、探します。だから」

「──侑一郎さん」

　一海が喉の奥から苦しげな声で、嘉瀬の名を呼んだ。

「私は……私は、あなたの持ち物ではありません。私だって研究者なんです。そりゃあ、あなたに比べたらまだまだですけど、でも」

　引き絞るような声で一海が訴える。

　その迫力に嘉瀬はただ黙っているしかできなかった。

「私は、確かにあなたに救われたと思っています。辛かったときを乗り越えられたのは侑一郎さんのおかげだって、思っています。でも、だからこそ、私はこれからは侑一郎さんの助けを借りるわけにはいきません。あなたに守られるだけというのは嫌なんです。私だって……！」

「一海……」

「私は日本でぬくぬくと日々を過ごすのは嫌です。いつかはあなたに負けないくらいの実績をあげたいし、ですから、そのラボがどんなところだろうと行くべきだと思うんです。あなたが言う通りひどいところかもしれないけど、でも優秀な研究者がたくさんいるんでしょう？　そこで私も勉強したい。彼らと肩を並べて、切せつ磋さ琢たく磨まして……仕事がしたいんです」

　真っ直ぐな目だった。

　真っ向うから、一海は嘉瀬へ挑んでくる。その潔癖な真面目さが癇かんに障った。敢あえて困難な場所に飛び込まずともすむ道を教えているのに、なぜという気持ちもあった。

　──一所懸命で真面目で、狡くなくて。ぼくがどっかに置き忘れたものばかり持っていて、眩しいですよね。

　先日聞いた佐久間の言葉を思い出す。

　一海のこの純粋さは、嘉瀬にも昔はあったものだ。けれど、嘉瀬も佐久間と同様、どこかに置き去りにしてきたものだった。

　それが羨ましいのと同時に、嘉瀬自身の薄っぺらいプライドゆえの傲慢さを突きつけられた気がした。

「……勝手にしなさい。行きたければ行くといい。でも、どんな目に遭ってもぼくは知りませんよ」

　決定的な亀裂が二人の間に入ると知りながら、嘉瀬は自分の口から言葉がこぼれ出るのを止めることができなかった。







　研究室内がうそ寒い空気に包まれていた。

　嘉瀬と一海が研究室内で顔を合わせることも滅多になく、また顔を合わせてもその微妙な空気に、嘉瀬と一海が同時にいるときには、学生達が二人を遠巻きにするようになったほどだった。

　ただ、鹿島が長期の出張でいなかったのが、嘉瀬にとってはまだましだと思えた。

　鹿島がいれば、そらみたことかと、言われかねない。彼はこういうことになることをわかっていたのだろうか。

「何があったんですか、一体」

　秘書の原島が、書類を届けに来るなり眉根を寄せて嘉瀬に訊いた。

「何が、と言いますと？」

「ここのところの足立先生ですよ。随分無理しているようですけど」

「どうしてぼくに？」

　原島が一海を気にしていることに、嘉瀬は驚いた。

　彼女は嘉瀬が来る前まで、一海に辛く当たっていたその本人だった。しかし近頃は、一海への誤解も解けたためか、態度も以前と比べると軟化して、多少ぎこちないものの、少しは話をするようにもなっていた。

　ただ、改善したと言っても、一海のことを積極的に心配するとは思わなかったのだ。

「いえ、学生達が、お二人が口も聞かなくなってしまったと言いますので。それに、足立先生は、こう、なんというか、何かを忘れるみたいにして根を詰めているような感じがしましたから」

　嘉瀬先生に聞けばわかるかと、と原島はドアの向こうを見み遣やって、小さく息を吐いた。

「鹿島先生も、今、お留守ですし……。あれでは倒れてしまうんじゃないかと思いましたので、嘉瀬先生の方から足立先生に声をかけていただければと」

　原島が心配するほどの状態なのだろうか。嘉瀬の心が揺れた。

「そんなにひどいんですか」

「ご覧になればわかります。おそらく寝てもいないし、殆ど食事もなさっていないんじゃないでしょうか。袖口から見えた手首の骨が浮いていましたから」

　手首の骨が、と嘉瀬は華きや奢しやな一海の腕を思い浮かべた。ただでさえ、細い身体なのにあれ以上瘦せたとなるとすぐ倒れかねない。

　以前からみると今は少し体重が増えたようだが、しかしそれでもやっと標準体重に届くか届かないかという程度だ。

　一海は心理的要因がすぐ胃に影響することが多く、悩みごとがあると、食欲が落ちる質たちである。

　食べていないということは即すなわち、かなり思い悩んでいるということに繫がっていた。

「ずっと足立先生に意地悪く当たっていた私が言えた義理ではないのですが、さすがに心配になりまして」

　そう原島は苦い顔をして呟くように言うと、静かに立ち去った。

　普段滅多に仕事以外の話をしないのに、原島がこうして一海のことを心配する素振りを見せることに驚いた。以前彼女が一海にした行為を、瘦せた一海の身体に思い出したのかもしれない。

　初めて会ったときの、一海の姿を思い出し、あのときは折れそうに細い青年だった、とその第一印象を記憶から呼び戻した。

　気丈に振る舞っていたが、疲労を滲ませていた。それでも尚なお、必死に努力していた。

　無理矢理作った笑顔が痛々しかったことを思い出し、ああいう顔を見たくないと思ったから──はじめ、この留学話に乗り気でなかったのは、そこからだった。

　だが、今、自分のしていることは当時、一海に辛く当たっていた彼らと方向性は異なるものの、そう違わないのではないか。一海を悩ませ苦しめていることには、全く変わりないのでは……？

　原島の話からすると、今の一海はあのときと同じではないか──嘉瀬は愕がく然ぜんとした。

「原島さん……っ」

　嘉瀬はドアを開け、今出て行ったばかりの原島を呼び止めた。

　原島が振り返ると、嘉瀬は「教えてくださって、ありがとうございました」と頭を下げた。原島は一瞬きょとんとした顔を嘉瀬に見せたが、すぐさまいつもの顔に戻って小さく会釈をし、そうして前を向いて歩いていった。







　週末はできるだけ予定をいれたくなかったのだが、嘉瀬は学科の会議の後、金曜日ということもあって他の研究室の教授達に飲みに連れ出された。学科内の教授達は比較的仲がよく、こうしてときどき誘われる。まだこの大学に来て間もない嘉瀬には、それを断ることはなかなか難しかった。

「だからさ二酸化炭素削減っていうけど、温暖化の原因が二酸化炭素ってのは間違いって言われてるよね」

「でも巷ちまたはまだ二酸化炭素、二酸化炭素うるさくないですか。国内で削減するのも限界なんだし、もういっそ効率的に二酸化炭素を一酸化炭素にしちゃうプラント作るとかさ。それならエネルギー原料になるでしょ。ＣＯなら使い道あるじゃない」

「そりゃそうだ」

　あはは、と笑い声があがる。

　自分の専門でもない学者の世間話などこの程度だ、と思いながら嘉瀬は付き合いのビールを飲みながら、周りの教授らに話を合わせていた。

　せっかくの週末、これまでなら一海と過ごしていたはずが、仲なか違たがいしているせいで空虚なものになっている。

　いつもなら、こんなオッサン達との会食なんか途中で退席しているのに、と半ばうんざりした気持ちで目の前のエビチリをぽいと口に入れた。

　そもそもそれは全て自分から端を発しているのだが、どうやって仲直りしたらいいものかと、今朝原島と話をしてからずっと考えていた。

「そういえば嘉瀬くん、鹿島さんはいつ帰ってくるの？　今台たい湾わんだったっけ」

　ビールを片手に、学科長が嘉瀬の隣に座った。

「ええ。向こうの大学に呼ばれていて。週明けには戻ってきますよ」

「そうか。戻ったら一度連絡ほしいんだけどな。それにしても、彼も忙しいよねえ。まあ、きみみたいな出来のいい人間がいるから、安心して飛び回れるんだろうと思うけど」

　学科長の言葉に、嘉瀬は謙遜気味に答える。

「いえ、ぼくなんか、大して役にも立ちませんよ」

「いやいや。鹿島さんはぼくらにいつも自慢してるよ。よほどきみのことを買っているようだ。ただ彼は一癖も二癖もあるからね。見込んだ人には厳しい課題を課したり、意地悪なこと言ったりするし。きみにもかなり厳しいんじゃないの？」

「え？　いや、それは……」

　嘉瀬は曖昧に返事を濁した。

（見込んだ人には厳しい……？）

　学科長の言葉を嘉瀬は反はん芻すうした。これまでも鹿島は甘い考えの持ち主だとはけっして思っていなかった。しかし今学科長から言われ、目から鱗うろこが落ちた思いになる。もしかしたらこれは鹿島が自分に課した課題なのではないか、と。

　これまで鹿島は主に一海の将来についてだけ考え、留学を提案したのだと思っていた。だが、それは果たして一海のことだけを考えたものだったのか。一海の留学は嘉瀬にとって一体どんな意味を持つのか。それを改めて考えてみる。すると、導き出された答えに、今まで嘉瀬の胸に凝こごっていた何かが融けていく気がした。

　鹿島は一海だけでなく嘉瀬へも、これまで以上に成長しろと期待をかけたからこそ、一海の留学話を持ちかけたのではないだろうか。嘉瀬と一海がただの馴れ合いにならないように、互いに高め合うことのできる間柄になるために。そして、一海を庇ひ護ご下に置こうとする嘉瀬を戒いましめることも含めて。──だとしたら本当に敵わない。

「嘉瀬くん？」

　突然無言になった嘉瀬に、学科長が訝しげに声をかける。

「あ、ああ。すみません」

「きみも来たばかりなんだから、鹿島さんに無理難題ふっかけられてもへこたれないようにね。じゃ、鹿島さんによろしく。あ、ちゃんと連絡ほしいって言っておいて」

「わかりました。鹿島に伝えておきます」

　頼むね、と学科長に念を押されたところで、ポケットに入れていた嘉瀬の携帯が着信音を鳴らした。

「すみません」

　断って嘉瀬は電話のディスプレイを見た。

　そこには一海の名前が記されている。嘉瀬は席を立つと、人気のない場所へ移動し、通話ボタンを押した。

「か──」

　一海、と言おうとしたところで、電話の向こうから「あ、嘉瀬さん？」と一海の声ではない別の声が聞こえてきた。

『佐久間です。今、足立くんと一緒に飲んでたんですけど、彼すっかり酔い潰れちゃって』

「酔い潰れた？」

　一海と佐久間が一緒に飲みに行っていると聞いて、嘉瀬は眉根を寄せ携帯を握る手の力を強める。が、すぐに飲みに行かずにいられなかった一海の気持ちを慮おもんぱかって、大声を出したい気持ちを堪えた。

　それにしても、酔い潰れたとは。一海は酒があまり強くない。それに飲むとすぐ寝てしまう質だ。だから本人も気をつけていて、普段あまり飲まないようにしていた。

　潰れるまで飲んだのは自分のせいか、と嘉瀬は更に眉間に皺しわを寄せた。

『ええ、今日はやたら飲んでいましたよ。ぼくが止めるのも聞かなかったんで』

「それで……なぜぼくに」

『なーにすっとぼけてんですかぁ。もう、まだるっこしいことはいいから、さっさと彼引き取ってくださいよ。ぼくはあんた達の痴話喧嘩の尻拭いまでしたくありませんから』

　佐久間は一方的に、店の名前と場所を言うと、すぐに電話を切ってしまった。

「行くことが前提、か」

　なんだかんだ一番面倒を佐久間にはかけてしまったと、嘉瀬は通話が切れた携帯のディスプレイを眺める。

「借りができましたね」

　苦く笑い、独りごちて、嘉瀬は席へ戻る。急用ができたので、と言い置いて退席し、足早に佐久間から知らされた店へ向かった。

　そこは、大学からほど近い、学生らの気に入りの居酒屋だった。電車の乗り換えで少し時間を食い、結局店に到着した時には電話をもらってから一時間近く経っていた。

「おそーい」

　佐久間は嘉瀬の姿を見つけると、茶化した言い方で出迎えた。

「これ、この人、連れて帰ってください」

　そう言って佐久間はテーブルの上に突っ伏して寝ている、一海を指さした。

「ぼく、あんた達の世話をいつまでも焼いてるほど暇じゃないんで」

　佐久間はひらひらと手のひらを振って、うんざりとした顔をする。

「佐久間くん、きみ、その……ぼくらの──」

　嘉瀬が、自分と一海の関係を知っているのか、と訊ねようと口を開いたところ、佐久間はにっと意味ありげに笑った。

「知らないふりしといてあげますから、あまり面倒かけないでください」

　ほらほら、と佐久間が嘉瀬をせっついて一海の身支度を調えさせる。

「ありがとう」

「ひとつ貸しですからね。ああ、それから……あのね、今日ずっと泣いていましたよ。あなたの名前呼んだりして」

　だから、と佐久間は立ち上がって嘉瀬の前に立ち、嘉瀬の胸を拳で小突いた。

「仲直り、してくださいね。このまま彼を向こうに行かせるのは可哀想ですよ」

「ええ。そうですね。ぼくも反省しました」

　嘉瀬は素直にそう言った。

「なら、いいです。まあ、今回、嘉瀬さんが怒ったとことか、狼狽うろたえたとことか、あと拗ねたりしたとことかも見られたから結構楽しかったですよ。嘉瀬さんもただの人だったんだなあ、って。安心しました」

　はは、と佐久間は笑う。

「ひどいな。一体きみの目にはどう見えてたんですか。ぼくは」

「や、ぼくみたいな凡人からしたら、学位を海外で取って、その後向こうにずっといて活躍していた嘉瀬さんはすごい人だと思ってましたよ。日本に帰ってきてからも順風満帆みたいだったし。前も言ったと思うけど、こんなに気安く話せるようになるなんて思いませんでしたから」

「ぼくだって凡人ですよ。海外に行ったのもただちょっと好奇心が勝っただけです」

　佐久間が自分のことをそう見ていたとは思わなかった。同じ大学の先輩後輩という間柄ではあったが、当時はただの顔見知りという程度でしかなかったからだ。

「まあ、そういうことなんでしょうね。ぼくも、チャレンジしてみようかな」

　足立くん見ててそう思いました、と佐久間が一海を見遣る。

「きみも行けばいいんじゃないですか。まだ諦める年じゃないでしょう」

「うわ、足立くんは籠の鳥にして囲っておきたいくせに、ぼくには簡単に行けって言うんですね」

「それはそうでしょう。彼ときみとは別ですから」

　嘉瀬の言葉にそりゃそうだ、と佐久間は笑いながら返した。

　完全に酔い潰れて意識をなくしている一海を、嘉瀬と佐久間の二人がかりでタクシーに乗せる。

「ありがとう」

　嘉瀬もタクシーに乗り込み、車の窓から佐久間に礼を言うと、彼は早く行ってというように手を振った。

　走り出したタクシーの中で嘉瀬は、目を瞑っている一海の顔を覗き込んだ。目元が真っ赤になっているのが暗い車内の中でもわかる。目元を指でなぞると、よほど泣いたのだろう、ざらついた涙の跡を感じた。

　酒が入っているせいで、一海の寝息は浅く短い。アルコールの臭いのする一海の吐息に、一体どれほど飲んだのかとも思う。そしてそうさせたのは自分で、こんなに泣かせたのも自分なのだと嘉瀬は情けなさに唇を嚙んだ。

「ん…………」

　車がカーブで曲がる際に、一海の身体が傾いで嘉瀬へぐっともたれかかる体勢になった。

「……ろうさん……ゆう……」

　微かな声で一海が嘉瀬の名を呼んだ。見ると一海は目を閉じている。寝言だろう。

　すると一海の眦まなじりから、ぽろりと一粒涙がこぼれ落ちた。それはつうと頰を伝って流れていく。

　嘉瀬はタクシーの運転手が見ていないのをいいことに、一海の頰に唇を寄せてその涙をそっと吸い取った。

　苦い、味がした。

　苦い涙を流して一海が泣いている。嘉瀬はもたれている一海の頭に手を回し、到着するまでずっと一海の頭を撫でていた。

　タクシーの揺れのせいか、一海は嘉瀬の部屋へ入るなり嘔おう吐とした。吐と瀉しや物ぶつを見ると、固形物は殆どない。やはりあまり食事を摂っていなかったようだ。

　ベッドに寝かせ、シャツのボタンを外し、胸元を緩めてやる。

「ああ……本当に……」

　瘦せた、と胸元と首まわりの肉の薄さに驚いた。原島は手首の骨が浮いていたと言っていたが、袖口から覗いている尺しやつ骨こつの突起が確かに際立っている。

「一海、一海、ほら、これ飲んで。お水」

　ぼんやりしている一海に水を飲ませ、吐瀉物で汚れた口元を温かいタオルで拭ってやる。

　あと、数日、放っておいたら本当に一海は倒れていたのに違いない。

　今朝の原島や、また佐久間が気を利かせてくれなかったら、と思うとぞっとした。

　──ただ、幸せにしてあげたいと思っただけなのに。







「……え、……ゆ、侑一郎、さん？」

　明け方、一海が驚いたように声を上げた。どうやら目覚めたらしい。

　嘉瀬はベッドの脇に置いた椅子でうたた寝をしており、一海の声で目を開けた。

「おはよう。気分は？」

　一海は状況を把握していないらしく、目をまん丸に剝むいたままだ。

「喉、渇いたでしょう？」

「……あ……はい……」

　嘉瀬は一海の身体を抱き起こし、ベッドサイドに置いていたイオン飲料のペットボトルを、蓋を開けて手渡した。

「それ飲んだら、もう少し寝ていていいですよ」

　嘉瀬が言うと、一海はペットボトルに口を付ける。一口、二口飲むと、口を離して嘉瀬の方を向いた。

「すみません……迷惑……かけたみたい……」

　しゅんと項うな垂だれた一海の横に嘉瀬はすとんと腰掛ける。ペットボトルを受け取り、それをベッドサイドのテーブルに置くと、一海の手を取った。その指の一本一本をさすり、撫でる。

　ここも、細い。

　血色の悪い皮膚が悲しくて、嘉瀬は涙ぐみそうになった。そうして一海の身体へそっと腕を回した。

「迷惑かけられたなんて思いませんよ。ごめんね、辛い思いをさせてしまって」

「え…………」

　嘉瀬は一海の前髪を搔き上げる。その形のよい額に小さく口づけた。

「いってらっしゃい。フランスで存分に勉強しておいで」

　半ば頭が働いていないらしい一海は、ただ目をぱちくりとさせている。

「え、あの……」

　戸惑いの目を嘉瀬に向け一海が狼狽える。嘉瀬は一海の頰に手を添え、安心させるように微笑んだ。

「話はまた後でゆっくりしましょう。今は、もう少し休んで。その間にぼくは腕をふるってきますから」

　そう言って、一海の身体を横たえる。

　一海はまだ困惑した表情を浮かべていて、じっと嘉瀬を見つめていた。

「何？」

　訊くと、一海は何か言いたげに唇を開く。

「いいんですか……？」

「ええ、さんざん駄々捏こねてすみません」

「駄々って……」

　一海がようやくほっとしたように呟く。

「さ、目を閉じて。起きたら、朝ご飯にしましょう」

　嘉瀬は一海の唇に触れるだけのキスをして、側を離れた。







　一海が二度寝から起きたのは、もう昼に近い時間だった。寝室から出てきた一海は二日酔いがひどいのか、心底具合が悪いという様子だった。顔色も悪い。

　この部屋に連れてきてすぐ嘔吐したせいで、匂いも気になったのだろう、シャワーを浴びたいと一海はバスルームへ向かう。倒れないかと心配したが、それは杞き憂ゆうに終わったようだ。

　バスルームから出てきた一海に、砂糖を入れた温かい紅茶を飲ませ、ソファーで落ち着かせた。

「もう大丈夫？」

「……はい……びっくりしました。だって」

「ぼくがいたから？」

　くすりと嘉瀬が笑う。一海はおずおずと嘉瀬を上目遣いで見、小さく頷いた。

「隣に座っていい？」

　頷く一海の側に、嘉瀬は座る。

「ぼくはきみを守る方法を間違っていたようです」

　嘉瀬は苦く笑う。

「嫌なものを排除するだけが、守ってあげる手段ではないですよね。一番に考えなくちゃいけなかったのは、あなたが安心して研究に打ち込めるように応援してあげることだったのに。すっかり、それをはき違えていました。──一海」

　名前を呼ばれた一海がはっと顔を上げた。

「多分、一海が考えている以上に向こうはシビアです。あなたがされていたいじめ以上の扱いをされるかもしれません」

「……覚悟、しています」

「うん。一海が言い出したことですからね。覚悟してくれないと」

　微笑みながら話す嘉瀬に、一海は強ばらせた表情をいくらか解いた。

「だからね、約束をしてください」

「約束？」

「ええ。辛いことがあったら、我慢しないでぼくに全部ぶつけてください。愚痴ならいつでも聞きますし、呼んでくれたらいつでも駆けつけるから。だから、我慢だけはしないで。ぼくに全部ぶつけて」

「ゆ……いちろ……さ…」

　一海の顔がくしゃりと歪んだ。

「ぼくはけっして、あなたがぼくの持ち物だなんて思っていませんよ」

　一海は嘉瀬の胸にしがみつき、顔を埋うずめる。じわりと嘉瀬の胸が温かいもので滲み、濡れた。

「ごめんなさい……。ひどいこと言って」

「あなたが謝ることじゃないでしょう。ぼくがそういう風に言わせたんだから。──いってらっしゃい。あなたがしたいことをたくさん、たくさん、しておいで」

「はい……。頑張って……侑一郎さんに追いつくように勉強してきます」

「一海……」

　嘉瀬は一海の背を抱きしめ、濡れた一海の頰に自分の顔を寄せる。

　この涙はまだ苦いだろうか。それとも今は甘いだろうか。

　あの苦い涙の味をきっと一生忘れることはない、とそう思いながら、嘉瀬は一海の目尻にキスをした。






















「よろしくお願いします」

　週が明け、鹿島が出張から帰ってきてすぐ、嘉瀬と一海は鹿島の元へ赴いた。

「ああ、わかったよ。まあ、よかった」

　一海と嘉瀬は、鹿島に改めて一海の留学について願い出、一年の期限で留学を決めた。

　二人揃そろって赴いたのは、嘉瀬と一海が互いに納得の上だということを、鹿島にわかってもらいたかったからだ。

「嘉瀬くんもせいぜい、足立くんに負けないように頑張って」

　いくらか嫌み交じりの鹿島の言葉に嘉瀬は肩を竦める。

「もちろんです。負けませんよ、絶対に」

　そう鹿島に返事をし、嘉瀬は一海と顔を見合わせる。ふふ、と二人で笑い合った。

「うちの研究室は安泰だな。優秀な研究者が二人もいる。来年度以降の予算が楽しみだ」

　鹿島はそう言って、嘉瀬と一海の顔を交互に見遣ると、ニッと悪戯っぽく笑う。

　結局、この狸たぬき親おや父じの手の上でいいように踊らされたな、と思いながら、これが鹿島なりの自分達への応援なのかもしれないと、嘉瀬は深く感謝する。と同時に、いつか必ず仕返し──いや、礼をしなければと、企たくらむように小さく笑った。
















「すっかり、一かず海みもこっちの生活が板について」

　パリに留学中の一海を訪ねてきた嘉か瀬せが、感心するように言う。

「そうですか？」

　一海はにっこり笑ってみせた。

　気に入りのブーランジェリーやショコラティエで少し買い物をしただけなのだが、にこやかに一海がこちらの人達と会話しながら買い物をする様子を見て、嘉瀬はそう口にしたのだ。

　十二月初旬のパリの街はもう既にクリスマス──ノエル一色だ。老舗デパートのデコレーションは毎年趣向を凝らされ、それだけでなく小さな店もきれいに飾りつけられる。フラワーショップには大量のモミの木が並び、幻想的な色に彩られた街にはプレゼントを買い求める人達が溢あふれ賑にぎやかだ。

　屋根の高さや、色が統一された石造りの町並みがこの時期ばかりは鮮やかに染まる。

　コンコルド広場の大観覧車から延びるシャンゼリゼ通りのイルミネーションの中を歩けば、まるで夢の世界にいるように思えるほどだ。

　また冬のパリといえば、屋外のスケートリンクも有名だろう。パリ市庁舎前に毎年できる、冬の時期だけのリンクは子供から大人まで大人気なのだ。今はまだ設置作業中で、残念ながら滑ることはできなかったが。

　屋外でスケートができるほど、パリの冬は寒い。東京と比べると段違いの寒さだ。しかも道は石畳なので、足元から冷え、長く歩いているとつま先がジンジンとしてくるほどだった。

「意外に冷えるんですね」

　侮あなどってたな、と嘉瀬が苦笑した。

「ええ。なんでも日本の観光客の中には靴用のカイロを貼っている人もいるようですから。私は平気なんですけど」

　慣れないと足の裏が冷たいですよね、と一海は小さく笑う。

「ああ、一海は北国育ちでしたね」

「はい。だからどちらかっていうと、こっちの方が過ごしやすいくらいかな。暑いよりは寒い方がましっていうか」

「そんなことを言って。ずっとこっちにいるつもりじゃないですよね？」

　嘉瀬が心配そうに一海の顔を覗のぞき込む。その顔が割と真剣だったので、一海はなんだか可笑しくなった。

「まさか。ちゃんと帰りますよ」

　ふふ、と一海は笑った。

　よかった、と嘉瀬の安あん堵どしたような声に一海は嬉うれしくなる。離れていても、変わらず自分を求めてくれていることに安心した。

　触れるか触れないかくらいのギリギリのところまで、一海はそっと身体からだを寄せる。すると、嘉瀬の手が伸びてきて、一海の手をぎゅっと握りしめた。

　手袋越しなのに、繫つながれた手がじんわりと温かい。久しぶりの彼の温ぬくもりだ、と思うと一海の胸も温かくなった。

　ずっと雨が続き、しばらく日が差さなかったせいで、街中が冷え切っていた。吐く息は白く、頰もピリピリと刺すような痛みを覚える。けれど、もう見慣れた灰色の空も、氷の上を歩くような冷たさの石畳も、いつもは何も感じないのに、今日だけは特別なものに思えた。

　正月は帰らないと一海がメールしたところ、十二月に入るなり、こうして嘉瀬がパリへ駆けつけてくれたのだ。どうやら無理矢理休暇を取ったらしい。たった二日ではあるが、しばらく顔を見られないと思っていたので、とても嬉しい。

　まだ飛行機が取れたから、と嘉瀬が言うように、十二月も半ばを過ぎるとこちらからの便も、また日本からの便も全く取れない状態になる。予約もろくにせずに、またキャンセル待ちなしに飛行機に乗るのは、確かに今の時期を逃すと当分無理なことだった。

「本当ならクリスマスかお正月には一緒にいたかったんですけれどね」

　幾分気落ちした表情で嘉瀬は言う。

「だって、年末年始は卒論、修論の追い込みじゃないですか。博士論文の発表会は年明けすぐですし」

　Ｔ大学の場合、博士論文発表会は正月休みが終わるとすぐに行われる。修士論文の〆切しめきりは一月末で、発表は二月になってから、また学部生の卒業論文〆切・発表も修士論文よりやや遅れた時期ではあるがほぼ同時期、というのが例年のスケジュールである。なので、年末年始は学生にとっても、また教員にとっても、一番忙しい時期であった。

「そうなんですけど、でもね」

　嘉瀬が寂しそうな顔をしている。それを見て、一海は嘉瀬にそういう顔をさせていることを後ろめたく思った。

「ごめんなさい」

　一海はしゅんと項うな垂だれた。

「ああ、ごめんなさい。一海にそんな顔をさせるつもりじゃなかったんです。クリスマスに一海一人にさせておくのが、ね。自分が不ふ甲が斐いないなと」

　こちらのクリスマスは日本と違う。日本のクリスマスはお祭り騒ぎな部分が強いが、こちらは家族など大事な人達と過ごすのが一般的だ。日本では一人で過ごすクリスマスは特に珍しくもないが、こちらで一人で過ごすと言うと皆同情の目を向ける。

　どちらかというと、クリスマスは日本の年末年始に近い気がする、と一海は思う。

「侑ゆう一いち郎ろうさんが謝ることじゃないです。私が勝手にこちらに残ることを選んだんですし──」

　そう、クリスマスから年末年始にかけて、休暇を取ることは容易にできることだった。それを敢あえてしなかったのは、たった一年の滞在なのだから、クリスマスをこちらで経験したかったということもある。

　日本に帰っても、嘉瀬は多忙でいずれにしてもゆっくり会う時間はあまり作れないだろうし、だったらこちらにいても同じだと思ったのだ。

「それに……わざわざ会いに来てくれるなんて思ってなかったから」

「わざわざ、じゃないですよ。ぼくが会いたくてどうしようもなくなったから来ただけです。一海が罪悪感を覚えることは何もありませんよ──ねえ、そんなことより、早く行きましょう。一海の部屋に着いたら美お味いしいカフェ・オレ淹いれてくれる？」

　寒くて、とマフラーに顔を埋うずめている嘉瀬が本当に寒そうに震えていて、それがいつも背筋を伸ばしている彼らしくなくて、妙に可愛かわいらしい。

　日本にいるときには気付かなかったが、嘉瀬はもしかしたら寒いのが苦手なのかもしれない。なのに、一海に会いに、こんな寒いところまでやってきたのだ。せっかく二日間一緒にいられるのだから、楽しいことだけを考えよう。

　一海は隣で震えている嘉瀬へ、笑いかけながら「もちろん」と答えた。







「美味しい……！」

　約束通り、部屋に着くと一海はカフェ・オレを淹れた。味にうるさい同僚に教えてもらった店の豆で淹れたコーヒーは、深い味わいで一海のお気に入りだ。

　熱いミルクとコーヒーの割合は一対一でと言われるが、ミルクが少し多めの方が一海は好きなので、嘉瀬にも一海の好みの割合で淹れた。

「一海が帰ってきたら、いつもこんな美味しいカフェ・オレが飲めるんですね」

「いつでも淹れますよ。コーヒーを淹れるのも、だいぶうまくなりましたから」

　ふふ、と顔を見合わせて笑い合う。

　一海がこちらに来てから、まだ三ヶ月半だ。なのに、嘉瀬に随分会っていない気がする。そう思うと途端に寂しさがこみ上げてきた。

　本当は──帰国しないと決めたのは、帰国してしまえば、こちらに戻りたくないと思ってしまうからだった。

　いい年してホームシックも何もないだろうとは思うが、文化も風習も違うこちらではコミュニケーションをうまくとれないことがままあった。覚悟していたとはいえ、そんな中で仕事をするのは心が折れる。何度渡仏を後悔したかしれなかった。

　だが、自分で決めたことだ。ここでできるだけ多く論文を仕上げ、業績を挙げなければ来た意味がない。ただのんべんだらりと実験室にいるだけでは、観光と同じだ。

　だから、どうあっても一年間は頑張らなければ、と一海は自分に言い聞かせていた。

　だけど──。

　こうして顔を見てしまえば、どれだけ彼に会いたかったのだろうと思う。

「一海？」

　少し様子がおかしい一海に嘉瀬が声をかける。

「なんですか？」

「どうかしたの？　泣きそうな顔をして」

「だって……嬉しくて」

　そう言って、一海は嘉瀬の肩にもたれかかった。

「ぼくが来て迷惑じゃなかった？」

　一海は首を振る。会いたかった。会いたくて、会いたくて──。

　そう思うと、気持ちよりも身体が反応した。

　一海は少し身体をずらすと、腕を伸ばし、嘉瀬の首に回す。嘉瀬を引き寄せるようにして、彼の唇に自分の唇を重ねた。

　嘉瀬も一海の口づけに応え、舌を絡めてきた。角度を変え、何度も何度も貪るように唇を重ねる。唾液でベタベタになるくらい、深く口づけを交わして、ようやく離れたときには息がすっかり上がるほどだった。

「……パリって、寒いんです。だから……侑一郎さん、温めてくれますか」

　上擦った声で一海はそう告げた。

「そうですね。ここの冬は寒い」

　嘉瀬はそう言うと、一海を腕の中にすっぽりと収める。

「ん……」

　首筋に下りた嘉瀬の唇を感じながら、一海はゆっくりと瞼まぶたを閉じる。傾かしぐ身体に与えられる重み。

　どんな温かな部屋よりこの人の腕の中にいるのが一番温かい。

　一海は外されるボタンと引き換えに、得られる温度にうっとりと身体をゆだねた。
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　はじめまして。淡あわ路じ　水すいと申します。この度は拙作をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　この作品は、二〇一三年フルール新人賞にて佳作を受賞した、その受賞作になります。別ペンネームのときに他社様の雑誌で作品を掲載されたことはあっても、デビューには至れず、そろそろ投稿を諦めようと思っていた矢先の受賞でした。ですから、こうしてデビューできるというのが、未いまだに信じられません。

　しかもフルールさんは新しいレーベルということで、初めての新人賞募集でした。そのいっとう初めの賞での受賞はとても光栄だと思いつつ、私なんかでいいのかと、申し訳ないやら嬉うれしいやらで、今でもどこか混乱したままです。

　このお話は、本編では一かず海みの、そして書き下ろしで嘉か瀬せの成長を描いたものになりましたが、作中で彼らが成長していくのと同じように、作品を通して私自身も周囲の方々に育てていただきました。この場を借りて改めて御お礼れい申し上げます。

　なにしろ担当様はじめ編集部の皆様に丁寧にご指導いただき、やっとここまで来られたというのが実感です。右も左もわからず、おろおろしっぱなしの私を、いつも優しく励ましてくださいましてありがとうございました。感謝してもしきれません。

　それから、挿絵をお引き受けいただいたサマミヤアカザ先生、本当にありがとうございました。描いていただけるのがサマミヤ先生と伺ったときの、私の喜びようといったら！　ずっと好きで憧れの先生でしたから、あまりの嬉しさに、担当さんとの電話で我を忘れてキャーキャー叫んでいた記憶が……。ラフをいただいたときの私の顔はしばらく怪しいにやけ顔で固定されてしまっていました。ときめくような、きれいで麗しい一海とかっこいい嘉瀬を本当にありがとうございました。

　最後に、Twitterやイベントで応援してくれた皆様にも心から感謝を。くじけそうになったときに感想や、頑張ってというお言葉をいただけてどんなに嬉しかったか。もっともっとすてきな、面白いお話を書けるように頑張ることが恩返しだと思って、これからも書き続けていこうと思います。

　たくさんの方々に支えられてできたこの本、最後まで楽しんでいただけたなら、本当に嬉しく、とても幸せです。

　私も一海や嘉瀬のように少しでも成長できていたらいいな。

　それではまた、お目にかかれますように。
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